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CA Technologies 製品リファレンス 

このマニュアルでは、以下の CA 製品を参照します。 

■ CA Datacom®/DB（CA Datacom/DB）  

■ CA Insight™ Database Performance Monitor for DB2 for z/OS（CA Insight for 

DB2）  

■ CA Roscoe® Interactive Environment（CA Roscoe） 

■ CA 1® Tape Management（CA 1） 
 

■ CA TLMS® Tape Management（CA TLMS） 

■ CA Common Services™（CCS） 

■ CA ACF2™ for z/OS 

■ CA Top Secret® for z/OS（CA Top Secret for z/OS） 
 ( 

■ CA Easytrieve® Report Generator（CA Easytrieve RG） 

■ CA SYSVIEW® Performance Management （CA SYSVIEW PM） 

■ CA SYSVIEW® Performance Management CA Datacom® Option （CA SYSVIEW 

PM CA Datacom Option） 
 

■ CA SYSVIEW® Performance Management Option for CICS （CA SYSVIEW PM 

Option for CICS） 

■ CA SYSVIEW® Performance Management Option for IMS （CA SYSVIEW PM 

Option for IMS） 

■ CA SYSVIEW® Performance Management Option for TCP/IP （CA SYSVIEW 

PM Option for TCP/IP） 
 

■ CA SYSVIEW® Performance Management for CA Application Performance 
Management (CA SYSVIEW for CA APM) 

 

■ CA MIM™ Resource Sharing （CA MIM RS） 

■ Unicenter NSM 

■ CA Service Desk （CA SD） 

■ CA SymDump® System （CA SymDump） 
 



 

CAへの連絡先 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web サイト

（http://www.ca.com/jp/support/）をご覧ください。 
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マニュアルの変更点 

以下のマニュアルの更新は、本書の前回のリリース以降に行われたものです。 

■ 「CA SYSVIEW の概要 (P. 13)」セクションを更新しました。 

■ 「ソフトウェア要件 (P. 17)」セクションを更新しました。 

■ 「CA Insight DPM for DB2 (P. 19)」セクションを追加しました。  

■ 「使用可能なコンポーネント (P. 25)」セクションを更新しました。 

■ 「KEYS メンバ - 実行キーの追加 (P. 29)」セクションを追加しました。  

■ 「ランタイム（INST0005）の追加 (P. 82)」セクションを追加しました。 

■ 「CA MSM を使用しない展開方法 (P. 111)」セクションを更新しました。 

■ 「GSVIINST マクロ - INSTALL パラメータの設定 (P. 116)」セクションを更新しま

した。  

■ 「INSTALL による出力 (P. 128)」セクションを更新しました。 

■ 「システム環境設定のシステム PARMLIB（INST0011）への追加 (P. 132)」セク

ションを追加しました。 

■ 「IMOD データ セットの定義およびロード（INST0031 - INST00321） (P. 153)」

セクションを更新しました。 

■ 「SSID モジュールのアセンブルおよびリンク（USRM0001） (P. 191)」セクショ

ンを追加しました。 
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第 1 章： 概要 
 

このガイドでは、CA SYSVIEW をインストールおよび実装する方法について説明

します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

CA SYSVIEW の概要 (P. 13) 

CA SYSVIEW サーバの概要 (P. 14) 

対象読者 (P. 14) 

インストール処理の実行 (P. 15) 

他の CA 製品との統合 (P. 15) 
 

CA SYSVIEW の概要 

CA SYSVIEW は、z/OS システム環境でパフォーマンスの監視および管理を行う

ツールです。 オペレータ、システム プログラマ、パフォーマンス アナリストおよび

エンドユーザは、以下のリソースを監視および管理することができます。 

■ z/OS 

■ JES2 

■ JES3 

■ DB2 

■ CICS 

■ IMS 

■ CA Datacom/DB 

■ TCP/IP 

■ WebSphere MQ 

注： 製品コンポーネントとオプションの詳細については、CA SYSVIEW オンライン 

ヘルプを参照してください。 他の疑問点についての情報を取得するには、

http://ca.com にアクセスして「SYSVIEW」で検索するか、または Solutions、

Product Solutions、Enterprise Systems Management、Server Management、

Systems Management for z/OS の順で目的のページに移動してください。 
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CA SYSVIEW サーバの概要 

CA SYSVIEW Server は、他の CA ソフトウェア製品へのデータ プロバイダーとなる

ように設計されています。 すべてのユーザが CA SYSVIEW Server を実行できま

す。  

SYSVIEW 3270 インターフェースは、CA SYSVIEW Server のユーザのみが使用で

きます。 機能は限定されています。 

ライセンス取得済みオプションのいずれかで CA SYSVIEW を実行中の場合、CA 

SYSVIEW のサーバ機能は自動的に利用可能になります。 CA SYSVIEW の複数

のコピーは必要ありません。 

ライセンス オプション： 

■ CA SYSVIEW CA Datacom Option 

■ CA SYSVIEW Option for CICS 

■ CA SYSVIEW Option for IMS 

■ CA SYSVIEW Option for TCP/IP 

■ CA SYSVIEW for CA APM 

■ Event Capture 

■ WebSphere MQ 

■ z/OS 
 

対象読者 

このガイドは、以下の分野について知識のある読者を対象としています。 

■ JCL 

■ TSO/ISPF 

■ z/OS 環境、この環境へのソフトウェアのインストール 

■ 自社の IT 環境、エンタープライズ構造、領域構造 

以下の担当者との共同作業が必要となる場合があります。 

■ システム プログラマ（z/OS および VTAM 定義のため） 

■ ストレージ管理者（DASD 割り当てのため） 
 



インストール処理の実行 
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インストール処理の実行 

インストール プロセスの手順は以下のとおりです。 

1. インストールの準備を行い、お使いのサイトがインストール要件をすべて満

たしていることを確認します。 

2. 以下のいずれかの方法で製品を取得します。 

■ CA MSM 

注： CA MSM が存在しない場合、CA Support Online の Download 

Center からダウンロードできます。 インストール手順については、「CA 

Mainframe Software Manager Product Guide」を参照してください。これ

は、https://support.ca.com/ の Documentation ページで提供されてい

ます。 

■ Pax-Enhanced ESD （Electronic Software Delivery） 

■ テープ 
 

3. 取得方法に基づいて製品をインストールします。  

4. サイトで必要な CA Common Services が含まれている pax ファイルを使用し

て、CA Common Services をインストールします。 すべてのサイトで、

Required CA Common Service バンドル内に含まれている CA Common 

Services をすべてインストールする必要があります。 
 

5. 該当する場合、保守を適用します。  

6. 製品を設定します。 
 

他の CA 製品との統合 

以下の CA 製品が CA SYSVIEW と統合されます。 

■ CA NSM 

CA NSM とのインターフェースを通じて、CA SYSVIEW のデータ収集機能を使

用可能です。 このインターフェースは TCP/IP 通信テクノロジを使用していま

す。 
 

 

https://support.ca.com/
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■ CA Service Desk 

CA Service Desk がインストールされている場合、製品の予期しない異常終

了時に CA SYSVIEW が CA Service Desk リクエストを開始するように許可する

ことができます。 この機能により、確認された問題が組織内で迅速に記録お

よび通知されます。 その結果、組織のシステム パフォーマンスの監視に影

響する可能性のあるより深刻な問題が発生する前に、そうした状況に対処

できます。 

注： インストールの詳細については、CA Service Desk のマニュアルを参照し

てください。 
 

■ CA OPS/MVS 

CA OPS/MVS がインストールされている場合、CA SYSVIEW は CA OPS/MVS 

にイベント通知を送ることができます。 

■ CA SymDump System 

CA SymDump System は、ダンプ キャプチャ中の診断のレポートの生成に 

CA SYSVIEW テクノロジを使用します。 任意の CA SYSVIEW コマンドからの出

力をキャプチャして、ダンプ データ セットに書き込み、後で参照することが

できます。 CA SymDump System ライブラリのレポート制御文を使用すると、

各タイプのダンプについてどのレポートを作成するかを詳細にコントロール

できます。 CA SymDump System は、CA Common Services for z/OS の GSS コ

ンポーネントを使用して CA SYSVIEW と通信します。 ダンプのキャプチャお

よび表示を行う前に GSS をインストールします。 

■ CA APM 

CA SYSVIEW と CA APM の統合により、以下の機能が提供されます。 

– CICS トランザクション追跡 

CA SYSVIEW は  CA APM のトランザクション追跡を CICS まで拡張します。 

これにより、エンドツーエンドでの可視性が高まり、トランザクション パ

フォーマンスの問題を迅速に特定することができます。 

– Introscope ダッシュボード 

CA SYSVIEW と CA APM 間でダッシュボードを統合することにより、メイン

フレームの統計情報およびメトリックが CA APM バスへ渡され、メインフ

レームとその他の管理対象プラットフォームのデータを並列して参照す

ることができます。 
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第 2 章： インストールの準備 
 

このセクションでは、製品をインストールする前に必要な知識および作業につい

て説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

ソフトウェア要件 (P. 17) 

CA Common Services の要件 (P. 18) 
CA Insight for DB2 (P. 19) 

GMI ソフトウェア要件 (P. 19) 

IBM REXX ライブラリの要件 (P. 20) 

セキュリティ要件 (P. 20) 

ストレージ要件 (P. 20) 

メモリ要件 (P. 21) 

リリースの同時使用 (P. 21) 

インストールの準備 (P. 22) 

使用可能なオプション (P. 23) 

使用可能なコンポーネント (P. 25) 
IBM RMF (P. 26) 

MVS/QuickRef インターフェースへのアクセス (P. 26) 

CA Common Services for z/OS コンポーネント (P. 26) 

コンポーネントおよびオプションを有効にする方法 (P. 33) 
 

ソフトウェア要件 

CA SYSVIEW には、以下のソフトウェアが必要です。 

 

オプション/コンポーネント 製品 サポート対象リリース サポート終了 

ベース z/OS 1.11, 1.12, 1.13 1.10 

 JES2 1.11, 1.12, 1.13 1.10 

 JES3 1.11, 1.12, 1.13 1.10 

CA Insight for DB2 の CA 

SYSVIEW コンポーネント 

DB2 8.1, 9.1, 10.1 なし 



CA Common Services の要件 
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オプション/コンポーネント 製品 サポート対象リリース サポート終了 

 以下の製品が必要で

す。 

■ CA Insight for DB2 

■ CA DB2 Tools 
Xmanager 

■ CA DB2 Tools Xnet 

14.0, 14.5, 15.0 なし 

CA SYSVIEW Option for CICS CICS Transaction Server 3.1, 3.2, 4.1, 4.2 なし 

CA SYSVIEW CA Datacom 
Option 

CA Datacom 11.0, 12.0, 14.0 なし 

 CA Datacom CICS 
Services 

11.0, 14.0 なし 

CA SYSVIEW Option for IMS IMS 10.1, 11.1, 12.1 9.1 

Option for WebSphere MQ Websphere MQ for z/OS 6.0, 7.0.1 7.0 
 

CA Common Services の要件 

以下の CA Common Services は CA SYSVIEW と共に使用されます。 

■ CAICCI 

■ CAIRIM 

■ CAIRIM の CA LMP 

■ CAIRIM の CAISSF 

■ CA GSS 

■ CA Health Checker Common Service 

■ CAIRIM の CA zIIP 有効化サービス 

注： 他の CA 製品が環境にインストールされている場合、これらのサービスの一

部がすでにインストールされている可能性があります。 
 



CA Insight for DB2 
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CA Insight for DB2 

コンポーネント CA SYSVIEW for CA Insight for DB2 を使用するには、以下の

チェックを行います。 

■ 以下の製品がユーザのシステムにインストールされている。 

– CA Insight for DB2 バージョン 14.0.0 以降 

– CA DB2 Tools Xmanager バージョン 14.0.0 以降 

– CA DB2 Tools Xnet バージョン 14.0.0 以降 

■ XNET エージェントが開始するように設定されている。 
 

GMI ソフトウェア要件 

CA SYSVIEW CA Vantage GMI コンポーネントを使用するには、以下がユーザの

システムにインストールされることを確認します。 

■ CA Vantage クライアント リリース 12.5.0 以降 

■ CA Vantage リリース 12.5.0 以降 

■ CA SYSVIEW ユーザ アドレス空間： 

– XSystem eXternal Session Server 

ユーザ セッションを確立するために、外部サーバを使用して CA 

SYSVIEW への CA Vantage GMI のアクセスを提供します。 

– CAICCI 

通信プロトコルを提供します。 

注： 詳細については、「Administration Guide」を参照してください。 

■ SYSLOG および OUTPUT オブジェクトには、IBM REXX ライブラリが必要で

す。 
 



IBM REXX ライブラリの要件 
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IBM REXX ライブラリの要件 

REXX ライブラリは、以下で必要になります。 

■ IPCONFIG、IPSTATS および IPDEVICE コマンド 

■ コマンド DASHBOARD 

■ GMI の下の SYSLOG および OUTPUT オブジェクト 

注： Alternate Library for REXX は無料であり、Library for REXX on zSeries を購入

することなく、REXX のコンパイル済みコードを実行できます。 Alternate Library 

for REXX は z/OS V1R9 に含まれています。また、次のリンクから利用可能です。  

http://www-01.ibm.com/support/Alternate REXX Library  
 

セキュリティ要件 

CA SYSVIEW 内部セキュリティを使用して、CA SYSVIEW および CA SYSVIEW のコ

マンドおよびコマンド グループへのユーザ アクセスを制御します。 セキュリティ

要件の詳細については、「Security Guide」を参照してください。 
 

ストレージ要件 

以下のストレージが利用可能であることを確認します。 

■ ESD インストールの場合、CA SYSVIEW 製品パッケージのダウンロード用に 

30 シリンダ。 

■ インストールおよびセットアップ： 

– インストール = 372 シリンダ 

– SMP/E 一時ライブラリ =372 シリンダ 
 

http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?rs=960&uid=swg24006107


メモリ要件 
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メモリ要件 

以下のメモリが利用可能であることを確認します。 

■ すべてのオプションがアクティブに設定されている 1208 KB のプライベート

領域ストレージ。  

このストレージのほとんどは 16 MB ラインを超える領域に割り当てられます。 

必要メモリの最大量は、どの製品コマンドが入力されるかに依存します。 

ページング可能なリンク パック領域に再入可能な CA SYSVIEW モジュール

を配置することにより、プライベート領域ストレージの要件を減らすことができ

ます。 

■ 1 KB の共通ストレージ域（CSA） 

■ すべてのユーザに対して恒久的にすべてのオプションを有効にした 500 KB 

の拡張 CSA   

他のアドレス空間から CA SYSVIEW アドレス空間にデータを転送する短い期

間（1 秒未満）、追加の拡張 CSA が必要になります。 
 

リリースの同時使用 

運用環境において、このリリースの CA SYSVIEW をインストールし、古いリリースも

引き続き使用することができます。 前のリリースを引き続き実行する場合は、以

下の事項に注意してください。 

■ 既存の SMP/E 環境にインストールする場合は、このインストールによって旧

リリースは削除されます。 

■ SVC モジュール GSVXSVC は後方互換性があります。 CA SYSVIEW の以前の

リリースとの SVC の共有を計画する場合は、条件付けメンテナンス（CA 

SYSVIEW 12.5 用に PTF RO25530 または CA SYSVIEW 12.7 用に PTF 

RO25023）を適用します。 

■ テープから、または Pax-Enhanced ESD で製品を取得した場合は、現在のリ

リースがインストールされていないターゲットおよび配布ゾーンを新リリース

用として選択します。 新しいゾーンは、現在のリリースとは異なるライブラリを

使用します。 

注： CA MSM はデフォルトで新しい CSI にインストールされます。 

■ 新しいゾーンで DDDEF エントリを定義して、SMP/E がインストール用の適切

なライブラリを指すようにします。 DDDFF エントリが新しいリリース ライブラリ

を指していることを確認します。 
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インストールの準備 

インストールを開始する前に、以下の項目を確認してください。 

■ 以前のリリース以降追加された拡張機能や変更などを含め、どのような変更

があったかを把握するために、「リリース ノート」をご覧ください。 

■ 念のために、テスト環境で製品とそのコンポーネントのインストールを行い、

事前に製品を評価します。 このテストによって、他のベンダー製品との競合

が検出される可能性があります。 
 

■ どのオプションおよびコンポーネントをインストールし、有効にするかを決定

します。 
 

■ 前提条件およびシステム要件がすべて満たされていることを確認します。 
 

■ CA SYSVIEW RMF コンポーネントが正常に動作するには、IBM の RMF（リ

ソース管理機能）がインストールされている必要があります。 RMF コンポー

ネントは RMF から取得されたデータを表示します。 
 

■ IBM REXX ライブラリ 

SYSLOG、OUTPUT、IPCONFIG、IPSTATS、IPDEVICE コマンド、および 

DASHBOARD オブジェクトはコンパイルされた REXX プログラムを使用します。

このプログラムには、以下のライブラリのいずれかが必要です。 

– Library for REXX on zSeries 

– Alternate Library for REXX 

Alternate Library for REXX は無料であり、Library for REXX on zSeries を購入

することなく、REXX のコンパイル済みコードを実行できます。 Alternate 

Library for REXX は z/OS V1R9 に含まれています。また、次のリンクから利用

可能です。  

http://www-01.ibm.com/support/Alternate REXX Library  
 

http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?rs=960&uid=swg24006107
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■ CA Common Services for z/OS のコンポーネントおよび機能を使用するには、

以下の各コンポーネントに適用される要件が満たされていることを確認しま

す。 

– CAIRIM 

– CAIRIM の CA LMP 

– CAICCI 

– CA GSS 

– CA Health Checker 

– CAIRIM の CA zIIP 有効化サービス 
 

■ 各 IPL の後に CA SYSVIEW が動的にインストールされる場合は、SYSVIEW メ

イン アドレス スターティッド タスク プロシージャが CA GSS より先に開始され

るようにします。 SYSVIEW スターティッド タスク プロシージャには、製品を動

的にインストールする最初の手順が含まれています。 
 

■ SMP/E は CA SYSVIEW をインストールし、保守し、サービスを提供するため

に使用されるツールです。 SMP/E は、インストールされている要素の適切な

レベルを選択し、システム ユーティリティ プログラムをコールして変更をイン

ストールし、これらの変更を記録します。 
 

■ CA SYSVIEW を開始できるようにするには、製品ライセンスを許可するために 

CA LMP ステートメントをコーディングする必要があります。 

■ CA SYSVIEW を開始できるようにするには、CAIRIM の CA LMP 機能を使用し

て CA SYSVIEW 機能を許可する必要があります。 
 

使用可能なオプション 

インストール可能な CA SYSVIEW オプションが以下の表に表示されます。 オプ

ションのインストール後、それを有効にするかどうか選択できます。 この表には、

オプションを有効にするためにインストール中に指定する LMP コードおよび 

OPTIONS 値が含まれています。 またこの表には、各オプションのインストールお

よびカスタマイズ要件が含まれています。 
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オプション オプションの値 LMP コー

ド 

インストールおよびカスタマイズの要件 

Base (z/OS) MVS FU インストール処理を完了してください。 追加

のインストールまたはカスタマイズは必要あり

ません。 

CA SYSVIEW Option for CICS CICS FV インストール処理を完了してください。 CA 

SYSVIEW Option for CICS のインストール手順

を完了します。 

CA SYSVIEW CA Datacom 
Option 

DATACOM FW インストール処理を完了してください。 追加

のインストールまたはカスタマイズは必要あり

ません。  

注： CA SYSVIEW CA Datacom Option アドレス

空間の定義については、「Administration 

Guide」を参照してください。 

TCP/IP TCPIP JD インストール処理を完了してください。 追加

のインストールまたはカスタマイズは必要あり

ません。 

CA SYSVIEW Option for IMS IMS PH インストール処理を完了してください。 追加

のインストールまたはカスタマイズは必要あり

ません。 

CA SYSVIEW Option for 
WebSphere MQ 

MQSERIES JE インストール処理を完了してください。 追加

のインストールまたはカスタマイズは必要あり

ません。 

CA SYSVIEW Event Capture 
Option 

CAPTURE 2G インストール処理を完了してください。 追加

のインストールまたはカスタマイズは必要あり

ません。 

CA SYSVIEW for CA APM WILYAPM 11 インストール処理を完了してください。 追加

の手順は必要ありません。 
 

詳細：  

コンポーネントおよびオプションを有効にする方法 (P. 33) 
 

 



使用可能なコンポーネント 

 

第 2 章： インストールの準備  25  
 

使用可能なコンポーネント 

インストール可能な CA SYSVIEW オプションが以下の表に表示されます。 コン

ポーネントのインストール後、COMPONENT 値としてそれを有効にします。 この

表には、コンポーネントを有効にするためにインストール中に指定する LMP 

コードおよび COMPONENT 値が含まれています。 またこの表には、各コンポー

ネントのインストールおよびカスタマイズ要件が含まれています。 

注： コンポーネントのカスタマイズについては、「Administration Guide」に記述さ

れている手順に従います。 

 

コンポーネント COMPONENT 値 LMP コー

ド 

インストールおよびカスタマイズの要件 

CA MIM MIM FU インストール処理を完了してください。 追加のインス

トールまたはカスタマイズは必要ありません。 

CA Roscoe ROSCOE FU インストール処理を完了してください。 

注： CA Roscoe  モニタのインストールの詳細につい

ては、「Administration Guide」を参照してください。 

CA SYSVIEW for 
CA Insight for 
DB2 

DB2 IE インストール処理を完了してください。 追加のインス

トールまたはカスタマイズは必要ありません。 

Cross-System XSYSTEM FU XSYSTEM および SYSNAMES parmlib メンバを確認

し、インストール処理を完了してください。 追加のイ

ンストールまたはカスタマイズは必要ありません。 

注： 有効な parmlib メンバおよびコンポーネントのリ

ストに関しては、「Administration Guide」を参照してく

ださい。 

USS USS FU インストール処理を完了してください。 追加のインス

トールまたはカスタマイズは必要ありません。 

IBM Health 
Checker 

HCHECK FU 追加のインストールまたはカスタマイズは必要ありま

せん。 
 

詳細：  

コンポーネントおよびオプションを有効にする方法 (P. 33) 
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IBM RMF 

CA SYSVIEW は、IBM Resource Management Facility （RMF）によって CA 

SYSVIEW RMF 画面に表示されるデータを使用します。 CA SYSVIEW ディスプレ

イのデータを収集するためには、RMF および RMF Monitor III がアクティブであ

る必要があります。 
 

MVS/QuickRef インターフェースへのアクセス 

Chicago-Soft MVS/QuickRef 製品インターフェースは、CA SYSVIEW 製品メッセー

ジへのアクセスを提供します。 

MVS/QuickRef 製品インターフェースのアクセス方法 

1. QUICKREF コマンドを発行します。 

QuickRef データベースに問い合わせを行う、直接プログラム呼び出しが生

成されます。 QUICKREF コマンドでは、ロード モジュールの標準の検索順序

を使用して、QuickRef ロード モジュールが利用可能である必要があります。 

QuickRef ロード ライブラリが LNKLST 連結の一部でない場合は、手順 2 に

移ります。 

2. STEPLIB または TASKLIB に QuickRef ロード ライブラリを追加します。 

CA SYSVIEW ユーザ インターフェースのアドレス空間（SYSVUSER）および 

TSO ユーザのアドレス空間の両方で、MVS/QuickRef アクセスを利用可能に

する必要があります。  
 

CA Common Services for z/OS コンポーネント 

この製品をライセンスするのに必要な CA Common Services for z/OS コンポーネ

ントを、以下のリストに示します。 
 

注： CA Common Services for z/OS コンポーネントの詳細については、テクニカ

ル サポートの Web サイト (P. 4)で CA Common Services for z/OS のドキュメントを

参照してください。 
 



CA Common Services for z/OS コンポーネント 
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CAIRIM 

オペレーティング システム環境ですべての CA アプリケーションのための準

備が行われ、CA アプリケーションが起動されます。 CAIRIM は、一連の動的

初期化ルーチン用の共通ドライバです。ユーザ SVC、SMF EXIT、サブシステ

ムなど、システム アプリケーションのインストール時に要求される一般的なイ

ンストール要件を不要にします。 

CAIRIM の重要な 2 つの要素は、CAISSF と CA LMP です。 

CAISSF 

すべてのシステム リソース プロセスとアプリケーション リソース プロセス

への制御と監視アクセスのための外部セキュリティ機構が実現されます。 

CAISSF は、多くの CA エンタープライズ アプリケーションに組み込まれて

おり、ほかの CCS for z/OS サービスによっても使用されます。 CAISSF に

より、ユーザ ログオン用のセキュリティ サービス、リソース アクセス制御、

プロセス使用制御、違反アクティビティの記録と監視が行われます。 

CA LMP 

CAIRIM の重要な要素として提供されています。CA LMP により、ライセン

スされているソフトウェアの、標準化された自動トラッキング機能が実現

されます。 CAIRIM のインストール後に、すべての CA LMP サポート対象

製品についてテクニカル サポートにアクセスできます。 
 

CAICCI 

CA エンタープライズ アプリケーションに共通通信ソフトウェア層が提供され

ます。これにより、アプリケーションがプロトコルの詳細、エラー回復、システ

ム接続の確立を処理しなくてもすみます。 
 

CA GSS 

CA GSS は、CA Common Services for z/OS の一部で、CA Common Services 

for z/OS と同時にインストールされます。  

本製品の機能の一部を最大限に活用するには、ご自分のサイトに CA GSS 

がインストールされている必要があります。 CA GSS が必要な機能を以下に

示します。 

■ システム状態モニタ（SCM） 

■ コンソール インターフェース 

■ しきい値超過時のシステム監視の自動化を行うための IMOD の使用 

注： CA GSS のカスタマイズの詳細については、「Administration Guide」を参

照してください。 
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CA Health Checker 

IBM Health Checker for z/OS で動作するヘルスチェックを作成するために、

CA 製品において容易で一貫性のある方法を提供します。 IBM Health 

Checker for z/OS は、ユーザが推奨される設定を使用してシステムまたは製

品のパラメータ、およびシステム ステータスを調べることによって、z/OS 環境

内で考えられる問題を特定する上で有用です。 CA では、CA z/OS 製品に

対するチェックの作成において、他のベンダーを追加しました。 以下のコン

ポーネントがインストールおよび設定されているシステム上で製品が開始さ

れると、CA SYSVIEW ヘルス チェックがターゲット システム上で自動的にアク

ティブになります。 

■ CA Health Checker Common Service 

■ IBM Health Checker for z/OS 

CA Health Checker Common Service のインストールの詳細については、「CA 

Common Service インストール ガイド」を参照してください。 

IBM Health Checker for z/OS の詳細については、「IBM Health Checker for 

z/OS User Guide」を参照してください。 
 



CA Common Services for z/OS コンポーネント 
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製品のライセンス 

本製品を使用する各システムに本製品のライセンスを交付するには、CA 

Common Services CA License Management Program（LMP）ステートメントを記述

します。  

以下の手順に従います。 

1. システムに CA Common Services CA Resource Initialization Manager

（CAIRIM）がインストールされていることを確認します。 

2. CAIRIM KEYS メンバの CA LMP ステートメントとして、製品のキー証明書から

製品ライセンス LMP コードを追加します。 

注： 詳細については、「CA Common Services for z/OS Administration Guide」

を参照してください。 

3. 次の IPL で CAS9 プロシージャを開始します。 あるいは、次の IPL を待機し

ない場合は、以下を行います。 

a. 別の名前を使用し、以下の設定で、特殊な CAS9 プロシージャを作成し

ます。 

■ PARMLIB および AUTOCMDS DD ステートメントを DUMMY に設定 

■ 新規に追加された LMP キー ステートメントで、KEYS DD ステートメン

トを KEYS メンバに設定 

b. 特殊なプロシージャを開始します。 

製品がシステムにライセンスされます。 
 

KEYS メンバ - 実行キーの追加 

適切に初期化が実行されるようにするために、製品のキー証明書で提供される 

CA LMP 実行キーを CAIRIM パラメータに追加する必要があります。 

CA LMP 実行キーを CAIRIM パラメータに定義するには、KEYS メンバを変更しま

す。 

KEYS メンバ用のこのサンプル パラメータ構造は以下のような形式になっていま

す。 

PROD(pp) DATE(ddmmmyy) CPU(tttt-mmmm/ssssss) 

LMPCODE(kkkkkkkkkkkkkkkk) 
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パラメータ定義は以下のとおりです。 

PROD(pp) 

2 文字の製品コードを指定します。 このコードは、製品の以前のバージョン

（存在する場合）の CAIRIM 初期化パラメータによってすでに使用されてい

る製品コードと一致します。 
 

 

pp の値を以下に示します。 

FU 

CA SYSVIEW を示します 

FV 

CA SYSVIEW Option for CICS を示します 

FW 

CA SYSVIEW CA Datacom Option を示します 

2G 

CA SYSVIEW Event Capture Option を示します 

IE 

CA Insight for DB2 を示します 

JE 

CA SYSVIEW Option for WebSphere MQ を示します 

PH 

CA SYSVIEW Option for IMS を示します 

JD 

CA SYSVIEW Option for TCP/IP を示します 

11 

CA SYSVIEW for CA APM を示します 
 

 

DATE(ddmmmyy) 

CA LMP ライセンス契約の有効期限（例： 13MAR12）を指定します。 
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CPU(tttt-mmmm/ssssss) 

tttt 

CA LMP を実行する CPU のタイプ（例：3090）が指定されます。 

-mmmm 

CA LMP を実行する CPU のモデル（例：600）が指定されます。  

注： CPU のタイプまたはモデルが 4 文字未満である場合は、未使用部分に

空白が挿入されます。 

/ssssss 

CA LMP が実行される CPU のシリアル番号を指定します。 
 

LMPCODE(kkkkkkkkkkkkkkkk) 

CA LMP を実行するのに必要な実行キー（kkkkkkkkkkkkkkkk）が指定さ

れます。 この CA LMP 実行キーは、各 CA LMP ソフトウェア ソリューショ

ンに同梱されたキー証明書に記載されています。 
 
 

例： CA LMP 実行キーの追加 

以下に、CA LMP 実行ソフトウェア パラメータに対する制御ステートメントの例を

示します。 

PROD(Y7) DATE(27JUN12) CPU(2097-E26 /370623) 

LMPCODE(52H2K06130Z7RZD6) 

この例では、指定された CPU 上で実行している製品について、CA LMP ライセン

ス契約が 2012 年 6 月 27 日で期限切れになります。 ユーザのサイトで製品をイ

ンストールする場合、製品コードと実行キーの値は異なります。 

注： CAIRIM パラメータへの CA LMP 実行キーの定義に関する包括的な手順説

明、および CAIRIM の機能と関連ユーティリティの詳細については、「CA 

Common Services for z/OS Administration Guide」を参照してください。 
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CA LMP キー証明書 

CA License Managed Program（CA LMP）キー証明書を検査します。 この証明書

には、以下の情報が含まれています。 

製品名 

指定されたサイトおよび CPU に対してライセンスが発行された製品の商標

名または登録商標名を定義します。 

製品コード 

製品に対応する 2 文字のコードを定義します。 

補足 

特定の機能のライセンスの参照番号を定義します。形式は以下のとおりで

す。 

nnnnnn-nnn 

この形式は北米地域とそれ以外で若干異なります。また、参照番号が一切

提供されていないこともあります。 
 

CPU ID 

この製品のインストールが有効な特定の CPU を識別するコードを定義しま

す。 

実行キー 

CA LMP で製品のインストールに必要な暗号化コードを定義します。 インス

トール時には、LMP コードとして参照されます。 
 

満了日 

ライセンスの有効期限日を定義します。形式は以下のとおりです。 

ddmmmyy 

例： 21Mar12 
 

テクニカル コンタクト 

製品のインストールとメンテナンスを担当する、サイトに指定された技術担当

者の名前を定義します。 弊社では、CA LMP に関するすべての連絡をこの

担当者と行います。 
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MIS ディレクタ 

MIS ディレクタ（サイトでこの機能を実行する担当者）の名前を定義します。 

証明書に役職のみが指定されていて、個人名が指定されていない場合、証

明書を修正または確認する際に実際の名前を追加してください。 

CPU 所在地 

CPU がインストールされている建物の所在地を定義します。 
 

コンポーネントおよびオプションを有効にする方法 

コンポーネントおよびオプションを有効にすることで、それぞれのコマンドを使用

できるようになります。デフォルトでは、CA SYSVIEW メイン メニューからそれらの

コマンドにアクセス可能です。 

インストール中に、各コンポーネントおよびオプションについて、COMPONENTS 

と OPTIONS の値を指定します （COMPONENTS と OPTIONS は変更可能な 

GSVIINST パラメータです）。インストール完了後、COMPONENTS と OPTIONS の

値の設定により、使用する予定のコンポーネントおよびオプションが有効になり

ます。 
 

詳細：  

使用可能なコンポーネント (P. 25) 

使用可能なオプション (P. 23) 
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第 3 章： CA MSM を使用した製品のインス

トール 
 

これらのトピックによって、CA MSM を使用して製品の管理を開始するのに必要

な情報が提供されます。 CA MSM のオンライン ヘルプを使用して、追加情報を

取得できます。 

これらのトピックを使用する前に、CA MSM がすでにサイトにインストールされて

いる必要があります。 CA MSM がインストールされていない場合、CA Supportの

Web サイトの Download Center からダウンロードできます。また、ここから CA 

MSM のすべてのドキュメントのリンクも利用できます。 

注： このセクションに記載されている情報は、CA MSM の最新版に適用されます。 

以前のバージョンを使用している場合は、CA メインフレーム ソフトウェア マネー

ジャの製品ページで適切なマニュアル選択メニューを参照してください。 
 

CA MSM を使用する方法： シナリオ 

以下に示すシナリオでは、最近あなたの組織が、CA Technologies 製品のインス

トールを簡略化し、それらの管理を統一化するために CA MSM を導入したもの

とします。 また、新しい CA Technologies 製品のライセンスも取得したものとしま

す。 さらに、すでにインストール済みの製品の多数の既存 CSI があります。  

■ 最初のシナリオでは、CA MSM を使用して、新しい製品を取得する方法を

示します。 

■ 2 番目のシナリオでは、CA MSM を使用して、新しい製品をインストールする

方法を示します。 
 

■ 3 番目のシナリオでは、CA MSM を使用して、環境内にすでにインストール

されている製品を管理する方法を示します。 
 

■ 4 番目のシナリオでは、CA MSM を使用して、その製品をターゲット システ

ムに展開する方法を示します。 

■ 5 番目のシナリオでは、CA MSM を使用して、展開した製品をターゲット シ

ステムに適合するように構成する方法を示します。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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製品の取得方法 

Product Acquisition Service （PAS）によって、メインフレーム製品、およびそれら
の製品用のサービス（プログラム一時修正（PTF）など）の取得を容易に行えるよ

うになります。 PAS は、ユーザのサイトが資格を与えられている製品の情報を取

得し、ユーザの実行環境で維持されているソフトウェア インベントリにこれらの資

格を記録します。  

CA MSM の PAS コンポーネントを使用して、CA Technologies 製品を取得できま

す。 
 

以下の手順に従います。 

1. CA Support Online アカウントをセットアップします。  

CA MSM を使用して製品を取得またはダウンロードするには、CA Support 

Online のアカウントが必要です。 アカウントがない場合は、CA Supportの

Web サイトでアカウントを作成できます。 

2. サイトの CA MSM の URL を決定します。  

CA MSM (P. 41) にアクセスするには、その URL が必要です。 URL をサイトの 

CA MSM 管理者から取得し、z/OS 認証情報を使用してログインできます。 

初回ログイン時に、CA SupportのWeb サイトの認証情報で CA MSM アカウ

ントの作成を促すメッセージが表示されます。 このアカウントによって、製品

パッケージをダウンロードできます。 
 

3. CA MSM にログインし、Software Catalog ページに移動して、管理する製品

を見つけます。 

CA MSM にログインした後、［Software Catalog］タブにユーザの組織に対し

てライセンスが付与されている製品が表示されます。  

取得する製品が見つからない場合は、カタログを更新してください。 CA 

MSM は、CA SupportのWeb サイト全体で CA SupportのWeb サイトに対す

るユーザの認証情報に関連付けられたサイト ID を使用して、カタログをリフ

レッシュします。 
 

4. 製品インストール パッケージをダウンロードします。 

カタログで製品が見つかったら、その製品のインストール パッケージをダウ

ンロードできます。  

CA MSM は CA FTP サイトからパッケージ（任意のメンテナンス パッケージを

含む）をダウンロード（取得）します。 

取得プロセスの完了後、製品はインストールまたは保守可能な状態になります。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
http://www.ca.com/jp/support/
http://www.ca.com/jp/support/
http://www.ca.com/jp/support/
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製品のインストール方法 

ソフトウェア インストール サービス（SIS）によって、稼働システムのソフトウェア イ

ンベントリへのメインフレーム製品のインストールおよびメンテナンスが容易にな

ります。このような作業には、ダウンロード済みソフトウェア パッケージの参照、

稼働システム上の SMP/E 統合ソフトウェア インベントリ（CSI）の管理、およびイン

ストール タスクの自動化などがあります。  

CA MSM の SIS コンポーネントを使用して、CA Technologies 製品をインストール

できます。 
 

以下の手順に従います。 

1. 製品のインストールを開始し、製品情報を確認します。 

2. インストール タイプを選択します。 
 

3. インストールの前提条件を確認します（何らかの条件が示されている場

合）。 
 

4. 以下のいずれかを実行して、CSI を選択します。 

■ 新規 CSI の作成： 

a. グローバル ゾーンをセット アップします。 

b. ターゲット ゾーンを作成します。 

c. 配布ゾーンを作成します。 
 

■ 作業セットの既存の CSI の使用： 

a. グローバル ゾーンを更新します。  

b. ターゲット ゾーンのセットアップ： ターゲット ゾーンを新規作成する

か既存のターゲット ゾーンを使用します。  

c. 配布ゾーンのセットアップ： 配布ゾーンを新規作成するか既存の配

布ゾーンを使用します。  

5. インストール サマリを確認して、インストールを開始します。 

これで、製品を展開できる状態になりました。 
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既存製品の保守方法 

既存の CSI がある場合、それらの CSI を CA MSM に移動して、インストール済み

のすべての CA 製品を単一の Web ベースのインターフェースから一元的に保

守できます。 

PAS および SIS を使用して、CA Technologies 製品を保守できます。 

以下の手順に従います。 

1. CSI を CA MSM へ移行して、CA MSM で既存の CSI を保守します。  

移行中に、CA MSM は CSI に関する情報をデータベースに格納します。 
 

2. ［Software Catalog］タブから、インストール済み製品リリース用の最新のメン

テナンスをダウンロードします。  

リリースが見つからない場合（たとえば、リリースが古いため）は、リリースを手

動でカタログに追加してから、リリースを更新し、メンテナンスをダウンロード

します。 
 

3. メンテナンスを適用します。 

注： また、［SMP/E Environments］タブから、メンテナンスを特定の CSI にインス

トールできます。 

メンテナンス プロセス完了後、製品は展開可能な状態になります。 展開プロセ

スを開始する前に、CA MSM 外で手動で他の手順の実行が必要になる場合が

あります。 
 

製品を展開する方法 

SDS（Software Deployment Service）を使用すると、稼働システムのソフトウェア イ

ンベントリからターゲット システムに簡単にメインフレーム製品を展開できます。

その際、既知のトポロジ全体に対する適切な転送メカニズムを使用してポリシー

ベースで動作するインストール済み製品の展開などが行われます。 
 

CA MSM の SDS コンポーネントを使用して、すでに取得してインストールした CA 

Technologies 製品を展開できます。 
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これを行うには、以下のタスクを完了します。  

1. システム レジストリをセットアップします。 

a. 企業が保有するシステムを決定します。 

b. それらのシステムのリモート認証情報をセットアップします。 

c. ターゲット システム（非シスプレックス、シスプレックスまたはモノプレック

ス、共有 DASD クラスタ、およびステージング）をセットアップし、検証しま

す。 

d. ネットワーク情報を、データ宛先情報を含めて、各システム レジストリ エ

ントリに追加します。 

2. 方法をセットアップします。 
 

3. 展開を作成します。その際、新しい展開ウィザードの各手順を実行します。 

作成した展開を保存して、後でシステム、製品、カスタム データ セット、およ

び方法を追加および編集して変更したり、ウィザードから直接展開したりで

きます。  
 

注： 同じ方法を使用して他の製品を以前定義したシステムに展開する必要

がある場合は、別の展開を作成する必要があります。 

4. 製品を展開します。その際、スナップショットの作成、ターゲットへの転送、

およびメインフレーム環境への展開（解凍）を実行します。 

これで、製品を構成する準備ができました。 
 

詳細：  

CA MSM による展開の完了方法 (P. 111) 
 

 

製品を構成する方法 

SCS（ソフトウェア環境設定サービス）を使用すると、稼働システムのソフトウェア 

インベントリからターゲット z/OS オペレーティング システムに簡単にメインフレー

ム製品を構成できます。 

CA MSM の SCS コンポーネントを使用して、すでに取得、インストール、および

展開を行った CA Technologies 製品を構成できます。 
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以下の手順に従います。 

1. ［Deployments］タブで構成する展開済み製品を選択し、Create 

Configuration ウィザードを表示します。 

2. 構成を作成します。その際、以下を含む Create Configuration ウィザードの

各手順を実行します。 

a. 構成名を定義し、ターゲット システムを選択します。 

b. 構成の機能とオプションを選択します。 

c. システム基本設定を定義します。 

d. ターゲット設定を作成します。 

e. リソースを選択して編集します。 
 

3. 構成を構築します。 Create Configuration ウィザードの最後の手順で、構成

を構築できます。 

4. 構成を実装します。 CA MSM の実装プロセスでは、順番に 1 つずつ手順を

実行します。ユーザには丁寧な説明と、実装プロセスを開始、停止、および

管理する詳細な手順が示されます。 

構成プロセスを完了すると、製品はいつでも使用できる状態になります。 場合

によっては、CA MSM の外部で他の手順を手動で実行する必要があります。 

注： CA MSM を使用して、製品をステージング システムに構成することはできま

せん。 
 

詳細：  

CA MSM を使用して設定を完了する方法 (P. 113) 
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Web ベース インターフェースを使用した CA MSM へのアクセス 

Web ベース インターフェースを使用して CA MSM へアクセスします。 CA MSM 

管理者から CA MSM の URL を取得します。 

以下の手順に従います。 

1. Web ブラウザを開き、アクセス先の URL を入力します。 

ログイン ページが表示されます。 

注： ［Notice and Consent］バナーが表示される場合は、表示される情報を

読み、リンクをクリックしてそれを確認してください。 

2. z/OS のログイン ユーザ名およびパスワードを入力し、［Log In］ボタンをクリッ

クします。 

開始ページが表示されます。 初めてログインする場合、CA SupportのWeb 

サイトでアカウントを定義するように促すメッセージが表示されます。 

注： インターフェースの詳細については、このページの右上隅にある［Help］

リンクをクリックしてください。 
 

3. ［New］をクリックします。 

CA SupportのWeb サイトで使用する認証情報の入力を促すメッセージが表

示されます。 

重要： 認証情報が適用されるアカウントには、［Product Display Options］に

「BRANDED PRODUCTS」が設定されている必要があります。 CA Supportの

Web サイトにログインし、［My Account］をクリックして、アカウントの基本設定

を表示および更新できます。 正しい設定が指定されていない場合、CA 

MSM を使用して製品情報およびパッケージをダウンロードすることができま

せん。 
 

4. 認証情報を指定し、［OK］をクリックして［Next］をクリックします。 

ユーザ設定の確認を促すメッセージが表示されます。 

注： これらの設定は ［User Settings］ページで設定可能です。 

5. 設定を変更するかデフォルトをそのまま使用し、［Finish］をクリックします。 

その環境設定タスクの進捗状況を示すダイアログ ボックスが表示されます。 

［Show Results］をクリックすると、完了したタスクのアクションの詳細を表示で

きます。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
http://www.ca.com/jp/support/
http://www.ca.com/jp/support/
http://www.ca.com/jp/support/
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重要： サイトでプロキシを使用する場合は、［User Settings, Software 

Acquisition］ ページで、プロキシ認証情報を確認します。 
 



 

第 4 章： Pax-Enhanced ESD からの製品のインストール  43  
 

第 4 章： Pax-Enhanced ESD からの製品のイ

ンストール 
 

このセクションの手順を使用し、Pax-Enhanced Electronic Software Delivery 

（ESD）を使用したユーザの製品の取得およびインストールを実行します。 

このセクションの手順を完了したら、「製品の設定」に移動してください。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Pax-Enhanced ESD を使用して製品をインストールする方法 (P. 43) 

ファイル システムの割り当ておよびマウント (P. 50) 

製品 pax ファイルの USS ディレクトリへのコピー (P. 52) 

pax ファイルからの製品ディレクトリの作成 (P. 58) 

z/OS データ セットへのインストール ファイルのコピー (P. 59) 

インストール ライブラリのアンロード (P. 61) 

INSTALL ジョブの変更および実行 (P. 63) 

ライブラリの削除、割り当て、初期化（INST0001） (P. 78) 

z/FS ベース データ セットの割り当ておよびマウント（INST0002） (P. 79) 

z/FS リリース依存データ セットの割り当ておよびマウント（INST0003） (P. 80) 

SMP/E の RECEIVE、APPLY および ACCEPT 機能（INST0004） (P. 81) 

ランタイム ライブラリの作成（INST0005） (P. 82) 

USS ディレクトリのクリーンアップ (P. 82) 

メンテナンスの APPLY (P. 83) 
 

Pax-Enhanced ESD を使用して製品をインストールする方法 

このセクションでは、Pax-Enhanced ESD プロセスについて説明します。 初めて 

Pax-Enhanced ESD のインストールを実行する場合は、この概要を読み、すべて

の手順を実行することをお勧めします。 経験のある UNIX ユーザの場合、このあ

とのインストールを実行するには、「Pax-Enhanced ESD Quick Reference Guide」

またはこの概要が役に立ちます。  

重要： Pax-Enhanced ESD プロセスの一環として SMP/E インストール用 pax ファ

イルをダウンロードするには、ESD プロセスに使用されている USS （UNIX System 

Services）ディレクトリへの書き込み権限が必要になります。 
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重要： z/OS UNIX システム サービスにすべての CA 製品インストーラを含める必

要がない場合、USS に関連するグループを割り当てた後、手順 1 から 4 を実行

し、解凍された MVS データ セットのリストを製品インストーラに指定します。 製

品の実際の SMP/E RECEIVE、または残りのインストール手順では USS は必要あ

りません。 
 

Pax-Enhanced ESD を使用してファイルをインストールするには、以下の手順に

従います。 

1. ファイル システムを割り当ててマウントします。 このプロセスでは、pax ファイ

ルを受信して解凍手順を実行するための USS ディレクトリが必要です。 

Pax-Enhanced ESD 専用のファイル システムのマウントおよび割り当てを行い、

そのファイル システム内にディレクトリを作成することをお勧めします。 pax 

ファイルを使用するすべてのユーザがそのディレクトリに対する書き込み権

限を持っていることを確認します。 
 

2. 製品 pax ファイルを USS ディレクトリにコピーします。 ファイルをダウンロード

するには、以下のいずれかのオプションを選択します。 

■ CA Support Online から自分のマシンに ZIP ファイルをダウンロードして

解凍し、次に製品 pax ファイルを USS ファイル システムにアップロードし

ます。  

■ CA Support Online ディレクトリから USS ディレクトリに pax ファイルを FTP 

で直接ダウンロードします。 

注： USS ディレクトリにアップロードする pax ファイルごとに、手順 3 ～ 6 を実

行します。 
 

3. pax ファイルから製品ディレクトリを作成します。 現在の作業ディレクトリを 

pax ファイルが存在するディレクトリに設定し、以下コマンドを入力して USS 

ディレクトリに新規ディレクトリを作成します。  

pax -rvf pax-file-name 
 

4. SMP/E GIMUNZIP ユーティリティを使用して、z/OS インストール データ セット

を作成します。 手順 3 で pax コマンドによって作成されたディレクトリにある 

UNZIPJCL ファイルには、インストール パッケージを GIMUNZIP するためのサ

ンプル ジョブが含まれています。 UNZIPJCL ジョブを編集およびサブミットす

る方法 
 

5. SMP/E パッケージを RECEIVE します。 この手順では、手順 4 で GIMUNZIP 

によって作成されたデータ セットを使用します。 SMPPTFIN および 

SMPHOLD （該当する場合） DASD データ セットを使用して、標準的な 

SMP/E RECEIVE を実行します。 また、RECEIVE コマンドの RFPREFIX パラメー

タ上で RELFILE の高レベル修飾子を指定します。 
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6. 製品のインストールに進みます。 製品マニュアル （README ファイルおよび

インストールに関する注意を含む）に従ってインストールを完了します。 

7. （オプション）USS ディレクトリをクリーンアップします。 pax ファイル、pax コマ

ンドで作成されたディレクトリ、そのすべてのファイル、および SMP/E RELFILE、

SMPMCS、HOLDDATA データ セットを削除します。 
 

Pax-Enhanced ESD ダウンロードの仕組み 

重要： Pax-Enhanced ESD プロセスの一部として SMP/E インストール用の pax 

ファイルをダウンロードするには、このガイドの手順を開始する前に、ESD プロセ

スおよび利用可能な USS ファイル スペースに使用する UNIX システム サービス

（USS）ディレクトリに対して書き込み権限が必要です。 その他の ESD の情報に

ついては、http://www.ca.com/mainframe を参照してください。 Events の下に、

Pax-Enhanced ESD プロセスについて詳しく説明するウェブキャストがあります。 
 

Pax-Enhanced ESD を使用してファイルをダウンロードするには、以下の手順を

使用します。 

1. https://support.ca.com/ にログインし、［Download Center］をクリックします。 

CA Support Online Web ページが表示されます。 

2. ［Download Center］の下で、最初のドロップダウン リストから［Products］を選

択した後、製品、リリースおよび genlevel （該当する場合）を指定し、［Go］を

クリックします。 

CA Product Download ウィンドウが表示されます。 
 

3. CA 製品ソフトウェア パッケージ全体または個別の pax ファイルを PC または

メインフレームにダウンロードします。 ZIP ファイルをダウンロードする場合、

続行する前にそのファイルを解凍する必要があります。 

両方のオプションについては、「ESD 製品のダウンロード ウィンドウ (P. 46)」

でダウンロード インターフェースが動作する仕組みについて説明します。 

注： 従来のインストールのダウンロードについては、「Traditional ESD User 

Guide」を参照してください。 https://support.ca.com/に移動し、ログインした

後、［Download Center］をクリックします。 ガイドへのリンクが［Download 

Help］見出しの下に表示されます。 

4. 製品固有の手順に従って、製品のインストール手順を実行します。 

製品がメインフレームにインストールされます。 
 

http://www.ca.com/mainframe参照
https://support.ca.com/
https://support.ca.com/
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ESD 製品のダウンロード ウィンドウ 

CA 製品の ESD パッケージは複数の方法でダウンロードできます。 選択肢は、ダ

ウンロードする必要があるファイルごとのサイズやファイル数によって異なります。 

ユーザは、すべてのコンポーネントを含む完全な製品をダウンロードできます。

また、製品またはコンポーネント用の個別の pax とドキュメント ファイルを選択で

きます。 
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以下の図は、サンプルの製品ファイルを示しています。 ここでは、製品のすべ

てのコンポーネントがリストされています。 必要な 1 つまたは複数のコンポーネ

ントを選択するか、［Add All to cart］チェック ボックスを選択することによって、

Download Cart を使用できます。 すぐにコンポーネントをダウンロードする場合

は、［Download］リンクをクリックします。 

 

個別のコンポーネント用のリンクをクリックすると、［Download Method］ページに

移動します。 
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指定した製品ファイルのサイズや数によっては、［Download Method］画面に以

下のオプションも表示されます。 

注： ［HTTP］ メソッドを使用したメインフレームのダウンロードについては、［Learn 

More］リンクをクリックしてください。 
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［HTTP］メソッドでは、すぐにダウンロードを開始できます。 ［FTP］メソッドでは、

ユーザの選択を表示する［Review Orders］ページに移動します。ユーザの命令

が処理されると、最初の［Pending］ステータスが［Ready］に変化します。  

［Preferred FTP］では、新しいコンテンツ配信ネットワーク（CDN）を使用します。 

［Alternate FTP］では、CA のニューヨークにある FTP サーバを使用します。  

［Create a Zip File］オプションでは、最初に zip ファイルを作成し、準備ができると

次の画面の［Zip Download Request］の例に示すオプションが表示されます。 
 

 
 

USS 環境のセットアップ 

以下のタスクを実行するには、UNIX システム サービス（USS）ディレクトリおよび

十分な容量のあるファイル システムが必要です。 

■ CA Support Online から pax ファイルを受信します。 

■ ユーティリティ機能を実行して、pax ファイルを解凍し、製品のインストール

の完了に使用可能な MVS データ セットにします。 
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Pax-Enhanced ESD 専用のファイル システムを割り当てて、マウントすることをお

勧めします。 ファイル システムに必要な容量は、以下によって異なります。 

■ ダウンロードする pax ファイルのサイズ。 

■ 解凍後に pax ファイルを保持するかどうか。 この方法はお勧めしません。 
 

pax ファイルのダウンロードおよび解凍には、1 つのディレクトリを使用することを

お勧めします。 同じディレクトリを再利用すると、USS のセットアップは最小限に

抑えられます。 USS のセットアップを 1 度だけ実行する必要があります。 その後

のダウンロードでは、同じディレクトリを再利用します。 あるいは、pax ファイルの

ダウンロードごとに、新規ディレクトリを作成できます。 

重要： Pax-Enhanced ESD プロセスの一環として SMP/E インストール用 pax ファ

イルをダウンロードするには、ESD プロセスに使用されている USS （UNIX System 

Services）ディレクトリへの書き込み権限が必要になります。 また、ESD ディレクト

リを含むファイル システムでは、pax ファイルのダウンロードおよびそのコンテン

ツの解凍を実行するために、pax ファイルの 3.5 倍の空き容量が必要です。 た

とえば、14MB の pax ファイルのダウンロードと解凍を行うには、ESD ディレクトリ

をホストしているファイル システムに約 49MB の空き容量が必要です。 
 

ファイル システムの割り当ておよびマウント 

Pax-Enhanced ESD のダウンロードには、zSeries File System （zFS）または階層

ファイル システム（HFS）を使用できます。 

この手順では、以下のタスクを実行する方法について説明します。 

■ HFS ファイル システムの割り当て 

■ 既存のメンテナンス ディレクトリでの新しいマウント ポイントの作成 

■ 新しく作成されたマウント ポイント上でのファイル システムのマウント 

■ オプションとして、ディレクトリ作成者と同じグループのユーザへの書き込み

権限の許可 
 

重要： USS コマンドでは大文字と小文字が区別されます。 
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ファイル システムの割り当ておよびマウントを実行する方法 

1. HFS を割り当てます。 以下に例を示します。 

//ALCHFS   EXEC PGM=IEFBR14  

//CAESD  DD  DSN=yourHFS dataset name,  

// DISP=(NEW,CATLG,DELETE),UNIT=3390,  

// DSNTYPE=HFS,SPACE=(CYL,(primary,secondary,1))  

HFS が割り当てられます。 
 

2. ファイル システムのマウント ポイントを作成します。 この例では、既存のディ

レクトリ /u/maint に /CA/CAESD ディレクトリを作成する方法について説明し

ます。 TSO OMVS シェルから、以下のコマンドを入力します。 

cd /u/maint/ 

mkdir CA 

cd CA 

mkdir CAESD 

注： このドキュメントでは、この構造を USSESDdirectory と呼びます。 

マウント ポイントが作成されます。 
 

3. ファイル システムをマウントします。 たとえば、TSO から以下のコマンドを入

力します。 

MOUNT FILESYSTEM('yourHFS dataset name')  

  MOUNTPOINT('yourUSSESDdirectory')  

       TYPE(HFS)   MODE(RDWR) 

ファイル システムがマウントされます。 
   

4. （オプション）このディレクトリのセキュリティ権限を設定します。 chmod コマ

ンドを使用すると、他のユーザに ESD ディレクトリおよびディレクトリ内のファ

イルへのアクセスを許可することができます。 たとえば、USS グループの他

のユーザに ESD ディレクトリへの書き込み権限を許可するには、TSO OMVS 

シェルから以下のコマンドを入力します。 

chmod-R 775 /yourUSSESDdirectory/ 

書き込み権限が許可されます。 

注： chmod コマンドの詳細については、「z/OS UNIX System Services User 

Guide （SA22-7802）」を参照してください。 
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製品 pax ファイルの USS ディレクトリへのコピー 

CA 製品インストール手順を開始するには、セットアップした USS ディレクトリに製

品 pax ファイルをコピーします。 以下のいずれかの方法を使用します。 

■ CA Support Online FTP サーバから z/OS システムに製品 pax ファイルを直接

ダウンロードします。 

■ CA Support Online FTP サーバからローカル PC に製品 pax ファイルをダウン

ロードしてから、z/OS システムにアップロードします。 

■ CA Support Online からローカル PC に製品ファイルをダウンロードします。 

zip ファイルが含まれている場合は解凍し、解凍した pax ファイルを z/OS シ

ステムにアップロードします。 
 

このセクションには、CA Support Online FTP サーバから z/OS システム上の USS 

ディレクトリに製品 pax ファイルを直接ダウンロードするためのバッチ ジョブ、お

よびローカル PC から z/OS システム上の USS ディレクトリに pax ファイルをアップ

ロードするためのサンプル コマンドが含まれています。 
 

重要： FTP 手順は、ローカルのファイアウォールの設定およびその他のセキュリ

ティ設定によって異なる場合があります。 ローカル ネットワーク管理者に問い合

わせて、サイトで使用する適切な FTP 手順を調べてください。 
 

重要： 製品の pax ファイルを保持するには、Pax-Enhanced ESD に使用する USS 

ファイル システムに十分な空き容量があることを確認してください。 十分な空き

容量が存在しない場合は、以下のようなエラー メッセージが表示されます。 

EZA1490I Error writing to data set       

EZA2606W File I/O error 133   
 

ダウンロードが完了すると、ユーザの USS ディレクトリにある pax ファイルのサイ

ズは、CA 製品ダウンロード ウィンドウ上の対応する pax ファイルのカラムの値と

一致します。   
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バッチ JCL を使用したダウンロード 

メインフレーム上でバッチ JCL を実行し、CA Support の製品ダウンロード ウィンド

ウから pax ファイルをダウンロードするには、このプロセスを使用します。 ダウン

ロードを実行するには、この PDF ファイルに CAtoMainframe.txt として添付され

ているサンプル JCL を使用します。 

重要： Pax-Enhanced ESD プロセスを簡素化するために、このガイドの PDF バー

ジョンには、メインフレームに直接コピーできるサンプル JCL ジョブが含まれてい

ます。 このジョブにアクセスするには、PDF リーダの左下にあるクリップ アイコン

をクリックします。 ウィンドウが開き、添付ファイルが表示されます。 ファイルをダ

ブルクリックしてサンプル JCL を表示します。 

注： CA Support Online で説明されている推奨方法に従うことをお勧めします。 

この手順は推奨のダウンロード方法ですが、次のセクションでは PC を経由して

メインフレームにダウンロードする手順も示します。 

バッチ JCL を使用したダウンロード方法 

1. 有効な JOB ステートメントを指定します。 

2. yourTCPIP.PROFILE.dataset をシステム用の TCPIP プロファイル データ セット

の名前に置き換えます。 必要な場合、ローカル ネットワーク管理者に問い

合わせます。 

ジョブは指定したプロファイルを参照します。 
 

3. YourEmailAddress を自分の電子メール アドレスに置き換えます。 

ジョブは指定した電子メール アドレスを参照します。 
 

4. yourUSSESDdirectory を ESD ダウンロードに使用する USS ディレクトリの名前

に置き換えます。 

ジョブは指定した USS ディレクトリを参照します。 
 

5. CA Support Online の製品ダウンロード ウィンドウで、ダウンロードする製品コ

ンポーネントを検索します。 

ダウンロードする製品コンポーネントが見つかります。 
 

6. 該当するファイルに対応する［Download］をクリックします。 

注： ファイルをカートに追加してダウンロードを複数行うことができます。 

［Download Method］ウィンドウが開きます。  
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7. ［FTP Request］をクリックします。 

［Review Download Requests］ウィンドウが開き、ダウンロードをリクエストした

すべてのファイルが表示されます。 

注： ファイルをダウンロードする準備ができると電子メールが送信されます。

または、ファイルを入手できるようになるとウィンドウにリンクが表示されます。 
 

8. 以下のいずれかの方法を選択します。 

Preferred FTP 

CA の世界規模のコンテンツ配信ネットワーク（CDN）を使用します。 

Preferred FTP を使用してダウンロードできない場合は、会社でセキュリ

ティ制限が設定されている可能性があります。この場合、社内ネットワー

クの外部に存在するダウンロード元のすべてのサーバの知識および設

定が必要になります。  

ホスト名： ftp://ftpdownloads.ca.com 

Alternate FTP 

ニューヨーク州ロングアイランドに置かれている元のダウンロード サーバ

を使用します。  

ホスト名：  ftp://scftpd.ca.com （製品ファイルおよびダウンロード カート 

ファイル）、ftp://ftp.ca.com （個々のソリューション ファイル） 

いずれの方法でも、ホスト、ユーザ名、パスワード、および FTP の場所が表

示されるので、それらをサンプル JCL にコピーできます。 

注： FTP の詳細については、［Review Download Requests］ウィンドウに表示

される［FTP Help document］リンクおよび［Download Methods］ウィンドウに

表示される［Learn More］リンクを参照してください。 
 

9. ジョブをサブミットします。  

重要： FTP コマンドが正しくない場合、このジョブは失敗し、ゼロ状態コード

を返す場合があります。 ジョブ DDNAME SYSPRINT 内のメッセージを参照し

て FTP が成功したことを確認してください。 

JCL を実行すると、指定したメインフレーム USS ディレクトリに pax ファイルが

格納されます。 
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例： CAtoMainframe.txt JCL 

添付の CAtoMainframe.txt JCL ファイルには以下のテキストが表示されます。 

//GETPAX   JOB (ACCOUNTNO),'FTP GET ESD PACKAGE', 

//          MSGCLASS=X,CLASS=A,NOTIFY=&SYSUID 

//********************************************************************* 

//* This sample job can be used to download a pax file directly from  * 

//* CA Support Online to a USS directory on your z/OS system.         * 

//*                                                                   * 

//* This job must be customized as follows:                           * 

//* 1. Supply a valid JOB statement.                                  * 

//* 2. Replace "yourTCPIP.PROFILE.dataset" with the name if the TCPIP * 

//*    profile data set for your system.                              * 

//* 3. Replace "Host" based on the type of download method.           *   

//* 4. Replace "YourEmailAddress" with your email address.            * 

//* 5. Replace "yourUSSESDdirectory" with the name of the USS         * 

//*    directory used on your system for ESD downloads.               * 

//* 6. Replace "FTP Location" with the complete path                  * 

//*    and name of the pax file obtained from the FTP location        * 

//*    of the product download page.                                  * 

//********************************************************************* 

//GETPAX  EXEC PGM=FTP,REGION=0K  

//SYSTCPD  DD   DSN=yourTCPIP.PROFILE.dataset,DISP=SHR 

//SYSPRINT DD  SYSOUT=*  

//OUTPUT   DD   SYSOUT=* 

//INPUT    DD   *                                             

Host                       

anonymous YourEmailAddress 

lcd yourUSSESDdirectory 

binary                              

get FTP location 

quit 
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PC を経由したファイルのメインフレームへのダウンロード 

CA Support Online から PC に pax または zip ファイルをダウンロードする場合は、

この手順を使用して PC から z/OS USS ディレクトリに pax ファイルをアップロード

します。 

PC からメインフレームにファイルをアップロードする方法 

1. 「Pax-Enhanced ESD ダウンロードの仕組み (P. 15)」で説明されている手順に

従って、製品 pax または zip を PC にダウンロードします。 zip ファイルをダウ

ンロードした場合は、そのファイルを解凍して製品 pax ファイルを使用しま

す。 

pax または zip ファイルが PC に格納されます。 

2. Windows コマンド プロンプトを開きます。 

コマンド プロンプトが表示されます。 

3. FTP コマンドを以下のようにカスタマイズして入力します。 

a. mainframe を対象 z/OS システムの IP アドレスまたは DNS 名に置き換え

ます。 

b. userid を z/OS ユーザ ID に置き換えます。 

c. password を z/OS パスワードに置き換えます。 

d. C:¥PC¥folder¥for¥thePAXfile を PC 上の pax ファイルの場所に置き換え

ます。 

e. yourUSSESDdirectory を ESD ダウンロードに使用する USS ディレクトリの

名前に置き換えます。 

f. paxfile.pax.Z をアップロードする pax ファイルの名前に置き換えます。 

pax ファイルがメインフレームに転送されます。                   
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例： FTP コマンド 

このリストは、ユーザの PC からユーザの USS Pax-Enhanced ESD ディレクトリに 

pax ファイルをアップロードする FTP コマンドのサンプルです。 

FTP mainframe      

userid             

password          

bin                

lcd C:¥PC¥folder¥for¥thePAXfile 

cd /yourUSSESDdirectory/          

put paxfile.pax.Z             

quit 

exit   
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pax ファイルからの製品ディレクトリの作成 

この PDF ファイルに Unpackage.txt として添付されているサンプル ジョブを使用

して、製品 pax ファイルを製品インストール ディレクトリに抽出します。 

重要： Pax-Enhanced ESD プロセスを簡素化するために、このガイドの PDF バー

ジョンには、メインフレームに直接コピーできるサンプル JCL ジョブが含まれてい

ます。 このジョブにアクセスするには、PDF リーダの左下にあるクリップ アイコン

をクリックします。 ウィンドウが開き、添付ファイルが表示されます。 ファイルをダ

ブルクリックしてサンプル JCL を表示します。 

Unpackage.txt サンプル ジョブを使用して製品インストール ディレクトリを作成

する方法 

1. 有効な JOB ステートメントを指定します。 

2. yourUSSESDdirectory を ESD ダウンロードに使用する USS ディレクトリの名前

に置き換えます。 

ジョブは指定した USS ディレクトリを参照します。 

3. paxfile.pax.Z を pax ファイルの名前に置き換えます。 

ジョブは指定した pax ファイルを参照します。 

4. ジョブをサブミットします。 

ジョブが実行され、製品ディレクトリが作成されます。 

注： ジョブに指定されている変更を行った後で、PARM= ステートメントが 71 文

字を超えている場合は、代わりに 2 番目の UNPAXDIR の形式をコメント解除して

使用します。 このサンプル ジョブでは、カラム 72 で X を使用し、2 行目に 

PARM= パラメータを続けます。 
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Pax コマンド（Unpackage.txt）を実行するジョブの例 

添付されている Unpackage.txt JCL ファイルに以下のテキストが表示されます。 

//ESDUNPAX JOB (ACCOUNTNO),'UNPAX ESD PACKAGE ', 

// MSGCLASS=X,CLASS=A,NOTIFY=&SYSUID 

//********************************************************************* 

//* This sample job can be used to invoke the pax command to create   * 

//* the product-specific installation directory.                      * 

//*                                                                   * 

//* This job must be customized as follows:                           * 

//* 1. Supply a valid JOB statement.                                  * 

//* 2. Replace "yourUSSESDdirectory" with the name of the USS         * 

//*    directory used on your system for ESD downloads.               * 

//* 3. Replace "paxfile.pax.Z" with the name of the pax file.         * 

//* NOTE: If you continue the PARM= statement on a second line, make  * 

//*       sure the 'X' continuation character is in column 72.        * 

//********************************************************************* 

//UNPAXDIR EXEC PGM=BPXBATCH, 

// PARM='sh cd /yourUSSESDdirectory/; pax -rvf paxfile.pax.Z' 

//*UNPAXDIR EXEC PGM=BPXBATCH, 

//* PARM='sh cd /yourUSSESDdirectory/; pax                              X 

//*             -rvf paxfile.pax.Z' 

//STDOUT DD SYSOUT=* 

//STDERR DD SYSOUT=* 
 

z/OS データ セットへのインストール ファイルのコピー 

SMP/E GIMUNZIP ユーティリティを呼び出して、製品固有のディレクトリから MVS 

データ セットを作成するには、この手順を使用します。 
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Pax-Enhanced ESD インストール ファイルを z/OS データ セットにコピーする方法 

1. 必要に応じて、製品の readme ファイルまたはインストールの注意事項を探

して参照します。これらのファイルは、pax コマンドで作成した製品固有の

ディレクトリにあります。 このファイルには、インストール手順を完了するため

に必要な、製品固有の詳細情報が含まれています。 

ここで製品固有のインストールの詳細が特定されました。 

2. UNZIPJCL サンプル ジョブを編集するには、ISPF EDIT または TSO ISHELL を

使用します。 以下のいずれかの方法で、この手順を実行できます。 

■ ISPF EDIT を使用します。 UNZIPJCL ファイルの完全パス名を指定しま

す。 

■ TSO ISHELL を使用します。 UNZIPJCL ファイルに移動し、E 行コマンドを

使用してファイルを編集します。 

ジョブが編集されます。 
 
 

3. SMPDIR DD PATH を pax コマンドによって作成された製品固有ディレクトリに

変更します。 

製品固有ディレクトリが表示されます。 
 

4. ICSF がアクティブでない場合は、以下の手順を実行します。 

a. SMPJHOME DD PATH をユーザの Java ランタイム ディレクトリに変更しま

す。 このディレクトリはシステムによって異なります。 

b. 以下の手順のいずれかを実行します。 

■ SMPCPATH DD PATH をユーザの SMP/E Java アプリケーション クラス 

ディレクトリに変更します。通常は、/usr/lpp/smp/classes/ です。 

■ GIMUNZIP パラメータの HASH=YES を HASH=NO に変更します。 

次の 1 つが発生します： ICSF はアクティブです。Java を使用しています。 
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5. すべての YourHLQ の表示をインストール処理によって使用される z/OS デー

タ セットの高レベル修飾子に変更します。 パッケージを一意に識別するた

めに、展開された各 pax ファイルに固有の HLQ を使用することをお勧めしま

す。 SMP/E RELFILE に使用するので、yourHLQ に同じ値を使用しないでくだ

さい。 

YourHLQ の表示はすべて z/OS データ セットのユーザの高レベル修飾子に

設定されます。 

6. UNZIPJCL ジョブをサブミットします。 

UNZIPJCL ジョブは、リターン コード 0 で完了する必要があります。 出力メッ

セージの GIM69158I および GIM48101I、JES ログにある IKJ56228I は無視し

て構いません。 

GIMUNZIP は、UNZIPJCL ジョブで指定した高レベル修飾子を使用して z/OS 

データ セットを作成します。 製品のインストールを実行するには、これらの

データ セットを使用します。 ここでは、pax ファイルおよび製品固有ディレク

トリは必要なくなりました。 

注： 詳細については、IBM の「SMP/E for z/OS Reference （SA22-7772）」マ
ニュアルを参照してください。 

 

インストール ライブラリのアンロード 

ESD 作成 DASD ベースの製品配布ファイルからインストール ライブラリをコピー

するには、以下の手順を使用します。 

以下の手順に従います。 

1. 使用しているサイトの仕様に合わせてサンプル JCL を編集します。 

サンプル JCL のコピーは、UNZIPJCL によって作成された 

yourHLQ.CAI.CNM4D50.F1(ESDJCL) から取得できます。 
 

2. ジョブ ストリームを変更するには、サンプル JCL 内の小文字のイタリック体で

表記されている以下の項目を、サイトの要件に合うように説明に従って変更

します。 
  

volume 

インストール ライブラリの格納先ボリュームのシリアル番号を指定しま

す。 
 

yourHLQ 

ESD プロセスの UNZIP 手順中に使用される HLQ を指定します。 
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変更するジョブ ストリームは以下の通りです。 

//ESDINST  JOB (0000)                                                   

//*                                                                     

//*===================================================================* 

//*                                                                   * 

//* Sample job to create the sysview.SAMPJCL data set                 * 

//*                                                                   * 

//*===================================================================* 

//*                                                                     

// SET    HLQ='yourHLQ'                                                 

// SET VOLUME=volume                                                    

//*                                                                     

//COPY     EXEC PGM=IEBCOPY                                             

//SYSUT3   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(CYL,(5,1))                              

//SYSUT4   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(CYL,(5,1))                              

//SYSPRINT DD SYSOUT=*                                                  

//*                                                                     

//IN       DD DISP=SHR,DSN=&HLQ..CAI.CNM4D50.F1                         

//*                                                                     

//SAMPJCL  DD DSN=&HLQ..SAMPJCL,                                        

//            DISP=(NEW,CATLG,DELETE),                                  

//            UNIT=SYSDA,                                               

//            VOL=SER=&VOLUME,                                          

//            DCB=(RECFM=FB,LRECL=80,BLKSIZE=6160),                     

//            SPACE=(CYL,(05,02,45))                                    

//*                                                                     

//SYSIN    DD DISP=SHR,DSN=&HLQ..CAI.CNM4D50.F1(SAMPJCL) 
 

3. 変更したサンプル JCL をサブミットします。 

インストール ライブラリ（SAMPJCL）は、ESD プロセスの UNZIP 手順で作成された、

DASD ベースの SMP/E RELFILE からコピーされます。 
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INSTALL ジョブの変更および実行 

SAMPJCL インストール ライブラリ内の INSTALL ジョブが CA SYSVIEW のインストー

ルに必要な JCL ストリームを生成します。  

この手順には、使用しているサイトの要件に合わせて INSTALL ジョブを変更する

方法が説明されています。  

この手順を開始する前に、以下の情報をご確認ください。 

■ 高レベル修飾子（HLQ）。20 文字以下の文字列である必要があります。 

■ CA SYSVIEW で使用する SVC 番号。 タイプ-3 のユーザ スーパーバイザー 

コール（SVC） が必要です。 

■ APF （許可プログラム機能）で許可されたライブラリのデータ セット名。ここに

動的インストール プログラムがコピーされます。 
 

INSTALLジョブを変更し実行する方法 

1. 使用しているサイトの要件に従って、INSTALL 内の以下のジョブ ステートメン

トを変更します。 

//INSTALL JOB (00000000),'SYSVIEW',CLASS=A 

2. INSTALL 内の以下の SYSLIB ステートメントを変更して、高レベル修飾子 

sysview をインストール ライブラリのダウンロード時に選択した修飾子に置換

します。 

//SYSLIB DD DISP=SHR,DSN=sysview.SAMPJCL 
 

3. INSTALL 内の GSVIINST マシン パラメータを変更します。 

INSTALL ジョブ ストリームには、マクロの GSVIINST 用のパラメータが含まれま

す。 これらのパラメータに割り当てられた値により、CA SYSVIEW のインストー

ル方法が決定されます。 生成されたジョブ ストリーム内の値は、それらが使

用される手順より前に変更できます。 

4. INSTALL ジョブをサブミットします。 

ジョブが内部リーダにサブミットされ、ジョブ ストリームが生成されます。 
  

JOBNAME パラメータで指定したジョブ名はアセンブリからの出力です。 ジョブ

名を指定しなかった場合、ジョブ出力は INST0000 です。 

重要： メンバの編集中は、TSO が sysview.SAMPJCL にエンキューを要求するの

で、編集セッションを終了してこのデータ セットをリリースするまでジョブは実行

されません。 
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詳細：  

GSVIINST マクロ - INSTALL パラメータの設定 (P. 116) 
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GSVIINST マクロ - INSTALL パラメータの設定 

INSTALL ジョブをサブミットする前に、GSVIINST マクロのパラメータを設定します。 

次の例に、INSTALL ジョブ内のデフォルト パラメータ値を表示します。  

これらのパラメータの構文は以下の通りです。 

//INSTALL  JOB (000000000),'SYSVIEW',CLASS=A 

//* 

//*-------------------------------------------------------------------* 

//*   CA SYSVIEW                                                      * 

//*   Installation generator                                          * 

//*                                                                   * 

//*   This job will dynamically build the other jobs that are         * 

//*   required to complete the installation.                          * 

//*                                                                   * 

//*   *--------------------* Important Notice *-------------------*   *  

//*                                                                   *  

//*   CA Mainframe Software Manager                                   * 

//*                                                                   * 

//*   If you have used CA Mainframe Software Manager                  * 

//*   to perform the installation of the product,                     * 

//*   this step is required.                                          * 

//*                                                                   * 

//*   Step: Required                                                  * 

//*                                                                   * 

//*-------------------------------------------------------------------* 

//ASM EXEC PGM=ASMA90,REGION=1024K,PARM='NOTERM,LIST,DECK,NOOBJECT' 

//* 

//SYSUT1   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(1700,(600,100)) 

//SYSUT2   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(1700,(600,100)) 

//SYSUT3   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(1700,(600,100)) 

//SYSPUNCH DD SYSOUT=(*,INTRDR),DCB=(RECFM=FB,LRECL=80,BLKSIZE=2000) 

//SYSPRINT DD SYSOUT=* 

//*-------------------------------------------------------------------* 

//*   The data set defined to the DDNAME SYSLIB should also           * 

//*   be coded as the data set name on the GSVIINST option            * 

//*   INSTLIB=.                                                       * 

//*                                                                   * 

//*   The options that require modification or inspection             * 

//*   for specific site installation needs are marked with            * 

//*   a "<---".                                                       * 

//*-------------------------------------------------------------------* 

//* 

//SYSLIB   DD DISP=SHR,DSN=sysview.SAMPJCL                  <---INSTLIB 

//* 

//* 

//*   Note:  When modifying the macro below, remember to include 

//*          the continuation character "X" in column 72 for all 
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//*          lines except the last line containing the DUMMY= 

//*          parameter. 

//* 

//*.+....1....+....2....+....3....+....4....+....5....+....6....+....7.X 

//SYSIN    DD * 

* 

         PRINT NOGEN 

         GSVIINST                                                      X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Installation data set name                      * X 

               , *   This is the data set name that you are          * X 

               , *   editing now.                                    * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               INSTLIB=sysview.SAMPJCL,                         <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *  System parmlib data set                          * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SYSPLIB=SYS1.PARMLIB,                            <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Source installation Media                       * X 

               , *      ESD  - ESD file on DASD                      * X 

               , *      TAPE - Physical cartridge                    * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SOURCE=ESD,                  ESD | TAPE          <---   X 

               TAPEVOL=SYD500,                                         X 

               TAPUNIT=3480,                                    <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   High-level qualifier used when the ESD file     * X 

               , *   was UNZIPPED.                                   * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               ESDHLQ=yourHLQ,              ESD HLQ             <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Data set allocation                             * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               PREFIX=sysview,                                  <---   X 

               DELETE=YES,                                             X 

               DASDVOL=volume,                                  <---   X 

               SMS=NO,                                                 X 

               SMSVOL=,                                                X 

               STORCLAS=,                                              X 

               DSKUNIT=SYSDA,                                          X 

               WRKUNIT=SYSDA,                                          X 

               PROFTYPE=PDS,                                           X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Data set blocksizes                             * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               BLKSZU=6144,                                            X 

               BLKSZFB=3200,                                           X 

               BLKSZVB=25600,                                          X 
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               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   z/FS data set allocation                        * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               ZFSHLQ=OMVS.SYSVIEW,                             <---   X 

               PATHPREFIX=,                                            X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   SMP/E                                           * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SMPEHLQ=,                                               X 

               SMPETZ=CAIT,                                            X 

               SMPEDZ=CAID,                                            X 

               SMPEVOL=volume,                                  <---   X 

               DLIBVOL=volume,                                  <---   X 

               SMPEUNIT=SYSDA,                                         X 

               DLIBUNIT=SYSDA,                                         X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Data set and high level qualifiers              * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               AUTHLIB=apf.auth.dataset.name,                   <---   X 

               CEEHLQ=CEE,                                      <---   X 

               IMSHLQ=ims,                                      <---   X 

               MQSHLQ=mqseries,                                 <---   X 

               SYSTCPD=TCPIP.TCPIP.DATA,                        <---   X 

               TCPMBR=,                                                X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   CA SYSVIEW Options                              * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               OPTIONS=(,                   Begin option list          X 

               NOCAPTURE,                   ...option                  X 

               NOCICS,                      ...option                  X 

               NODATACOM,                   ...option                  X 

               NOIMS,                       ...option                  X 

               NOMVS,                       ...option                  X 

               NOMQSERIES,                  ...option                  X 

               NOTCPIP,                     ...option                  X 

               NOWILYAPM,                   ...option                  X 

               ),                           End option list            X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   CA SYSVIEW Components                           * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               COMPONENTS=(,                Begin component list       X 

               DB2                          ...component               X 

               HCHECK,                      ...component               X 

               MIM,                         ...component               X 

               ROSCOE,                      ...component               X 

               USS,                         ...component               X 

               XSYSTEM,                     ...component               X 

               ),                           End component list         X 

               , *---------------------------------------------------* X 
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               , *   CA SYSVIEW GEN parameters                       * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SVC=238,                                         <---   X 

               SUBSYS=GSVX,                                            X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , * The CA customer siteid.                           * X 

               , * The siteid will be used to assist technical       * X 

               , * support with diagnostics. This is used when       * X 

               , * FTPing information to CA. (optional)              * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SITEID=siteid,                                   <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Jobcard/JCL creation                            * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               JOBNAME=,                                               X 

               NAME='PROGRAMMER NAME',                          <---   X 

               ACCT=(000000000),                                       X 

               NOTIFY=NO,                                              X 

               CLASS=A,                                                X 

               MSGCLASS=A,                                             X 

               MSGLEVEL=(1,1),                                         X 

               ROUTE=NO,                                               X 

               SYSAFF=NO,                                              X 

               OUTC=*,                                                 X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Assemble and Link edit                          * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               ASMPGM=ASMA90,                                          X 

               LINKPGM=IEWL,                                           X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   End of Macro                                    * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               DUMMY=DUMMY 

* 

*        Do not remove the following line. 

* 

         END 

/* 
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以下の GSVIINST パラメータが変更可能です。 

INSTLIB 

現在のインストール ライブラリ データ セット名を指定します。 「INSTALL ジョ

ブの変更および実行」の手順で設定した SYSLIB ステートメントで使用されて

いるものと同じ高レベル修飾子を使用するようにしてください。 

デフォルト： sysview.SAMPJCL 

SYSPLIB 

システム環境設定オプション メンバが含まれるシステム パラメータ ライブラリ

を指定します。 

デフォルト： SYS1.PARMLIB 

SOURCE=source 

ソース インストール メディアのタイプを指定します。 

有効な値は以下のとおりです。 

■ ESD - Electronic Software Delivery DASD ファイル 

■ TAPE - 標準のインストール カートリッジ 
 

TAPEVOL 

テープに割り当てられたボリューム シリアル番号（volser）を指定します。 

TAPEVOL については、テープ ラベルに記載された volser を指定してくださ

い。  

注： SOURCE=ESD が指定されている場合、このパラメータは無視されます。 
 

TAPUNIT 

テープユニット タイプを指定します。  

デフォルト： TAPUNIT=3480 

注： SOURCE=ESD が指定されている場合、このパラメータは無視されます。 
 

ESDHLQ=yourHLQ 

このパラメータは、SOURCE=ESD が指定されている場合にのみ使用され、ま

た指定する必要があります。 

ESD ファイルが z/OS データ セットに解凍される際に使用される高レベル修

飾子を指定します。 UNZIPJCL はこのジョブを実行します。 

UNZIPJCL ジョブは yourHLQ としてこの高レベル修飾子を参照します。 

ESDHLQ= 値に同じ値を使用します。 
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PREFIX 

データ セットを割り当てる際に使用するプレフィクスを指定します。 

制限： PREFIX および SUFFIX の全体の長さは、20 文字以内である必要があ

ります。 

デフォルト： PREFIX=sysview 
 

DELETE 

割り当て前に、個々の新規ライブラリに対して DELETE リクエストが生成され

るかどうかを示すために使用されるパラメータを指定します。 YES または NO 

を指定します。ライブラリの既存のセットに再インストールする場合は、

DELETE=NO を指定します。 

デフォルト： DELETE=YES 
 

DASDVOL 

データ セットを割り当てるボリュームのボリューム シリアル番号（volser）を指

定します。 
 

SMS 

データ セットの割り当てに SMS が使用されるかどうかを定義するのに使用さ

れるパラメータを指定します。 YES または NO を指定します。YES を指定した

場合は、STORCLAS パラメータで SMS ストレージ クラスを指定します。 

デフォルト： SMS=NO 
 

SMSVOL 

SMS データ セットを割り当てるボリュームのボリューム シリアル番号（volser）

を指定します。 

注： 一部のサイトでは、SMS に volser を指定することを許可していません。 
 

STORCLAS 

SMS パラメータで YES を指定している場合、使用する SMS ストレージ クラス

を指定します。 
 

DSKUNIT 

ディスク ユニット タイプを指定します。  

デフォルト： DSKUNIT=SYSDA 
 

WRKUNIT 

ディスク ワーク ユニット タイプを指定します。  

デフォルト： WRKUNIT=SYSDA 
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PROFTYPE 

割り当てられるプロファイル データ セット タイプを指定します。 

有効な値は以下のとおりです。 

PDS 

PDS プロファイル データ セットを割り当てます。これは複数のシスプレッ

クスで共有されます。  

LIBRARY 

プロファイル PDSE データ セットを割り当てます。これは、単一のシスプ

レックス内でのみ共有できます。使用している構成に複数のシスプレッ

クスが含まれている場合は、各シスプレックスに一意のデータ セットを割

り当てます。 

デフォルト： PDS 

BLKSZU 

レコード長が未定義のデータ セットを割り当てる際に使用されるブロック サ

イズを指定します。 このパラメータを使用してロード ライブラリ データ セット

を割り当てます。  

デフォルト： BLKSZU=6144 

BLKSZFB 

固定ブロック データ セットの割り当て時に使用されるブロック サイズを指定

します。  

デフォルト： BLKSZFB=3200 

BLKSZVB 

可変ブロック データ セットの割り当て時に使用されるブロック サイズを指定

します。  

デフォルト： BLKSZVB=25600 

ZFSHLQ 

インストール処理中に作成される以下の 2 つの z/FS データ セットに高レベ

ル修飾子を指定します。 

■ zfshlq.ZFS 

■ zfshlq.fmid.ZFS  

fmid 

CA SYSVIEW SMP/E fmid を含みます。 
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デフォルト： ZFSHLQ=OMVS.SYSVIEW 
 



INSTALL ジョブの変更および実行 

 

第 4 章： Pax-Enhanced ESD からの製品のインストール  73  
 

PATHPREFIX 

z/FS データ セットのマウント ポイント用のパス名プレフィクスを指定します。 

デフォルト： PATHPREFIX=, 

例 

PATHPREFIX=/instpath 

以下のマウント ポイントになります。 

instpath/usr/lpp/sysview  

instpath/usr/lpp/sysview/fmid 

fmid 

CA SYSVIEW SMP/E fmid を含みます。 

SMPEHLQ 

SMP/E ライブラリの HLQ を指定します。 SMP/E HLQ に対して値を指定する

と、追加サンプル ジョブ（INST0005）が生成されます。 このジョブは PREFIX 

指定 HLQ を使用して、ランタイム ライブラリ セットを作成します。 

SMPETZ 

SMP/E ターゲット ゾーンを指定します。 

デフォルト： SMPETZ=CAIT 

SMPEDZ 

SMP/E 配布ゾーンを指定します。 

デフォルト： SMPEDZ=CAID 

SMPEVOL 

内部 SMP/E およびターゲット データ セットを割り当てたボリュームを指定し

ます。 

DLIBVOL 

SMP/E 配布データ セットを割り当てたボリュームを指定します。 

SMPEUNIT 

SMPEVOL 指定ボリュームに対してユニット タイプを指定します。  

DLIBUNIT 

DLIBVOL 指定ボリュームに対してユニット タイプを指定します。 

AUTHLIB 

動的インストール プログラムのコピー先となる、APF 許可された既存のライブ

ラリのデータ セット名を指定します。 この動的なインストール プログラム： 
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■ ロード ライブラリを動的に APF 許可します。 

■ スーパーバイザ コール（SVC）をインストールします。 

■ サブシステムを追加します。 
 

CEEHLQ 

ユーザ サイトの C 言語環境の高レベル修飾子を指定します。  
 

IMSHLQ 

ユーザ サイトの IMS 高レベル修飾子を指定します。 IMS の複数のリリース

が使用されている場合、最高レベルを指定してください。 この高レベル修飾

子は、以下のデータ セット用に DD ステートメントを生成するために使用さ

れます。 

DD DSN=imshlq.SDFSRESL 
 

MQSHLQ 

ユーザ サイトの WebSphere MQ 高レベル修飾子を指定します。 

WebSphere MQ の複数のリリースが使用されている場合、最高レベルを指

定してください。 この高レベル修飾子は、以下のデータ セット用に DD ス

テートメントを生成するために使用されます。 

DD DSN=mqshlq.SCSQAUTH 

DD DSN=mqshlq.SCSQLOAD 

DD DSN=mqshlq.SCSQANLE 
 

SYSTCPD 

システムの TCP/IP 構成ファイルの名前を指定します。 このパラメータは HFS 

（階層ファイル システム）パスで指定することもできます。 

デフォルト： TCPIP.TCPIP.DATA 
 

TCPMBR 

TCP/IP データ セットがある場合、そのメンバ名を指定します。 

注： このパラメータが必要なのは、SYSTCPD パラメータで指定されたデータ 

セットが PDS である場合のみです。  

デフォルト： なし 
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OPTIONS 

お客様にライセンスされているオプションを有効にするように指定します。 こ

のオプションにはベース製品が含まれています。 オプション値を指定すると、

オプション コマンドを使用できます。 デフォルトでは、CA SYSVIEW メイン メ

ニューからオプション コマンドにアクセスできます。  

注： 1 つ以上のオプションを指定します。 

OPTIONS パラメータの値には以下のようなものがあります。 

■ CAPTURE|NOCAPTURE - Event Capture Option 

■ CICS|NOCICS - CA SYSVIEW Option for CICS 

■ DATACOM|NODATACOM - CA SYSVIEW CA Datacom Option 

■ IMS|NOIMS - CA SYSVIEW Option for IMS 

■ MVS|NOMVS - CA SYSVIEW Option for z/OS 

■ MQSERIES|NOMQSERIES - CA SYSVIEW Option for WebSphere MQ 
 

■ TCPIP|NOTCPIP - CA SYSVIEW Option for TCP/IP 

■ WILYAPM|NOWILYAPM - CA SYSVIEW for CA APM 
 

COMPONENTS 

有効にする CA SYSVIEW コンポーネントを指定します。 コンポーネント値を

指定すると、コンポーネント コマンドを使用できます。 デフォルトでは、CA 

SYSVIEW メイン メニューからコンポーネント コマンドにアクセスできます。  

注： DB2 は新しいコンポーネントで、CA Insight for DB2 のライセンス（LMP 

キー）が必要です。 

コンポーネント パラメータの値には以下のようなものがあります。 

■ DB2|NODB2 - CA Insight for DB2 

■ HCHECK|NOHCHECK - IBM Health Checker 

■ MIM|NOMIM - CA MIM Resource Sharing for z/OS 

■ ROSCOE|NOROSCOE - CA Roscoe 

■ USS|NOUSS - UNIX System Services 

■ XSYSTEM|NOXSYSTEM - クロス システム コンポーネント 

注： CA SYSVIEW のインストールの完了後に、これらのコンポーネントおよび

オプションの一部に関して、追加のインストールまたはカスタマイズ作業を

実行します。 
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SVC 

CA SYSVIEW で使用するスーパーバイザー コール（SVC）番号を指定します。 

タイプ 3 のユーザ SVC が必要です。 

SVC モジュール GSVXSVC は後方互換性があります。 ただし、CA SYSVIEW 

の旧リリースとの SVC の共有を計画している場合は、条件付きメンテナンス

を適用します。 

デフォルト： 238 
 

SUBSYS 

システム パラメータ ライブラリで System Configuration Options メンバ名に対

してサフィックスを指定します。 別の製品にすでに使用されていない場合は、

GSVX を使用してください。 同じサブシステムは、CA SYSVIEW の複数のリ

リースを共有できます。  

デフォルト： SUBSYS=GSVX 
 

SITEID=siteid 

テクニカル サポートに問い合わせる際に使用する CA カスタマ サイト ID を

指定します。 このサイト ID を使用して、CA へ情報を FTP で送信します。 
 

JOBNAME 

インストール ジョブ用の JOB ステートメントを作成する際に使用するジョブ名

を指定します。 パラメータが指定されていない場合、インストール メンバの

名前が使用されます。  
 

NAME 

JOB ステートメントで指定されているプログラマ名を指定します。  
 

ACCT 

JOB ステートメントを作成する必要がある場合、アカウント番号を指定しま

す。  

デフォルト： ACCT=(00000000) 
 

NOTIFY 

ジョブ完了時に通知されるユーザ ID を指定します。 NO が指定された場合、

JOB ステートメントでこのパラメータは生成されません。  

デフォルト： NOTIFY=NO 
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CLASS 

JOB ステートメントで使用するジョブ クラスを指定します。  

デフォルト： CLASS=A 
 

MSGCLASS 

JOB ステートメントで使用するメッセージ クラスを指定します。  

デフォルト： MSGCLASS=A 
 

MSGLEVEL 

JOB ステートメントで使用するメッセージ レベルを指定します。  

デフォルト： MSGLEVEL=(1,1) 
 

ROUTE 

次のルート ステートメントを生成します： /*ROUTE PRINT userid。 NO が指定

された場合、このステートメントは生成されません。  

デフォルト： ROUTE=NO 
 

SYSAFF 

次のような、システムとの関連付けを行うステートメントを生成します： 

/*JOBPARM SYSAFF=sysname。 NO が指定された場合、このステートメントは

生成されません。  

デフォルト： SYSAFF=NO 
 

OUTC 

SYSOUT で使用する出力クラスを指定します。  

デフォルト： OUTC=* 
 
 

ASMPGM 

モジュールをアセンブルするプログラムの名前を指定します。 設定可能な

値は IEV90 または ASMA90 です。  

デフォルト： ASMPGM=ASMA90 
 

LINKPGM 

モジュールをリンク エディットするプログラムの名前を指定します。  

デフォルト： LINKPGM=IEWL 
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詳細：  

INSTALL ジョブの変更および実行 (P. 63) 
 

 

ESD インストールによる出力 

以下のテーブルは、インストール中に作成されるメンバを示しています。 

 

ジョブ/プロシージャ SAMPLIB 目的 

INST0001 なし データ セットの削除、割り当て、初期化を行います。 

INST0002 なし z/FS ベース データ セットを割り当ておよびマウントし

ます。 

INST0003 なし z/FS リリース依存データ セットを割り当ておよびマウン

トします。 

INST0004 なし SMP/E の RECEIVE、APPLY および ACCEPT 機能を実行

します。 

INST0005 なし ランタイム ライブラリ セットを作成します。 
 

ライブラリの削除、割り当て、初期化（INST0001） 

この手順は CA SYSVIEW および SMP/E ライブラリの削除、割り当て、初期化を行

います。ライブラリの取り込み前に行う必要があります。 

ライブラリを削除、割り当て、初期化する方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0001 メンバを調べ、ジョブで参照さ

れているファイルがすべて正しいことを確認します。 

2. INST0001 メンバをサブミットします。 

ジョブが条件コード 0 で終了した場合は、ライブラリは正常に割り当てられ、

取り込みの準備ができています。 
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z/FS ベース データ セットの割り当ておよびマウント（INST0002） 

この INST002 ジョブによって、HFS または z/FS データ セットを作成します。これ

は CA SYSVIEW の今後のリリースで使用可能です。 CA SYSVIEW の初回インス

トール時にのみ、このジョブを実行する必要があります。 

リリースに依存する HFS または z/FS データ セット、ディレクトリ、マウント ポイント

を新規リリースごとに作成します。 

HFS または z/FS データ セットの割り当ておよびマウントを行う方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0002 メンバを調べ、名前とパラメー

タがすべて正しいことを確認します。 

2. 以下の割り当てタイプを指定します。 

z/FS ファイルの場合 ZFS='TRUE' に設定 

HFS ファイルの場合 ZFS='FALSE' に設定 
 

3. INST0002 メンバをサブミットします。 

このメンバに含まれ、実行される手順は以下の通りです。 各手順はリターン 

コード 0 で完了する必要があります。 

UNMOUNT 

既存の z/FS データ セットをマウント解除します。  

この手順により、ユーザはジョブを再実行できます。 リターン コードは強

制的に 0 になります。 

DELDIR 

z/FS ディレクトリを削除します。 

この手順により、ユーザはジョブを再実行できます。 リターン コードは強

制的に 0 になります。 

DELZFS 

z/FS データ セットを削除します。  

この手順により、ユーザはジョブを再実行できます。 リターン コードは強

制的に 0 になります。 

ALLOCZFS 

z/FS データ セットを割り当てます。 
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FORMAT 

z/FS データ セットをフォーマットします。 

MAKEDIR 

必要なディレクトリ構造を作成します。  
 

MOUNT 

指定されたディレクトリに z/FS データ セットをマウントします。 
 

CHMOD 

ディレクトリ許可を設定します。 
 

リターン コード 0 でジョブが終了した場合は、z/FS ベース データ セットは正

常に割り当てられマウントされています。 
 

z/FS リリース依存データ セットの割り当ておよびマウント

（INST0003） 

この INST003 ジョブは、CA SYSVIEW の新規リリース用の z/FS データ セット、ディ

レクトリ、およびマウント ポイントを作成します。 このジョブは、CA SYSVIEW の新

規リリースのインストールごとに実行する必要があります。  

z/FS リリース依存データ セットの割り当ておよびマウントを行う方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0003 メンバを調べ、名前とパラメー

タがすべて正しいことを確認します。 

2. 以下の割り当てタイプを指定します。 

z/FS ファイルの場合 ZFS='TRUE' に設定 

HFS ファイルの場合 ZFS='FALSE' に設定 

3. INST0003 メンバをサブミットします。 

このメンバに含まれ、実行される手順は以下の通りです。 各手順はリターン 

コード 0 で完了する必要があります。 

UNMOUNT 

既存の z/FS をマウント解除します。 

この手順により、ユーザはジョブを再実行できます。 リターン コードは強

制的に 0 になります。  
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DELDIR 

特定のリリース ディレクトリを削除します。 

この手順により、ユーザはジョブを再実行できます。 リターン コードは強

制的に 0 になります。 
 

DELZFS 

z/FS イメージを削除します。 

この手順により、ユーザはジョブを再実行できます。 リターン コードは強

制的に 0 になります。 
 

ALLOCZFS 

z/FS データ セットを割り当てます。  
 

FORMAT 

z/FS データ セットをフォーマットします。  
 

MAKEDIR  

必要なディレクトリ構造を作成します。 
 

MOUNT 

指定されたディレクトリに z/FS データ セットをマウントします。 
 

CHMOD 

ディレクトリ許可を設定します。 

リターン コード 0 でジョブが終了した場合は、z/FS リリース依存データ セット

は正常に割り当てられマウントされています。 
 

SMP/E の RECEIVE、APPLY および ACCEPT 機能（INST0004） 

この手順は SMP/E の RECEIVE、APPLY および ACCEPT 機能を実行します。 

SMP/E の RECEIVE、APPLY および ACCEPT 機能を実行する方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0004 メンバを調べ、ジョブで参照さ

れているファイルがすべて正しいことを確認します。 

2. INST0004 メンバをサブミットします。 

ジョブが 4 以下の条件コードで終了した場合は、RECEIVE、APPLY および 

ACCEPT 機能の実行が完了しています。 
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ランタイム ライブラリの作成（INST0005） 

このオプションの手順によって、ユーザの環境用のランタイム ライブラリ セットが

作成されます。 

以下の手順に従います。 

1. SMPEHLQ の値をコーディングし、SMP/E ライブラリ用に別の HLQ を指定しま

す。 

ランタイム ライブラリ セットを作成するために、このサンプル JCL メンバ 

INST0005 が生成されます。  

2. システム環境設定オプション メンバでコーディングされている SMP/E ター

ゲット ライブラリをコピーします。 

ランタイム ライブラリが作成されます。 

注： SMPEHLQ の値を削除すると、INST0005 JCL は生成されません。または 

SMPEHLQ の値が PREFIX と同じになります。 
 

USS ディレクトリのクリーンアップ 

重要： この手順はオプションです。 インストール処理をすべて完了するまで、こ

の手順を使用しないでください。 

CA 製品の pax ファイルのダウンロードと処理を実行した後、今後のダウンロード

用にファイル システムのディスク容量を空けるには、USS ディレクトリからファイル

を消去し、不要な MVS データ セットを削除することをお勧めします。 以下の項

目を削除できます。 

■ Pax ファイル 

■ pax コマンドによって作成された製品固有のディレクトリおよびそのディレクト

リに含まれるすべてのファイル 

■ SMP/E RELFILE、SMPMCS、および HOLDDATA MVS データ セット 

これらのデータ セットには UNZIPJCL ジョブで割り当てた HLQ があります。 
 

注： 今後の参照用に、yourhlq.INSTALL.NOTES などの SMP/E 以外のインストー

ル データ セットは保持してください。 
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pax ファイルおよび製品固有ディレクトリを削除する方法 

1. pax-Enhanced ESD USS ディレクトリに移動します。 

適用可能な USS ディレクトリが表示されます。 

2. 以下のコマンドを入力して、pax ファイルを削除します。 

rm paxfile 

paxfile 

ダウンロードした CA 製品の pax ファイルの名前を指定します。 

pax ファイルが削除されます。 

3. 以下のコマンドを入力して、製品固有のディレクトリを削除します。 

rm -r product-specific-directory 

product-specific-directory 

pax コマンドによって作成された製品固有のディレクトリを指定します。 

製品固有のディレクトリが削除されます。 

注： また、TSO ISHELL を使用して pax ファイルおよび製品固有のディレクトリに

移動し、D 行コマンドを使用して、それらを削除できます。 
 

メンテナンスの APPLY 

CA Support Online には、インストール データの作成後に発行されたメンテナン

スおよび HOLDDATA が存在する場合があります。 

メンテナンスを適用する方法 

1. CA Support Online を確認し、このリリース作成後に発行された PTF または 

HOLDDATA があれば、ダウンロードします。 

2. ダウンロードしたファイルを 2 つの個別の FB 80 順次データ セットに転送し

ます。 1 つのデータ セットを PTF を保持するために使用し、もう 1 つのデー

タ セットを HOLDDATA を保持するために使用します。 

3. HLQ.SAMPJCL(SMPPTF) を編集してサブミットし、メンテナンスの SMP/E 

RECIEVE および APPLY を実行します。 オプションで、PTF を ACCEPT できま

す。 
 

注： メンテナンスが入手可能かどうかを確認することをお勧めしますが、利用可

能なメンテナンスが見つからない場合もあります。 メンテナンスが入手可能では

ない場合は、「製品のデプロイ」 に移動してください。 
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HOLDDATA 

メンテナンスを適用するとき、通常 SMP/E HOLDDATA を使用します。 エラーまた

は特殊な条件の SYSMOD の SMP/E システムを通知するために HOLDDATA を

使用します。 以下の 2 種類の HOLDDATA をサポートされています。 

システム HOLDDATA 

特別な条件をユーザに知らせる SYSMOD のインストリーム部分にあるデータ

であることを示します。 システムの HOLDDATA の例を以下に示します。 

ACTION 

この SYSMOD を適用する前または後に、特別な処理を実行する必要が

あることを示します。 

DEP 

外部的に確認する必要があるこの SYSMOD の依存関係を示します。 

DELETE 

SYSMOD のロード モジュールを削除します。 SMP/E RESTORE コマンドを

使用して、この種類の SYSMOD を元に戻すことはできません。 

DOC 

この SYSMOD を使用したドキュメントの変更を示します。 

EC 

この SYSMOD には、ハードウェア エンジニアリングの変更が必要である

ことを示します。 EC がハードウェア デバイスに存在しない場合、通常、

EC 保留 SYSMOD は製品に影響しません。 

内部に保留のある SYSMOD をインストールするには、APPLY コマンド上でバ

イパス オペランドを設定します。 必要なアクションを実行した後、または 

APPLY 後にアクションを実行している場合で、それが適切な場合のみ、バイ

パス オペランドを設定できます。 
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外部 HOLDDATA 

外部 HOLDDATA は PTF に含まれていません。 これは、別のファイルに存在

します。 一般的には、すでに配布済みで、問題を引き起こすことが後で判

明した SYSMOD に使用されます。 

CA Support Online から DASD ファイルに外部 HOLDDATA をダウンロードし、

SMPHOLD DD ステートメントにファイルを割り当てます。 外部 HOLDDATA を

利用するには、SMP/E 環境で受信します。 CA によって提供されたジョブを

使用する場合、SMP/E は HOLDDATA を受信します。 

SYSMOD に未解決の保留エラーがあると、ユーザがバイパスを APPLY コマ

ンドに追加しない場合、SMP/E はそれをインストールしません。 ユーザに該

当しない状況でのエラー保留はバイパスできます。 ユーザに該当しないエ

ラー保留には、保有していないハードウェア デバイス、または使用していな

い製品機能のみで発生した問題が含まれている可能性があります。 

保留を解決する SYSMOD を発行すると、SYSMOD の解決は保留エラーに優

先されます。 このアクションでは、修正する SYSMOD と共に元の SYSMOD を

適用することができます。  

ERREL と呼ばれる特別な HOLDDATA クラスが存在します。 SYSMOD によっ

て修正される問題は、それが引き起こす問題よりも重要であると決定しまし

た。 これらの SYSMOD を適用することをお勧めします。 

確実に外部 HOLDDATA データを管理するには、SMP/E によって自動的に

管理することを許可します。 唯一の手動タスクは REPORT ERRSYSMODS を

実行しています。 このレポートでは、ユーザのシステムに適用されている保

留 SYSMODS を特定します。 受信ステータスにある SYSMOD を解決する場

合、状況を修正するために適用する SYSMOD を特定します。  
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第 5 章： テープからの製品のインストール 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

テープからのインストール ライブラリのコピー (P. 87) 

INSTALL ジョブの変更および実行 (P. 89) 

ライブラリの削除、割り当て、初期化（INST0001） (P. 104) 

z/FS ベース データ セットの割り当ておよびマウント（INST0002） (P. 105) 

z/FS リリース依存データ セットの割り当ておよびマウント（INST0003） (P. 106) 

SMP/E の RECEIVE、APPLY および ACCEPT 機能（INST0004） (P. 107) 

ランタイム ライブラリの作成（INST0005） (P. 108) 

メンテナンスの APPLY (P. 108) 
HOLDDATA (P. 109) 

 

テープからのインストール ライブラリのコピー 

この手順を使用して、テープからインストール ライブラリをコピーします。 

以下の手順に従います。 

1. 使用しているサイトの仕様に合わせてサンプル JCL を編集します。 TMS

（テープ管理システム）を使用している場合は、以下のバージョンのラベル 

パラメータを使用することを検討してください。  

//      LABEL=(1,SL,EXPDT=98000) 
 

2. ジョブ ストリームを変更するには、サンプル JCL の INSTLIB DD 内で、以下に

小文字のイタリック体で表記されている項目を、説明に従ってサイトの要件

に合うように変更します。 

この JCL は、ユーザが LABEL パラメータで EXPDT=98000 を必要とする TMS 

を使用していないことを前提としています。 このラベルは配布テープを TMS、

たとえば、CA 1 または CA TLMS TM の制御外にあるものとして識別します。 
  

sysview 

インストール ライブラリの高レベル修飾子（HLQ）を定義します。 

SYSVIEW がすべてのライブラリのデフォルト修飾子です。 

注： 使用しているサイトの命名規則と要件に合わせて、このパラメータを

変更してください。 
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volume 

インストール ライブラリの格納先ボリュームのシリアル番号を指定しま

す。 
 

変更するジョブ ストリームは以下の通りです。 

//TAPEINST JOB (0000)  

//*  

//*===================================================================*  

//*                                                                   *  

//* Sample job to create the sysview.SAMPJCL data set.                *  

//*                                                                   *  

//*===================================================================*  

//*  

// SET TAPEIN='CAI.SAMPJCL'  

// SET TAPEVOL='SYD500'  

//*   

// SET SAMPJCL='sysview.SAMPJCL'  

// SET VOLUME='volume'  

//*  

//COPY     EXEC PGM=IEBCOPY  

//SYSUT3   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(CYL,(5,1))  

//SYSUT4   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(CYL,(5,1))  

//SYSPRINT DD SYSOUT=*  

//*  

//IN       DD DSN=&TAPEIN,  

//            DISP=OLD,  

//            UNIT=TAPE,  

//            VOL=SER=&TAPEVOL,  

//            LABEL=(1,SL)  

//*  

//SAMPJCL  DD DSN=&SAMPJCL,  

//            DISP=(NEW,CATLG,DELETE),  

//            UNIT=SYSDA,  

//            VOL=SER=&VOLUME,  

//            DCB=(RECFM=FB,LRECL=80,BLKSIZE=6160), 

//            SPACE=(CYL,(05,02,45)) 

//*                                  

//SYSIN    DD *                      

 COPY INDD=((IN,R)),OUTDD=SAMPJCL 

/* 
 

3. 変更したサンプル JCL をサブミットします。 

インストール ライブラリが製品テープからダウンロードされます。 
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INSTALL ジョブの変更および実行 

SAMPJCL インストール ライブラリ内の INSTALL ジョブが CA SYSVIEW のインストー

ルに必要な JCL ストリームを生成します。  

この手順には、使用しているサイトの要件に合わせて INSTALL ジョブを変更する

方法が説明されています。  

この手順を開始する前に、以下の情報をご確認ください。 

■ 高レベル修飾子（HLQ）。20 文字以下の文字列である必要があります。 

■ CA SYSVIEW で使用する SVC 番号。 タイプ-3 のユーザ スーパーバイザー 

コール（SVC） が必要です。 

■ APF （許可プログラム機能）で許可されたライブラリのデータ セット名。ここに

動的インストール プログラムがコピーされます。 
 

INSTALLジョブを変更し実行する方法 

1. 使用しているサイトの要件に従って、INSTALL 内の以下のジョブ ステートメン

トを変更します。 

//INSTALL JOB (00000000),'SYSVIEW',CLASS=A 

2. INSTALL 内の以下の SYSLIB ステートメントを変更して、高レベル修飾子 

sysview をインストール ライブラリのダウンロード時に選択した修飾子に置換

します。 

//SYSLIB DD DISP=SHR,DSN=sysview.SAMPJCL 
 

3. INSTALL 内の GSVIINST マシン パラメータを変更します。 

INSTALL ジョブ ストリームには、マクロの GSVIINST 用のパラメータが含まれま

す。 これらのパラメータに割り当てられた値により、CA SYSVIEW のインストー

ル方法が決定されます。 生成されたジョブ ストリーム内の値は、それらが使

用される手順より前に変更できます。 

4. INSTALL ジョブをサブミットします。 

ジョブが内部リーダにサブミットされ、ジョブ ストリームが生成されます。 
  

JOBNAME パラメータで指定したジョブ名はアセンブリからの出力です。 ジョブ

名を指定しなかった場合、ジョブ出力は INST0000 です。 

重要： メンバの編集中は、TSO が sysview.SAMPJCL にエンキューを要求するの

で、編集セッションを終了してこのデータ セットをリリースするまでジョブは実行

されません。 
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詳細：  

GSVIINST マクロ - INSTALL パラメータの設定 (P. 116) 
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GSVIINST マクロ - INSTALL パラメータの設定 

INSTALL ジョブをサブミットする前に、GSVIINST マクロのパラメータを設定します。 

次の例に、INSTALL ジョブ内のデフォルト パラメータ値を表示します。  

これらのパラメータの構文は以下の通りです。 

//INSTALL  JOB (000000000),'SYSVIEW',CLASS=A 

//* 

//*-------------------------------------------------------------------* 

//*   CA SYSVIEW                                                      * 

//*   Installation generator                                          * 

//*                                                                   * 

//*   This job will dynamically build the other jobs that are         * 

//*   required to complete the installation.                          * 

//*                                                                   * 

//*   *--------------------* Important Notice *-------------------*   * 

//*                                                                   * 

//*   CA Mainframe Software Manager                                   * 

//*                                                                   * 

//*   If you have used CA Mainframe Software Manager                  * 

//*   to perform the installation of the product,                     * 

//*   this step is required.                                          * 

//*                                                                   * 

//*   Step: Required                                                  * 

//*                                                                   * 

//*-------------------------------------------------------------------* 

//ASM EXEC PGM=ASMA90,REGION=1024K,PARM='NOTERM,LIST,DECK,NOOBJECT' 

//* 

//SYSUT1   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(1700,(600,100)) 

//SYSUT2   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(1700,(600,100)) 

//SYSUT3   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(1700,(600,100)) 

//SYSPUNCH DD SYSOUT=(*,INTRDR),DCB=(RECFM=FB,LRECL=80,BLKSIZE=2000) 

//SYSPRINT DD SYSOUT=* 

//*-------------------------------------------------------------------* 

//*   The data set defined to the DDNAME SYSLIB should also           * 

//*   be coded as the data set name on the GSVIINST option            * 

//*   INSTLIB=.                                                       * 

//*                                                                   * 

//*   The options that require modification or inspection             * 

//*   for specific site installation needs are marked with            * 

//*   a "<---".                                                       * 

//*-------------------------------------------------------------------* 
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//* 

//SYSLIB   DD DISP=SHR,DSN=sysview.SAMPJCL                  <---INSTLIB 

//* 

//* 

//*   Note:  When modifying the macro below, remember to include 

//*          the continuation character "X" in column 72 for all 

//*          lines except the last line containing the DUMMY= 

//*          parameter. 

//* 

//*.+....1....+....2....+....3....+....4....+....5....+....6....+....7.X 

//SYSIN    DD * 

* 

         PRINT NOGEN 

         GSVIINST                                                      X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Installation data set name                      * X 

               , *   This is the data set name that you are          * X 

               , *   editing now.                                    * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               INSTLIB=sysview.SAMPJCL,                         <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *  System parmlib data set                          * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SYSPLIB=SYS1.PARMLIB,                            <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Source installation Media                       * X 

               , *      ESD  - ESD file on DASD                      * X 

               , *      TAPE - Physical cartridge                    * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SOURCE=ESD,                  ESD | TAPE          <---   X 

               TAPEVOL=SYD500,                                         X 

               TAPUNIT=3480,                                    <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   High-level qualifier used when the ESD file     * X 

               , *   was UNZIPPED.                                   * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               ESDHLQ=yourHLQ,              ESD HLQ             <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Data set allocation                             * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               PREFIX=sysview,                                  <---   X 

               DELETE=YES,                                             X 

               DASDVOL=volume,                                  <---   X 

               SMS=NO,                                                 X 

               SMSVOL=,                                                X 

               STORCLAS=,                                              X 

               DSKUNIT=SYSDA,                                          X 

               WRKUNIT=SYSDA,                                          X 

               PROFTYPE=PDS,                                           X 
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               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Data set blocksizes                             * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               BLKSZU=6144,                                            X 

               BLKSZFB=3200,                                           X 

               BLKSZVB=25600,                                          X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   z/FS data set allocation                        * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               ZFSHLQ=OMVS.SYSVIEW,                             <---   X 

               PATHPREFIX=,                                            X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   SMP/E                                           * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SMPEHLQ=,                                               X 

               SMPETZ=CAIT,                                            X 

               SMPEDZ=CAID,                                            X 

               SMPEVOL=volume,                                  <---   X 

               DLIBVOL=volume,                                  <---   X 

               SMPEUNIT=SYSDA,                                         X 

               DLIBUNIT=SYSDA,                                         X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Data set and high level qualifiers              * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               AUTHLIB=apf.auth.dataset.name,                   <---   X 

               CEEHLQ=CEE,                                      <---   X 

               IMSHLQ=ims,                                      <---   X 

               MQSHLQ=mqseries,                                 <---   X 

               SYSTCPD=TCPIP.TCPIP.DATA,                        <---   X 

               TCPMBR=,                                                X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   CA SYSVIEW Options                              * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               OPTIONS=(,                   Begin option list          X 

               NOCAPTURE,                   ...option                  X 

               NOCICS,                      ...option                  X 

               NODATACOM,                   ...option                  X 

               NOIMS,                       ...option                  X 

               NOMVS,                       ...option                  X 

               NOMQSERIES,                  ...option                  X 

               NOTCPIP,                     ...option                  X 

               NOWILYAPM,                   ...option                  X 

               ),                           End option list            X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   CA SYSVIEW Components                           * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               COMPONENTS=(,                Begin component list       X 

               DB2                          ...component               X 

               HCHECK,                      ...component               X 
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               MIM,                         ...component               X 

               ROSCOE,                      ...component               X 

               USS,                         ...component               X 

               XSYSTEM,                     ...component               X 

               ),                           End component list         X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   CA SYSVIEW GEN parameters                       * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SVC=238,                                         <---   X 

               SUBSYS=GSVX,                                            X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , * The CA customer siteid.                           * X 

               , * The siteid will be used to assist technical       * X 

               , * support with diagnostics. This is used when       * X 

               , * FTPing information to CA. (optional)              * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SITEID=siteid,                                   <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Jobcard/JCL creation                            * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               JOBNAME=,                                               X 

               NAME='PROGRAMMER NAME',                          <---   X 

               ACCT=(000000000),                                       X 

               NOTIFY=NO,                                              X 

               CLASS=A,                                                X 

               MSGCLASS=A,                                             X 

               MSGLEVEL=(1,1),                                         X 

               ROUTE=NO,                                               X 

               SYSAFF=NO,                                              X 

               OUTC=*,                                                 X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Assemble and Link edit                          * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               ASMPGM=ASMA90,                                          X 

               LINKPGM=IEWL,                                           X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   End of Macro                                    * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               DUMMY=DUMMY 

* 

*        Do not remove the following line. 

* 

         END 

/* 
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以下の GSVIINST パラメータが変更可能です。 

INSTLIB 

現在のインストール ライブラリ データ セット名を指定します。 「INSTALL ジョ

ブの変更および実行」の手順で設定した SYSLIB ステートメントで使用されて

いるものと同じ高レベル修飾子を使用するようにしてください。 

デフォルト： sysview.SAMPJCL 

SYSPLIB 

システム環境設定オプション メンバが含まれるシステム パラメータ ライブラリ

を指定します。 

デフォルト： SYS1.PARMLIB 

SOURCE=source 

ソース インストール メディアのタイプを指定します。 

有効な値は以下のとおりです。 

■ ESD - Electronic Software Delivery DASD ファイル 

■ TAPE - 標準のインストール カートリッジ 
 

TAPEVOL 

テープに割り当てられたボリューム シリアル番号（volser）を指定します。 

TAPEVOL については、テープ ラベルに記載された volser を指定してくださ

い。  

注： SOURCE=ESD が指定されている場合、このパラメータは無視されます。 
 

TAPUNIT 

テープユニット タイプを指定します。  

デフォルト： TAPUNIT=3480 

注： SOURCE=ESD が指定されている場合、このパラメータは無視されます。 
 

ESDHLQ=yourHLQ 

このパラメータは、SOURCE=ESD が指定されている場合にのみ使用され、ま

た指定する必要があります。 

ESD ファイルが z/OS データ セットに解凍される際に使用される高レベル修

飾子を指定します。 UNZIPJCL はこのジョブを実行します。 

UNZIPJCL ジョブは yourHLQ としてこの高レベル修飾子を参照します。 

ESDHLQ= 値に同じ値を使用します。 
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PREFIX 

データ セットを割り当てる際に使用するプレフィクスを指定します。 

制限： PREFIX および SUFFIX の全体の長さは、20 文字以内である必要があ

ります。 

デフォルト： PREFIX=sysview 
 

DELETE 

割り当て前に、個々の新規ライブラリに対して DELETE リクエストが生成され

るかどうかを示すために使用されるパラメータを指定します。 YES または NO 

を指定します。ライブラリの既存のセットに再インストールする場合は、

DELETE=NO を指定します。 

デフォルト： DELETE=YES 
 

DASDVOL 

データ セットを割り当てるボリュームのボリューム シリアル番号（volser）を指

定します。 
 

SMS 

データ セットの割り当てに SMS が使用されるかどうかを定義するのに使用さ

れるパラメータを指定します。 YES または NO を指定します。YES を指定した

場合は、STORCLAS パラメータで SMS ストレージ クラスを指定します。 

デフォルト： SMS=NO 
 

SMSVOL 

SMS データ セットを割り当てるボリュームのボリューム シリアル番号（volser）

を指定します。 

注： 一部のサイトでは、SMS に volser を指定することを許可していません。 
 

STORCLAS 

SMS パラメータで YES を指定している場合、使用する SMS ストレージ クラス

を指定します。 
 

DSKUNIT 

ディスク ユニット タイプを指定します。  

デフォルト： DSKUNIT=SYSDA 
 

WRKUNIT 

ディスク ワークユニット タイプを指定します。  

デフォルト： WRKUNIT=SYSDA 
 



INSTALL ジョブの変更および実行 

 

第 5 章： テープからの製品のインストール  97  
 

PROFTYPE 

割り当てるプロファイル データ セット タイプを指定します。 

有効な値は以下のとおりです。 

PDS 

PDS プロファイル データ セットを割り当てます。 1 つの PDS は複数のシ

スプレックスで共有されます。  

LIBRARY 

PDSE プロファイル データ セットを割り当てます。これは、単一のシスプ

レックス内でのみ共有できます。使用している構成に複数のシスプレッ

クスが含まれている場合は、各シスプレックスに一意のデータ セットが

割り当てられている必要があります。 

デフォルト： PDS 

BLKSZU 

レコード長が未定義のデータ セットを割り当てる際に使用されるブロック サ

イズを指定します。 このパラメータを使用してロード ライブラリ データ セット

を割り当てます。  

デフォルト： BLKSZU=6144 

BLKSZFB 

固定ブロック データ セットの割り当て時に使用されるブロック サイズを指定

します。  

デフォルト： BLKSZFB=3200 

BLKSZVB 

可変ブロック データ セットの割り当て時に使用されるブロック サイズを指定

します。  

デフォルト： BLKSZVB=25600 

ZFSHLQ 

インストール処理中に作成される以下の 2 つの z/FS データ セットに高レベ

ル修飾子を指定します。 

■ zfshlq.ZFS 

■ zfshlq.fmid.ZFS  

fmid 

CA SYSVIEW SMP/E fmid を含みます。 
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デフォルト： ZFSHLQ=OMVS.SYSVIEW 
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PATHPREFIX 

z/FS データ セットのマウント ポイント用のパス名プレフィクスを指定します。 

デフォルト： PATHPREFIX=, 

例 

PATHPREFIX=/instpath 

以下のマウント ポイントになります。 

instpath/usr/lpp/sysview  

instpath/usr/lpp/sysview/fmid 

fmid 

CA SYSVIEW SMP/E fmid を含みます。 

SMPEHLQ 

SMP/E ライブラリの HLQ を指定します。 SMP/E HLQ に対して値を指定する

と、追加サンプル ジョブ（INST0005）が生成されます。 このジョブは PREFIX 

指定 HLQ を使用して、ランタイム ライブラリ セットを作成します。 

SMPETZ 

SMP/E ターゲット ゾーンを指定します。 

デフォルト： SMPETZ=CAIT 

SMPEDZ 

SMP/E 配布ゾーンを指定します。 

デフォルト： SMPEDZ=CAID 

SMPEVOL 

内部 SMP/E およびターゲット データ セットを割り当てたボリュームを指定し

ます。 

DLIBVOL 

SMP/E 配布データ セットを割り当てたボリュームを指定します。 

SMPEUNIT 

SMPEVOL 指定ボリュームに対してユニット タイプを指定します。  

DLIBUNIT 

DLIBVOL 指定ボリュームに対してユニット タイプを指定します。 

AUTHLIB 
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動的インストール プログラムのコピー先となる、APF 許可された既存のライブ

ラリのデータ セット名を指定します。 この動的なインストール プログラムは以

下のタスクを実行します。 

■ ロード ライブラリを動的に APF 許可します。 

■ スーパーバイザ コール（SVC）をインストールします。 

■ サブシステムを追加します。 
 

CEEHLQ 

ユーザ サイトの C 言語環境の高レベル修飾子を指定します。  
 

IMSHLQ 

ユーザ サイトの IMS 高レベル修飾子を指定します。 IMS の複数のリリース

が使用されている場合、最高レベルを指定してください。 この高レベル修飾

子は、以下のデータ セット用に DD ステートメントを生成するために使用さ

れます。 

DD DSN=imshlq.SDFSRESL 
 

MQSHLQ 

ユーザ サイトの WebSphere MQ 高レベル修飾子を指定します。 

WebSphere MQ の複数のリリースが使用されている場合、最高レベルを指

定してください。 この高レベル修飾子は、以下のデータ セット用に DD ス

テートメントを生成するために使用されます。 

DD DSN=mqshlq.SCSQAUTH 

DD DSN=mqshlq.SCSQLOAD 

DD DSN=mqshlq.SCSQANLE 
 

SYSTCPD 

システムの TCP/IP 構成ファイルの名前を指定します。 このパラメータは、

Hierarchical File System （HFS）パスとして指定することもできます。 

デフォルト： TCPIP.TCPIP.DATA 
 

TCPMBR 

TCP/IP データ セットがある場合、そのメンバ名を指定します。 

注： このパラメータが必要なのは、SYSTCPD パラメータで指定されたデータ 

セットが PDS である場合のみです。  

デフォルト： なし 
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OPTIONS 

お客様にライセンスされているオプションを有効にするように指定します。 こ

のオプションにはベース製品が含まれています。 オプション値を指定すると、

オプション コマンドを使用できます。 デフォルトでは、CA SYSVIEW メイン メ

ニューからオプション コマンドにアクセスできます。  

注： 1 つ以上のオプションを指定します。 

このパラメータの値には以下のようなものがあります。 

■ CAPTURE|NOCAPTURE - Event Capture Option 

■ CICS|NOCICS - CA SYSVIEW Option for CICS 

■ DATACOM|NODATACOM - CA SYSVIEW CA Datacom Option 

■ IMS|NOIMS - CA SYSVIEW Option for IMS 

■ MVS|NOMVS - CA SYSVIEW Option for z/OS 

■ MQSERIES|NOMQSERIES - CA SYSVIEW Option for WebSphere MQ 
 

■ TCPIP|NOTCPIP - CA SYSVIEW Option for TCP/IP 

■ WILYAPM|NOWILYAPM - CA SYSVIEW for CA APM 
 

COMPONENTS 

有効にする CA SYSVIEW コンポーネントを指定します。 コンポーネント値を

指定すると、コンポーネント コマンドを使用できます。 デフォルトでは、CA 

SYSVIEW メイン メニューからコンポーネント コマンドにアクセスできます。  

注： DB2 は新しいコンポーネントで、CA Insight for DB2 のライセンス（LMP 

キー）が必要です。 

コンポーネント パラメータの値には以下のようなものがあります。 

■ DB2|NODB2 - CA Insight for DB2 

■ HCHECK|NOHCHECK - IBM Health Checker 

■ MIM|NOMIM - CA MIM Resource Sharing for z/OS 

■ ROSCOE|NOROSCOE - CA Roscoe 

■ USS|NOUSS - UNIX System Services 

■ XSYSTEM|NOXSYSTEM - クロス システム コンポーネント 

注： CA SYSVIEW のインストールの完了後に、これらのコンポーネントおよび

オプションの一部に関して、追加のインストールまたはカスタマイズ作業を

実行します。 
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SVC 

CA SYSVIEW で使用するスーパーバイザー コール（SVC）番号を指定します。 

タイプ 3 のユーザ SVC が必要です。 

デフォルト： 238 
 

SUBSYS 

システム パラメータ ライブラリで System Configuration Options メンバ名に対

してサフィックスを指定します。 別の製品にすでに使用されていない場合は、

GSVX を使用してください。 同じサブシステムは、CA SYSVIEW の複数のリ

リースを共有できます。 

デフォルト： SUBSYS=GSVX 
 

SITEID=siteid 

テクニカル サポートに問い合わせる際に使用する CA カスタマ サイト ID を

指定します。 このサイト ID を使用して、CA へ情報を FTP で送信します。 
 

JOBNAME 

インストール ジョブ用の JOB ステートメントを作成する際に使用するジョブ名

を指定します。 パラメータが指定されていない場合、インストール メンバの

名前が使用されます。  
 

NAME 

JOB ステートメントで指定されるプログラマ名を指定します。  
 

ACCT 

JOB ステートメントを作成する必要がある場合、アカウント番号を指定しま

す。  

デフォルト： ACCT=(00000000) 
 

NOTIFY 

ジョブ完了時に通知されるユーザ ID を指定します。 NO が指定された場合、

JOB ステートメントでこのパラメータは生成されません。  

デフォルト： NOTIFY=NO 
 

CLASS 

JOB ステートメントで使用するジョブ クラスを指定します。  

デフォルト： CLASS=A 
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MSGCLASS 

JOB ステートメントで使用するメッセージ クラスを指定します。  

デフォルト： MSGCLASS=A 
 

MSGLEVEL 

JOB ステートメントで使用するメッセージ レベルを指定します。  

デフォルト： MSGLEVEL=(1,1) 
 

ROUTE 

次のルート ステートメントを生成します： /*ROUTE PRINT userid。 NO が指定

された場合、このステートメントは生成されません。  

デフォルト： ROUTE=NO 
 

SYSAFF 

次のような、システムとの関連付けを行うステートメントを生成します： 

/*JOBPARM SYSAFF=sysname。 NO が指定された場合、このステートメントは

生成されません。  

デフォルト： SYSAFF=NO 
 

OUTC 

SYSOUT で使用する出力クラスを指定します。  

デフォルト： OUTC=* 
 

 

ASMPGM 

モジュールのアセンブルに使用されるプログラムの名前を指定します。 設

定可能な値は IEV90 または ASMA90 です。  

デフォルト： ASMPGM=ASMA90 
 

LINKPGM 

モジュールのリンク エディットに使用されるプログラムの名前を指定します。  

デフォルト： LINKPGM=IEWL 
 

詳細：  

INSTALL ジョブの変更および実行 (P. 63) 
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テープ インストールによる出力 

以下のテーブルは、インストール中に作成されるメンバを示しています。 

 

ジョブ/プロシージャ SAMPLIB 目的 

INST0001 なし データ セットの削除、割り当て、初期化を行います。 

INST0002 なし z/FS ベース データ セットを割り当ておよびマウントし

ます。 

INST0003 なし z/FS リリース依存データ セットを割り当ておよびマウン

トします。 

INST0004 なし SMP/E の RECEIVE、APPLY および ACCEPT 機能を実行

します。 

INST005 なし ランタイム ライブラリ セットを作成します。 
 

ライブラリの削除、割り当て、初期化（INST0001） 

この手順は CA SYSVIEW および SMP/E ライブラリの削除、割り当て、初期化を行

います。ライブラリの取り込み前に行う必要があります。 

ライブラリを削除、割り当て、初期化する方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0001 メンバを調べ、ジョブで参照さ

れているファイルがすべて正しいことを確認します。 

2. INST0001 メンバをサブミットします。 

ジョブが条件コード 0 で終了した場合は、ライブラリは正常に割り当てられ、

取り込みの準備ができています。 
 



z/FS ベース データ セットの割り当ておよびマウント（INST0002） 
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z/FS ベース データ セットの割り当ておよびマウント（INST0002） 

この INST002 ジョブによって、HFS または z/FS データ セットを作成します。これ

は CA SYSVIEW の今後のリリースで使用可能です。 CA SYSVIEW の初回インス

トール時にのみ、このジョブを実行する必要があります。 

リリースに依存する HFS または z/FS データ セット、ディレクトリ、マウント ポイント

を新規リリースごとに作成します。 

HFS または z/FS データ セットの割り当ておよびマウントを行う方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0002 メンバを調べ、名前とパラメー

タがすべて正しいことを確認します。 

2. 以下の割り当てタイプを指定します。 

z/FS ファイルの場合 ZFS='TRUE' に設定 

HFS ファイルの場合 ZFS='FALSE' に設定 
 

3. INST0002 メンバをサブミットします。 

このメンバに含まれ、実行される手順は以下の通りです。 各手順はリターン 

コード 0 で完了する必要があります。 

UNMOUNT 

既存の z/FS データ セットをマウント解除します。  

この手順により、ユーザはジョブを再実行できます。 リターン コードは強

制的に 0 になります。 

DELDIR 

z/FS ディレクトリを削除します。 

この手順により、ユーザはジョブを再実行できます。 リターン コードは強

制的に 0 になります。 

DELZFS 

z/FS データ セットを削除します。  

この手順により、ユーザはジョブを再実行できます。 リターン コードは強

制的に 0 になります。 

ALLOCZFS 

z/FS データ セットを割り当てます。 
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FORMAT 

z/FS データ セットをフォーマットします。 

MAKEDIR 

必要なディレクトリ構造を作成します。  
 

MOUNT 

指定されたディレクトリに z/FS データ セットをマウントします。 
 

CHMOD 

ディレクトリ許可を設定します。 
 

リターン コード 0 でジョブが終了した場合は、z/FS ベース データ セットは正

常に割り当てられマウントされています。 
 

z/FS リリース依存データ セットの割り当ておよびマウント

（INST0003） 

この INST003 ジョブは、CA SYSVIEW の新規リリース用の z/FS データ セット、ディ

レクトリ、およびマウント ポイントを作成します。 このジョブは、CA SYSVIEW の新

規リリースのインストールごとに実行する必要があります。  

z/FS リリース依存データ セットの割り当ておよびマウントを行う方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0003 メンバを調べ、名前とパラメー

タがすべて正しいことを確認します。 

2. 以下の割り当てタイプを指定します。 

z/FS ファイルの場合 ZFS='TRUE' に設定 

HFS ファイルの場合 ZFS='FALSE' に設定 

3. INST0003 メンバをサブミットします。 

このメンバに含まれ、実行される手順は以下の通りです。 各手順はリターン 

コード 0 で完了する必要があります。 

UNMOUNT 

既存の z/FS をマウント解除します。 

この手順により、ユーザはジョブを再実行できます。 リターン コードは強

制的に 0 になります。  
 



SMP/E の RECEIVE、APPLY および ACCEPT 機能（INST0004） 
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DELDIR 

特定のリリース ディレクトリを削除します。 

この手順により、ユーザはジョブを再実行できます。 リターン コードは強

制的に 0 になります。 
 

DELZFS 

z/FS イメージを削除します。 

この手順により、ユーザはジョブを再実行できます。 リターン コードは強

制的に 0 になります。 
 

ALLOCZFS 

z/FS データ セットを割り当てます。  
 

FORMAT 

z/FS データ セットをフォーマットします。  
 

MAKEDIR  

必要なディレクトリ構造を作成します。 
 

MOUNT 

指定されたディレクトリに z/FS データ セットをマウントします。 
 

CHMOD 

ディレクトリ許可を設定します。 

リターン コード 0 でジョブが終了した場合は、z/FS リリース依存データ セット

は正常に割り当てられマウントされています。 
 

SMP/E の RECEIVE、APPLY および ACCEPT 機能（INST0004） 

この手順は SMP/E の RECEIVE、APPLY および ACCEPT 機能を実行します。 

SMP/E の RECEIVE、APPLY および ACCEPT 機能を実行する方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0004 メンバを調べ、ジョブで参照さ

れているファイルがすべて正しいことを確認します。 

2. INST0004 メンバをサブミットします。 

ジョブが 4 以下の条件コードで終了した場合は、RECEIVE、APPLY および 

ACCEPT 機能の実行が完了しています。 
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ランタイム ライブラリの作成（INST0005） 

このオプションの手順によって、ユーザの環境用のランタイム ライブラリ セットが

作成されます。 

以下の手順に従います。 

1. SMPEHLQ の値をコーディングし、SMP/E ライブラリ用に別の HLQ を指定しま

す。 

ランタイム ライブラリ セットを作成するために、このサンプル JCL メンバ 

INST0005 が生成されます。  

2. システム環境設定オプション メンバでコーディングされている SMP/E ター

ゲット ライブラリをコピーします。 

ランタイム ライブラリが作成されます。 

注： SMPEHLQ の値を削除すると、INST0005 JCL は生成されません。または 

SMPEHLQ の値が PREFIX と同じになります。 
 

メンテナンスの APPLY 

CA Support Online には、インストール データの作成後に発行されたメンテナン

スおよび HOLDDATA が存在する場合があります。 

メンテナンスを適用する方法 

1. CA Support Online を確認し、このリリース作成後に発行された PTF または 

HOLDDATA があれば、ダウンロードします。 

2. ダウンロードしたファイルを 2 つの個別の FB 80 順次データ セットに転送し

ます。 1 つのデータ セットを PTF を保持するために使用し、もう 1 つのデー

タ セットを HOLDDATA を保持するために使用します。 

3. HLQ.SAMPJCL(SMPPTF) を編集してサブミットし、メンテナンスの SMP/E 

RECIEVE および APPLY を実行します。 オプションで、PTF を ACCEPT できま

す。 
 

注： メンテナンスが入手可能かどうかを確認することをお勧めしますが、利用可

能なメンテナンスが見つからない場合もあります。 メンテナンスが入手可能では

ない場合は、「製品のデプロイ」 に移動してください。 
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HOLDDATA 

メンテナンスを適用するとき、通常 SMP/E HOLDDATA を使用します。 エラーまた

は特殊な条件の SYSMOD の SMP/E システムを通知するために HOLDDATA を

使用します。 以下の 2 種類の HOLDDATA をサポートされています。 

システム HOLDDATA 

特別な条件をユーザに知らせる SYSMOD のインストリーム部分にあるデータ

であることを示します。 システムの HOLDDATA の例を以下に示します。 

ACTION 

この SYSMOD を適用する前または後に、特別な処理を実行する必要が

あることを示します。 

DEP 

外部的に確認する必要があるこの SYSMOD の依存関係を示します。 

DELETE 

SYSMOD のロード モジュールを削除します。 SMP/E RESTORE コマンドを

使用して、この種類の SYSMOD を元に戻すことはできません。 

DOC 

この SYSMOD を使用したドキュメントの変更を示します。 

EC 

この SYSMOD には、ハードウェア エンジニアリングの変更が必要である

ことを示します。 EC がハードウェア デバイスに存在しない場合、通常、

EC 保留 SYSMOD は製品に影響しません。 

内部に保留のある SYSMOD をインストールするには、APPLY コマンド上でバ

イパス オペランドを設定します。 必要なアクションを実行した後、または 

APPLY 後にアクションを実行している場合で、それが適切な場合のみ、バイ

パス オペランドを設定できます。 
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外部 HOLDDATA 

外部 HOLDDATA は PTF に含まれていません。 これは、別のファイルに存在

します。 一般的には、すでに配布済みで、問題を引き起こすことが後で判

明した SYSMOD に使用されます。 

CA Support Online から DASD ファイルに外部 HOLDDATA をダウンロードし、

SMPHOLD DD ステートメントにファイルを割り当てます。 外部 HOLDDATA を

利用するには、SMP/E 環境で受信します。 CA によって提供されたジョブを

使用する場合、SMP/E は HOLDDATA を受信します。 

SYSMOD に未解決の保留エラーがあると、ユーザがバイパスを APPLY コマ

ンドに追加しない場合、SMP/E はそれをインストールしません。 ユーザに該

当しない状況でのエラー保留はバイパスできます。 ユーザに該当しないエ

ラー保留には、保有していないハードウェア デバイス、または使用していな

い製品機能のみで発生した問題が含まれている可能性があります。 

保留を解決する SYSMOD を発行すると、SYSMOD の解決は保留エラーに優

先されます。 このアクションでは、修正する SYSMOD と共に元の SYSMOD を

適用することができます。  

ERREL と呼ばれる特別な HOLDDATA クラスが存在します。 SYSMOD によっ

て修正される問題は、それが引き起こす問題よりも重要であると決定しまし

た。 これらの SYSMOD を適用することをお勧めします。 

確実に外部 HOLDDATA データを管理するには、SMP/E によって自動的に

管理することを許可します。 唯一の手動タスクは REPORT ERRSYSMODS を

実行しています。 このレポートでは、ユーザのシステムに適用されている保

留 SYSMODS を特定します。 受信ステータスにある SYSMOD を解決する場

合、状況を修正するために適用する SYSMOD を特定します。  
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第 6 章： 製品の開始準備 
 

この章では、CA SYSVIEW の開始および使用前に必要なタスクについて説明し

ます。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

CA MSM による展開の完了方法 (P. 111) 

CA MSM を使用しない展開方法 (P. 111) 

CA MSM を使用して設定を完了する方法 (P. 113) 

CA MSM なしで設定する方法 (P. 113) 

デフォルト SSID のアセンブルおよびリンク（USRM0001） (P. 191) 

製品の開始準備 (P. 191) 

製品の起動 (P. 197) 

インストール後の考慮事項 (P. 197) 
 

CA MSM による展開の完了方法 

このセクションのトピックでは、CA MSM を使用して製品を設定するとき (P. 38)、

実行する手動タスクについて説明します。 
 

CA MSM を使用して、すべての CA SYSVIEW SMP/E インストール済みターゲット 

ライブラリのコピーを CA MSM システム レジストリに定義されている任意のシステ

ムに展開します。これらのライブラリには、以下のようなものがあります。 

■ 非シスプレックス システム 

■ シスプレックス 

■ 共有 DASD クラスタ 

■ ステージング システム 
 

CA MSM を使用しない展開方法 

このセクションのトピックでは、CA MSM を使用して製品を設定しないとき、実行

する手動タスクについて説明します。 
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注： SMP/E ターゲット ライブラリをランタイムに使用することはお勧めできませ

ん。 

トピック「INSTALL による出力 (P. 128)」でインストール ジョブ INST0005 を参照し

てください。 

以下の CA SYSVIEW SMP/インストール済みターゲット ライブラリのランタイム コ

ピーを展開します。 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4LOD 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BCAP 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BCLS 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BDAT 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BHLP 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BISP 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BMAP 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BMIB 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BPLT 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BPNL 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BPRF 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BPRM 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BREX 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BSAM 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BSEC 

■ CAI.SYSVIEW.CNM4BTMP 

以下のメソッドのいずれかを使用して、これらのライブラリへのアクセスを提供で

きます。 

■ すべてのシステムからアクセス可能な共有 DASD 上で、これらのライブラリの

単一のコピーを割り当てます。 

■ 各システム上で、これらのライブラリの一意のコピーを割り当てます。 
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CA MSM を使用して設定を完了する方法 

このセクションのトピックでは、CA MSM を使用して製品を設定するとき (P. 39)、

実行する手動タスクについて説明します。 
 

CA MSM ユーザ インターフェースの操作の説明に従って、環境設定を行いま

す。 
 

CA MSM なしで設定する方法 

このセクションのトピックでは、CA MSM を使用して製品を設定しないとき、実行

する手動タスクについて説明します。 
 

設定手順を完了するには、SAMPJCL データ セットが必要です。 TAPE または 

ESD メソッドを使用してインストールを行っている場合、SAMPJCL データ セットは

すでに作成されています。 MSM を使用してインストールを行っている場合、

SAMPJCL データ セットを割り当てるサンプル JCL は CNM4BSAM SMP/E ターゲッ

ト ライブラリ内のメンバ MSMJCL にあります。  

TAPE または ESD 方法を使用してインストールした場合は、「インストールによる

出力 (P. 128)」を参照して続行してください。 
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製品設定用のサンプル JCL 

以下の JCL を使用して、環境設定手順を完了します。  

//MSMINST  JOB (0000)                                                   

//*                                                                     

//*===================================================================* 

//*                                                                   * 

//* Sample job to create the sysview.SAMPJCL data set.                * 

//*                                                                   * 

//*   PREFIX = the dataset HLQ used for the SMP/E target              * 

//*            zone when the MSM install was performed.               * 

//*   VOLUME = DASD volume                                            * 

//*                                                                   * 

//*===================================================================* 

//*                                                                     

// SET  PREFIX=sysview                                                  

// SET  VOLUME=volume                                                   

//*                                                                     

//COPY     EXEC PGM=IEBCOPY                                             

//SYSUT3   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(CYL,(5,1))                              

//SYSUT4   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(CYL,(5,1))                              

//SYSPRINT DD SYSOUT=*                                                  

//*                                                                     

//IN       DD DISP=SHR,DSN=&PREFIX..CNM4BSAM                            

//*                                                                     

//SAMPJCL  DD DSN=&PREFIX..SAMPJCL,                                     

//            DISP=(NEW,CATLG,DELETE),                                  

//            UNIT=SYSDA,                                               

//            VOL=SER=&VOLUME,                                          

//            DCB=(RECFM=FB,LRECL=80,BLKSIZE=6160),                     

//            SPACE=(CYL,(05,02,45))                                    

//*                                                                     

//SYSIN    DD DISP=SHR,DSN=&PREFIX..CNM4BSAM(SAMPJCL)   

//*  

注： CA MSM の詳細については、「CA Mainframe Software Manager Guide」を

参照してください。 
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INSTALL ジョブの変更および実行 

SAMPJCL インストール ライブラリ内の INSTALL ジョブが CA SYSVIEW のインストー

ルに必要な JCL ストリームを生成します。  

この手順には、使用しているサイトの要件に合わせて INSTALL ジョブを変更する

方法が説明されています。  

この手順を開始する前に、以下の情報をご確認ください。 

■ 高レベル修飾子（HLQ）。20 文字以下の文字列である必要があります。 

■ CA SYSVIEW で使用する SVC 番号。 タイプ-3 のユーザ スーパーバイザー 

コール（SVC） が必要です。 

■ APF （許可プログラム機能）で許可されたライブラリのデータ セット名。ここに

動的インストール プログラムがコピーされます。 
 

INSTALLジョブを変更し実行する方法 

1. 使用しているサイトの要件に従って、INSTALL 内の以下のジョブ ステートメン

トを変更します。 

//INSTALL JOB (00000000),'SYSVIEW',CLASS=A 

2. INSTALL 内の以下の SYSLIB ステートメントを変更して、高レベル修飾子 

sysview をインストール ライブラリのダウンロード時に選択した修飾子に置換

します。 

//SYSLIB DD DISP=SHR,DSN=sysview.SAMPJCL 
 

3. INSTALL 内の GSVIINST マシン パラメータを変更します。 

INSTALL ジョブ ストリームには、マクロの GSVIINST 用のパラメータが含まれま

す。 これらのパラメータに割り当てられた値により、CA SYSVIEW のインストー

ル方法が決定されます。 生成されたジョブ ストリーム内の値は、それらが使

用される手順より前に変更できます。 

4. INSTALL ジョブをサブミットします。 

ジョブが内部リーダにサブミットされ、ジョブ ストリームが生成されます。 
  

JOBNAME パラメータで指定したジョブ名はアセンブリからの出力です。 ジョブ

名を指定しなかった場合、ジョブ出力は INST0000 です。 

重要： メンバの編集中は、TSO が sysview.SAMPJCL にエンキューを要求するの

で、編集セッションを終了してこのデータ セットをリリースするまでジョブは実行

されません。 
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詳細：  

GSVIINST マクロ - INSTALL パラメータの設定 (P. 116) 
 

 

GSVIINST マクロ - INSTALL パラメータの設定 

INSTALL ジョブをサブミットする前に、GSVIINST マクロのパラメータを設定します。 

次の例に、INSTALL ジョブ内のデフォルト パラメータ値を表示します。  

これらのパラメータの構文は以下の通りです。 

//INSTALL  JOB (000000000),'SYSVIEW',CLASS=A 

//* 

//*-------------------------------------------------------------------* 

//*   CA SYSVIEW                                                      * 

//*   Installation generator                                          * 

//*                                                                   * 

//*   This job will dynamically build the other jobs that are         * 

//*   required to complete the installation.                          * 

//*                                                                   * 

//*   *--------------------* Important Notice *-------------------*   *  

//*                                                                   *  

//*   CA Mainframe Software Manager                                   * 

//*                                                                   * 

//*   If you have used CA Mainframe Software Manager                  * 

//*   to perform the installation of the product,                     * 

//*   this step is required.                                          * 

//*                                                                   * 

//*   Step: Required                                                  * 

//*                                                                   * 

//*-------------------------------------------------------------------* 

//ASM EXEC PGM=ASMA90,REGION=1024K,PARM='NOTERM,LIST,DECK,NOOBJECT' 

//* 

//SYSUT1   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(1700,(600,100)) 

//SYSUT2   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(1700,(600,100)) 

//SYSUT3   DD UNIT=SYSDA,SPACE=(1700,(600,100)) 

//SYSPUNCH DD SYSOUT=(*,INTRDR),DCB=(RECFM=FB,LRECL=80,BLKSIZE=2000) 

//SYSPRINT DD SYSOUT=* 

//*-------------------------------------------------------------------* 

//*   The data set defined to the DDNAME SYSLIB should also           * 

//*   be coded as the data set name on the GSVIINST option            * 

//*   INSTLIB=.                                                       * 

//*                                                                   * 

//*   The options that require modification or inspection             * 

//*   for specific site installation needs are marked with            * 

//*   a "<---".                                                       * 

//*-------------------------------------------------------------------* 
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//* 

//SYSLIB   DD DISP=SHR,DSN=sysview.SAMPJCL                 <---INSTLIB 

//* 

//* 

//*   Note:  When modifying the macro below, remember to include 

//*          the continuation character "X" in column 72 for all 

//*          lines except the last line containing the DUMMY= 

//*          parameter. 

//* 

//*.+....1....+....2....+....3....+....4....+....5....+....6....+....7.X 

//SYSIN    DD * 

* 

         PRINT NOGEN 

         GSVIINST                                                      X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Installation data set name                      * X 

               , *   This is the data set name that you are          * X 

               , *   editing now.                                    * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               INSTLIB=sysview.SAMPJCL,                         <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *  System parmlib data set                          * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SYSPLIB=SYS1.PARMLIB,                            <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Source installation Media                       * X 

               , *      ESD  - ESD file on DASD                      * X 

               , *      TAPE - Physical cartridge                    * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SOURCE=ESD,                  ESD | TAPE          <---   X 

               TAPEVOL=SYD500,                                         X 

               TAPUNIT=3480,                                    <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   High-level qualifier used when the ESD file     * X 

               , *   was UNZIPPED.                                   * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               ESDHLQ=yourHLQ,              ESD HLQ             <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Data set allocation                             * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               PREFIX=sysview,                                  <---   X 

               DELETE=YES,                                             X 

               DASDVOL=volume,                                  <---   X 

               SMS=NO,                                                 X 

               SMSVOL=,                                                X 

               STORCLAS=,                                              X 

               DSKUNIT=SYSDA,                                          X 

               WRKUNIT=SYSDA,                                          X 

               PROFTYPE=PDS,                                           X 
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               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Data set blocksizes                             * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               BLKSZU=6144,                                            X 

               BLKSZFB=3200,                                           X 

               BLKSZVB=25600,                                          X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   z/FS data set allocation                        * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               ZFSHLQ=OMVS.SYSVIEW,                             <---   X 

               PATHPREFIX=,                                            X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   SMP/E                                           * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SMPEHLQ=,                                               X 

               SMPETZ=CAIT,                                            X 

               SMPEHLQ=                                                X 

               SMPEDZ=CAID,                                            X 

               SMPEVOL=volume,                                  <---   X 

               DLIBVOL=volume,                                  <---   X 

               SMPEUNIT=SYSDA,                                         X 

               DLIBUNIT=SYSDA,                                         X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Data set and high level qualifiers              * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               AUTHLIB=apf.auth.dataset.name,                   <---   X 

               CEEHLQ=CEE,                                      <---   X 

               IMSHLQ=ims,                                      <---   X 

               MQSHLQ=mqseries,                                 <---   X 

               SYSTCPD=TCPIP.TCPIP.DATA,                        <---   X 

               TCPMBR=,                                                X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   CA SYSVIEW Options                              * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               OPTIONS=(,                   Begin option list          X 

               NOCAPTURE,                   ...option                  X 

               NOCICS,                      ...option                  X 

               NODATACOM,                   ...option                  X 

               NOIMS,                       ...option                  X 

               NOMVS,                       ...option                  X 

               NOMQSERIES,                  ...option                  X 

               NOTCPIP,                     ...option                  X 

               NOWILYAPM,                   ...option                  X 

               ),                           End option list            X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   CA SYSVIEW Components                           * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               COMPONENTS=(,                Begin component list       X 

               DB2,                         ...component               X 
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               HCHECK,                      ...component               X 

               MIM,                         ...component               X 

               ROSCOE,                      ...component               X 

               USS,                         ...component               X 

               XSYSTEM,                     ...component               X 

               ),                           End component list         X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   CA SYSVIEW GEN parameters                       * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SVC=238,                                         <---   X 

               SUBSYS=GSVX,                                            X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , * The CA customer siteid.                           * X 

               , * The siteid will be used to assist technical       * X 

               , * support with diagnostics. This is used when       * X 

               , * FTPing information to CA. (optional)              * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               SITEID=siteid,                                   <---   X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Jobcard/JCL creation                            * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               JOBNAME=,                                               X 

               NAME='PROGRAMMER NAME',                          <---   X 

               ACCT=(000000000),                                       X 

               NOTIFY=NO,                                              X 

               CLASS=A,                                                X 

               MSGCLASS=A,                                             X 

               MSGLEVEL=(1,1),                                         X 

               ROUTE=NO,                                               X 

               SYSAFF=NO,                                              X 

               OUTC=*,                                                 X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   Assemble and Link edit                          * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               ASMPGM=ASMA90,                                          X 

               LINKPGM=IEWL,                                           X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               , *   End of Macro                                    * X 

               , *---------------------------------------------------* X 

               DUMMY=DUMMY 

* 

*        Do not remove the following line. 

* 

         END 

/* 
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以下の GSVIINST パラメータが変更可能です。 

INSTLIB 

現在のインストール ライブラリ データ セット名を指定します。 「INSTALL ジョ

ブの変更および実行」の手順で設定した SYSLIB ステートメントで使用されて

いるものと同一の高レベル修飾子を使用するようにしてください。 

デフォルト： sysview.SAMPJCL 

SYSPLIB 

システム環境設定オプション メンバが含まれるシステム パラメータ ライブラリ

を指定します。 

デフォルト： SYS1.PARMLIB 

SOURCE=source 

ソース インストール メディアのタイプを指定します。 

有効な値は以下のとおりです。 

■ ESD - 電子ソフトウェア配布 DASD ファイルを指定します。MSM を使用し

てインストールしている場合は、SOURCE=ESD を使用します。 

■ TAPE - 標準インストール カートリッジを指定します。 
 

TAPEVOL 

テープに割り当てられたボリューム シリアル番号（volser）を指定します。 

TAPEVOL については、テープ ラベルに記載された volser を指定してくださ

い。  

注： SOURCE=ESD が指定されている場合、このパラメータは無視されます。 
 

TAPUNIT 

テープユニット タイプを指定します。  

デフォルト： TAPUNIT=3480 

注： SOURCE=ESD が指定されている場合、このパラメータは無視されます。 
 

ESDHLQ=yourHLQ 

このパラメータは、SOURCE=ESD が指定されている場合にのみ使用され、ま

た指定する必要があります。 

ESD ファイルを z/OS データ セットに解凍する際に使用する高レベル修飾子

を指定します。 UNZIPJCL はこのジョブを実行します。 

UNZIPJCL ジョブはこの高レベル修飾子を yourHLQ として参照します。 

ESDHLQ= 値に同じ値を使用します。 
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PREFIX 

データ セットを割り当てる際に使用するプレフィクスを指定します。 

制限： PREFIX および SUFFIX の全体の長さは、20 文字以内である必要があ

ります。 

デフォルト： PREFIX=sysview 
 

DELETE 

割り当ての前に、個々の新規ライブラリに対して DELETE リクエストを生成す

るかどうかを示すために使用されるパラメータを指定します。 YES または NO 

を指定します。ライブラリの既存のセットに再インストールする場合は、

DELETE=NO を指定します。 

デフォルト： DELETE=YES 
 

DASDVOL 

データ セットを割り当てるボリュームのボリューム シリアル番号（volser）を指

定します。 
 

SMS 

データ セットの割り当てに SMS が使用されるかどうかを定義するのに使用さ

れるパラメータを指定します。 YES または NO を指定します。YES を指定した

場合は、STORCLAS パラメータで SMS ストレージ クラスを指定します。 

デフォルト： SMS=NO 
 

SMSVOL 

SMS データ セットを割り当てるボリュームのボリューム シリアル番号（volser）

を指定します。 

注： 一部のサイトでは、SMS に volser を指定することを許可していません。 
 

STORCLAS 

SMS パラメータで YES を指定している場合に使用する SMS ストレージ クラス

を指定します。 
 

DSKUNIT 

ディスク ユニット タイプを指定します。  

デフォルト： DSKUNIT=SYSDA 
 

WRKUNIT 

ディスク ワークユニット タイプを指定します。  

デフォルト： WRKUNIT=SYSDA 
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PROFTYPE 

割り当てるプロファイル データ セット タイプを指定します。 

有効な値は以下のとおりです。 

PDS 

PDS プロファイル データ セットを割り当てます。 1 つの PDS は複数のシ

スプレックスで共有されます。 

LIBRARY 

PDSE プロファイル データ セットを割り当てます。このデータ セットは、単

一のシスプレックス内でのみ共有できます。使用している構成に複数の

シスプレックスが含まれている場合は、各シスプレックスに一意のデータ 

セットが割り当てられている必要があります。 

デフォルト： PDS 

BLKSZU 

レコード長が未定義のデータ セットを割り当てる際に、ブロック サイズを指

定します。 このパラメータを使用してロード ライブラリ データ セットを割り当

てます。  

デフォルト： BLKSZU=6144 

BLKSZFB 

固定ブロック データ セットを割り当てる際に、ブロック サイズを指定します。  

デフォルト： BLKSZFB=3200 

BLKSZVB 

可変ブロック データ セットを割り当てる際に、ブロック サイズを指定します。  

デフォルト： BLKSZVB=25600 

ZFSHLQ 

インストール処理中に作成される以下の 2 つの z/FS データ セットに高レベ

ル修飾子を指定します。 

■ zfshlq.ZFS 

■ zfshlq.fmid.ZFS  

fmid 

CA SYSVIEW SMP/E fmid を含みます。 

デフォルト： ZFSHLQ=OMVS.SYSVIEW 
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PATHPREFIX 

z/FS データ セットのマウント ポイント用のパス名プレフィクスを指定します。 

デフォルト： PATHPREFIX=, 

例 

PATHPREFIX=/instpath 

以下のマウント ポイントになります。 

instpath/usr/lpp/sysview  

instpath/usr/lpp/sysview/fmid 

fmid 

CA SYSVIEW SMP/E fmid を含みます。 

SMPEHLQ 

SMP/E ライブラリの HLQ を指定します。 SMP/E HLQ に対して値を指定する

と、追加サンプル ジョブ（INST0005）が生成されます。 このジョブは PREFIX 

で指定されている HLQ を使用して、ランタイム ライブラリ セットを作成しま

す。 

SMPETZ 

SMP/E ターゲット ゾーンを指定します。 

デフォルト： SMPETZ=CAIT 

SMPEDZ 

SMP/E 配布ゾーンを指定します。 

デフォルト： SMPEDZ=CAID 

SMPEVOL 

内部 SMP/E およびターゲット データ セットを割り当てたボリュームを指定し

ます。 

DLIBVOL 

SMP/E 配布データ セットを割り当てたボリュームを指定します。 

SMPEUNIT 

SMPEVOL 指定ボリュームに対してユニット タイプを指定します。  

DLIBUNIT 

DLIBVOL 指定ボリュームに対してユニット タイプを指定します。 

AUTHLIB 
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動的インストール プログラムのコピー先となる、APF 許可された既存のライブ

ラリのデータ セット名を指定します。 この動的インストール プログラムは、実

行時に以下のタスクを実行します。 

■ ロード ライブラリを動的に APF 許可します。 

■ スーパーバイザ コール（SVC）をインストールします。 

■ サブシステムを追加します。 
 

CEEHLQ 

ユーザ サイトの C 言語環境高レベル修飾子を指定します。  
 

IMSHLQ 

ユーザ サイトの IMS 高レベル修飾子を指定します。 IMS の複数のリリース

が使用されている場合、最高レベルを指定してください。 この高レベル修飾

子は、以下のデータ セット用に DD ステートメントを生成するために使用さ

れます。 

DD DSN=imshlq.SDFSRESL 
 

MQSHLQ 

ユーザ サイトの WebSphere MQ 高レベル修飾子を指定します。 

WebSphere MQ の複数のリリースが使用されている場合、最高レベルを指

定してください。 この高レベル修飾子は、以下のデータ セット用に DD ス

テートメントを生成するために使用されます。 

DD DSN=mqshlq.SCSQAUTH 

DD DSN=mqshlq.SCSQLOAD 

DD DSN=mqshlq.SCSQANLE 
 

SYSTCPD 

システムの TCP/IP 構成ファイルの名前を指定します。 このパラメータは、

Hierarchical File System （HFS）パスとして指定することもできます。 

デフォルト： TCPIP.TCPIP.DATA 
 

TCPMBR 

TCP/IP データ セットがある場合、そのメンバ名を指定します。 

注： このパラメータが必要なのは、SYSTCPD パラメータで指定されたデータ 

セットが PDS である場合のみです。  

デフォルト： なし 
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OPTIONS 

お客様にライセンスされているオプションを有効にするように指定します。 こ

のオプションにはベース製品が含まれています。 オプション値を指定すると、

オプション コマンドを使用できます。 デフォルトでは、CA SYSVIEW メイン メ

ニューからオプション コマンドにアクセスできます。  

注： 1 つ以上のオプションを指定します。 

このパラメータの値には以下のようなものがあります。 

■ CAPTURE|NOCAPTURE - Event Capture Option 

■ CICS|NOCICS - CA SYSVIEW Option for CICS 

■ DATACOM|NODATACOM - CA SYSVIEW CA Datacom Option 

■ IMS|NOIMS - CA SYSVIEW Option for IMS 

■ MVS|NOMVS - CA SYSVIEW Option for z/OS 

■ MQSERIES|NOMQSERIES - CA SYSVIEW Option for WebSphere MQ 
 

■ TCPIP|NOTCPIP - CA SYSVIEW Option for TCP/IP 

■ WILYAPM|NOWILYAPM - CA SYSVIEW for CA APM  
 

COMPONENTS 

有効にする CA SYSVIEW コンポーネントを指定します。 コンポーネント値を

指定すると、コンポーネント コマンドを使用できます。 デフォルトでは、CA 

SYSVIEW メイン メニューからコンポーネント コマンドにアクセスできます。 

注： DB2 は新しいコンポーネントで、CA Insight for DB2 のライセンス（LMP 

キー）が必要です。 

このパラメータには以下の値が含まれます。 

■ DB2|NODB2 - CA Insight for DB2 

■ HCHECK|NOHCHECK - IBM Health Checker 

■ MIM|NOMIM - CA MIM Resource Sharing for z/OS 

■ ROSCOE|NOROSCOE - CA Roscoe 

■ USS|NOUSS - UNIX System Services 

■ XSYSTEM|NOXSYSTEM - クロス システム コンポーネント 

注： CA SYSVIEW のインストールの完了後に、これらのコンポーネントおよび

オプションの一部に関して、追加のインストールまたはカスタマイズ作業を

実行します。 
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SVC 

CA SYSVIEW で使用するスーパーバイザー コール（SVC）番号を指定します。 

タイプ 3 のユーザ SVC が必要です。 

デフォルト： 238 
 

SUBSYS 

システム パラメータ ライブラリで System Configuration Options メンバ名に対

してサフィックスを指定します。 別の製品にすでに使用されていない場合は、

GSVX を使用してください。 同じサブシステムは、CA SYSVIEW の複数のリ

リースを共有できます。 

デフォルト： SUBSYS=GSVX 
 

SITEID=siteid 

テクニカル サポートに問い合わせる際に使用する CA カスタマ サイト ID を

指定します。 このサイト ID を使用して、CA へ情報を FTP で送信します。 
 

JOBNAME 

インストール ジョブ用の JOB ステートメントを作成する際に使用するジョブ名

を指定します。 パラメータが指定されていない場合、インストール メンバの

名前が使用されます。  
 

NAME 

JOB ステートメントで指定されるプログラマ名を指定します。  
 

ACCT 

JOB ステートメントを作成する必要がある場合、アカウント番号を指定しま

す。  

デフォルト： ACCT=(00000000) 
 

NOTIFY 

ジョブ完了時に通知されるユーザ ID を指定します。 NO が指定された場合、

JOB ステートメントでこのパラメータは生成されません。  

デフォルト： NOTIFY=NO 
 

CLASS 

JOB ステートメントで使用するジョブ クラスを指定します。  

デフォルト： CLASS=A 
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MSGCLASS 

JOB ステートメントで使用するメッセージ クラスを指定します。  

デフォルト： MSGCLASS=A 
 

MSGLEVEL 

JOB ステートメントで使用するメッセージ レベルを指定します。  

デフォルト： MSGLEVEL=(1,1) 
 

ROUTE 

次のルート ステートメントを生成します： /*ROUTE PRINT userid。 NO が指定

された場合、このステートメントは生成されません。  

デフォルト： ROUTE=NO 
 

SYSAFF 

次のような、システムとの関連付けを行うステートメントを生成します： 

/*JOBPARM SYSAFF=sysname。 NO が指定された場合、このステートメントは

生成されません。  

デフォルト： SYSAFF=NO 
 

OUTC 

SYSOUT で使用する出力クラスを指定します。  

デフォルト： OUTC=* 
 

 

ASMPGM 

モジュールのアセンブルに使用されるプログラムの名前を指定します。 設

定可能な値は IEV90 または ASMA90 です。  

デフォルト： ASMPGM=ASMA90 
 

LINKPGM 

モジュールのリンク エディットに使用されるプログラムの名前を指定します。  

デフォルト： LINKPGM=IEWL 
 

詳細：  

INSTALL ジョブの変更および実行 (P. 63) 
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INSTALL による出力 

インストール中に、ジョブ INST0110 は、選択したメンバを INSTLIB から 

sysview.CNM4BSAM にコピーします。 コピーされたメンバは、SAMPLIB カラムに

メンバ名で表示されます。  

以下のテーブルは、インストール中に作成されるメンバを示しています。 

 

ジョブ/プロシージャ SAMPLIB 目的 

INST0005 なし SMPEHLQ がコーディングされる際に、ランタイム ライ

ブラリ セットを作成します。 

INST0010 なし システム情報ユーティリティ、GSVCUTIL を指定しま

す。 

INST0011 GSVXGSVX System Configuration Options メンバをシステム 

PARMLIB へコピーします 。 

INST0013 MVSMAPS MVS DSECT マップをアセンブルします。 

INST0020 ASMJES JES 構成モジュールをアセンブルおよびリンクします。 

INST0021 JESMAPS JES DSECT マップをアセンブルします。 

INST0030 CAPINDEX Event Capture 索引データ セットを初期化します。 

INST0031 なし CA GSS IMOD ライブラリを定義します。 

INST0032 なし IMOD ソース モジュールを CA GSS IMOD ライブラリに

ロードし、コンパイルします。 

INST0040 LOGRADTT ログ ストリーム Audit を割り当てます。 

INST0041 LOGRPLOT ログ ストリーム Plot を割り当てます。 

INST0042 LOGRXLOG ログ ストリーム Xlog を割り当てます。 

INST0043 LOGRSMFD ログ ストリーム SMFD を割り当てます。 

INST0044 LOGRCICS ログ ストリーム CICS を割り当てます。 

INST0045 LOGRIMTR ログ ストリーム IMS を割り当てます。 

INST0046 LOGRMQHR ログ ストリーム MQ を割り当てます。 

INST0050 CNVTSECU セキュリティ データ セットを変換します。 

INST0051 CNVTPROF プロファイル データ セットを変換します。 

INST0060 CSDUTIL CICS CSD オブジェクトを定義します。 
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ジョブ/プロシージャ SAMPLIB 目的 

INST0061 なし CICS オブジェクト メンバをリンク エディットして、CICS 

内部トレース テーブル エントリをフォーマットするロー

ド モジュールを作成します。 

INST0100 DYNMINST SVC、サブシステム、および APF ロード ライブラリを動

的にインストールします。 

INST0110 なし 後で使用するために、サンプル メンバを特定のライブ

ラリへコピーします 

USRM0001 なし デフォルトのサブシステム ID（SSID）をアセンブルしリ

ンクする USERMOD。 

IVPnnnnn なし インストールを検証します。  

注： このインストール検証プログラムが実行可能なの

は、インストールが完了し、CA SYSVIEW が開始したと

きです。 

ASMCMDX ASMCMDX コマンド EXIT をアセンブルします。 

ASMSDSFX ASMSDSFX SDSF コマンド EXIT をアセンブルします。 

CICSJCL CICSJCL サンプル CICS JCL ステートメントを示します。 

CICSMAPS CICSMAPS CICS DSECT マップをアセンブルします。 

EXPRPT EXPRPT EXPLORE Report Writer 用のサンプル ジョブ。 

FTPCA FTPCA CA サポートへデータ セットを FTP 送信するサンプル 

JCL。 

IMODLOAD IMODLOAD IMODS を CA SYSVIEW IMOD ライブラリにコピーしコン

パイルするユーティリティ ジョブ。 

IMSMAPS IMSMAPS IMS DSECT マップをアセンブルします。 

MIBCOMP MIBCOMP MIB コンパイラを示します。 

SYSVIEW SYSVIEW CA SYSVIEW メイン サービス スタートアップ手順を示し

ます。 

SYSVLCL SYSVLCL CA SYSVIEW ローカル 3270 インターフェース 起動手

順を示します。 

SYSVUSER SYSVUSER CA SYSVIEW ユーザ アドレス空間の起動手順を示しま

す。 

SYSVAUX SYSVAUX CA SYSVIEW 補助サービスの起動手順を示します。 
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ジョブ/プロシージャ SAMPLIB 目的 

EZREPORT EZREPORT サンプル CA Easytrieve レポート JCL を示します。 

SMPPTF なし 個別のテスト APAR および発行済み PTF を適用しま

す。 
 

ランタイム ライブラリの作成（INST0005） 

このオプションの手順によって、ユーザの環境用のランタイム ライブラリ セットが

作成されます。 

以下の手順に従います。 

1. SMPEHLQ の値をコーディングし、SMP/E ライブラリ用に別の HLQ を指定しま

す。 

ランタイム ライブラリ セットを作成するために、このサンプル JCL メンバ 

INST0005 が生成されます。  

2. システム環境設定オプション メンバでコーディングされている SMP/E ター

ゲット ライブラリをコピーします。 

ランタイム ライブラリが作成されます。 

注： SMPEHLQ の値を削除すると、INST0005 JCL は生成されません。または 

SMPEHLQ の値が PREFIX と同じになります。 
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システム情報ユーティリティ GSVCUTIL の実行（INST0010） 

システム情報ユーティリティ GSVCUTIL は、インストール時のユーザのシステム情

報を表示するレポートを提供します。 このユーティリティの実行後、その情報を

使用してユーザの GSVIINST パラメータ値を確認します。 

以下の手順に従います。 

1. データ セット sysview.SAMPJCL 内の INST0010 メンバを見直して、ジョブで

参照されているファイルが正しいことを確認します。 

2. INST0010 メンバをサブミットします。 

このジョブが条件コード 0 で終了すると、以下の情報が記載されたレポート

を受信します。 

■ z/OS システム 

■ サブシステム 

■ スーパーバイザ コール（SVC）テーブル 

■ APF（許可プログラム機能）リスト 

■ SYSVIEW LMP キー 

3. パラメータ値を確認します。  

a. レポートの情報を調べます。  

b. レポートに表示されたパラメータ値を、INSTALL ジョブを変更および実行

するために入力した値と比較します。 

c. 情報が正しくない場合は、パラメータ値を変更します。 

情報が正しい場合は、インストールを続行できます。 
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システム PARMLIB へのシステム環境設定オプションのコピー（INST0011） 

システム環境設定オプション メンバは、CA SYSVIEW の初期化中に環境設定オ

プションを設定するために使用されます。  

以下の手順に従います。 

1. sysview.CNM4BSAM データ セット内の INST0011 メンバを確認します。 

CNM4BSAM SMP/E ターゲット ライブラリにはサンプル GSVXGSVX メンバが

含まれています。 

2. INST0011 メンバをサブミットします。 

■ INST0011 は、システム環境設定オプション メンバを INSTALL ジョブで定

義されているシステム PARMLIB にコピーします。  

■ メンバ名は、INSTALL で指定された SUBSYS に基づいていて、以下の形

式になります。 

GSVX<subsys> 

subsys 

システム環境設定オプション メンバ名。 subsys のデフォルト値は  

GSVX です。そのため、デフォルトのシステム環境設定オプション メ

ンバ名は GSVXGSVX。です。  

■ INSTALL ジョブは、INSTALL の SUBSYS サフィックスを使用して、SAMPJCL 

内にシステム環境設定オプション メンバを生成します。 INST0011 はこ

のメンバをシステム PARMLIB にコピーします。 
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システム環境設定オプション 

システム環境設定オプションは、CA SYSVIEW の初期化中に設定されます。 大

文字と小文字は区別されません。 ジョブ INST0011 を実行する前に、以下のオ

プションを確認します。 

Administrator-Userid 

尐なくとも 1 つの管理者を定義するために、このオプションを使用します。 

このオプションを複数回をコーディングして、追加の管理者を指定できま

す。 

注： また、CA SYSVIEW SECURITY コマンドを使用して、追加の管理者を定義

することもできます。 

有効な値： 任意の有効なユーザ ID。 

デフォルト： なし 

CA-Customer-SiteID 

テクニカル サポートに問い合わせる際に使用する CA カスタマ サイト ID を

指定します。 このサイト ID を使用して、CA へ情報を FTP で送信します。 

有効な値： 7 桁の数値 

デフォルト： 0000000 

Company-Name 

このインストールに関連付けられる会社名を指定します。 この会社名は 

Event Captures に含まれています。 

有効な値： 32 文字の文字列。 名前に埋め込みブランクが含まれる場合は、

一重引用符で名前を囲みます。 

デフォルト： ' ' 

Component-DB2 

コンポーネント CA SYSVIEW for CA Insight DPM for DB2 をアクティブにする

かどうかを指定します。 この DB2 コンポーネントには、製品 CA Insight DPM 

for DB2 が必要です。 

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Component-Health-Check 

CA SYSVIEW Health Check をアクティブにするかどうかを指定します。 この 

Health Check コンポーネントは、オプション CA SYSVIEW for MVS のサブコン

ポーネントとして含まれています。 
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有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Component-MIM 

コンポーネント CA SYSVIEW for CA MIM Resource Sharing for z/OS をアク

ティブにするかどうかを指定します。 この CA MIM コンポーネントは、オプ

ション CA SYSVIEW for MVS のサブコンポーネントとして含まれています。 

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Component-ROSCOE 

コンポーネント CA SYSVIEW for CA Roscoe をアクティブにするかどうかを指

定します。 この CA Roscoe コンポーネントは、オプション CA SYSVIEW for 

MVS のサブコンポーネントとして含まれています。 

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Component-USS 

CA SYSVIEW for UNIX System Services（USS）をアクティブにするかどうかを指

定します。 この USS コンポーネントは、オプション CA SYSVIEW for MVS のサ

ブコンポーネントとして含まれています。 

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Component-XSYSTEM 

CA SYSVIEW Cross-System コンポーネントをアクティブにするかどうかを指定

します。 このクロス システム コンポーネントは、オプション CA SYSVIEW for 

MVS のサブコンポーネントとして含まれています。 

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Dsn-System-CAPINDEX 

Event Capture 索引データ セットの名前を指定します。 CA SYSVIEW の各イ

ンスタンスに一意のデータ セットを作成します。 

シンボリック置換変数を使用すると、定義がより簡単になります。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

例：  
SYSVIEW.CAPINDEX.PROD 
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SYSVIEW.CAPINDEX.TEST 

SYSVIEW.CAPINDEX.&SYSNAME 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CAPINDEX.SYSNAME 

共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できません。 

Dsn-System-CAPINDEX-HLQ 

Event Capture 索引データ セットの高レベル修飾子（HLQ）を指定します。 

CA SYSVIEW オンライン コマンドは、この HLQ を使用して複数の Event 

Capture 索引データ セットを参照します。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

例： SYSVIEW.CAPINDEX 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CAPINDEX  

Dsn-System-CAPDATA-HLQ 

Event Capture ライブラリ データ セットの高レベル修飾子（HLQ）を指定しま

す。 キャプチャの取得時に、CA SYSVIEW は HLQ を使用して新しいデータ 

セットを割り当てます。 完全なデータ セット名を作成するために、時刻と日

付のサフィックスが HLQ に追加されます。 

時刻と日付のサフィックス =Thhmmss.Dyymmdd 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名。 HLQ を 28 文字に制限して、時

間と日付をサフィックスとして追加できるようにします。 

例： SYSVIEW.CAPDATA 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CAPDATA 

Dsn-System-CAPLIB 

Event Capture ライブラリのデータ セット名を指定します。 Event Capture ライ

ブラリのメンバは、Event Capture 発生時に処理する手順のリストを定義しま

す。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BCAP 

共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できます。 

セキュリティ： すべてのユーザにデータ セットへのアクセス権がありますが、

すべてのユーザにこの権限が必要ということではありません。 SYSVIEW ユー

ザ インターフェース アドレス空間に割り当てられているユーザ ID には、

データ セットへのアクセス権限が必要です。 
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Dsn-System-CLISTLIB 

コマンド リスト ライブラリのデータ セット名を指定します。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名  

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BCLS 

共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できます。 

セキュリティ： すべてのユーザにデータ セットに対する読み取りアクセス権

限が必要です。  

Dsn-System-DATALIB 

永続データ ストアまたはデータ ライブラリのデータ セット名を指定します。 

CA SYSVIEW リリースをマイグレートまたは更新する際に、このデータ セットを

再利用できます。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BDAT 

共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できます。 このデータ セットは PDSE として割り当てられ、そのた

め、単一のシスプレックス内でのみ共有できます。 

セキュリティ： すべてのユーザにこのデータ セットに対する読み取りアクセス

権限が必要です。 SYSVIEW メイン サービス アドレス空間に割り当てられて

いるユーザ ID には、データ セットへの更新アクセス権限が必要です。 

Dsn-System-HELPLIB 

オンライン ヘルプ ライブラリのデータ セット名を指定します。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BHLP 

共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できます。  

セキュリティ： すべてのユーザにデータ セットに対する読み取りアクセス権

限が必要です。  

Dsn-System-MIBLIB 

MIB ライブラリのデータ セット名を指定します。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BMIB 
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共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できます。 

セキュリティ： すべてのユーザにデータ セットに対する読み取りアクセス権

限が必要です。 

Dsn-System-PANELLIB 

パネル ライブラリのデータ セット名を指定します。 パネル ライブラリには、オ

ンライン CA SYSVIEW 表示用の MENU 定義が含まれています。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BPNL 

共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できます。 

セキュリティ： すべてのユーザにデータ セットに対する読み取りアクセス権

限が必要です。  

Dsn-System-PARMLIB 

パラメータ ライブラリのデータ セット名を指定します。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BPRM 

共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できます。 

セキュリティ： すべてのユーザにデータ セットに対する読み取りアクセス権

限が必要です。 

Dsn-System-PLOTLIB 

プロット定義ライブラリのデータ セット名を指定します。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BPLT 

共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できます。 

セキュリティ： すべてのユーザにデータ セットに対する読み取りアクセス権

限が必要です。 

Dsn-System-PROFILE 

プロファイル ライブラリのデータ セット名を指定します。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 
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デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BPRF 

共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できます。 プロファイル データ セットが PDS として割り当てられ

る場合、そのデータ セットは複数のシスプレックス間で共有できます。 プロ

ファイル データ セットが PDSE として割り当てられる場合、そのデータ セット

は単一のシスプレックス内でのみ共有できます。 

セキュリティ： すべてのユーザにデータ セットに対する読み取りアクセス権

限が必要です。 ユーザはオンライン セッション中に、プロファイル設定を変

更できます。 ユーザは、ユーザ設定をハードニングするためにデータ セット

への更新アクセス権限が必要です。  

Dsn-System-REXXLIB 

REXX EXEC ライブラリのデータ セット名を指定します。 このデータ セットには、

CA SYSVIEW が使用するテキストおよびコンパイル済みの REXX EXEC が含ま

れています。 

このライブラリは、ユーザが TSO/ISPF インターフェースへログインする際に、

SYSEXEC DD に動的に連結されます。 

ライブラリは RECFM=F データ セットとしてインストールされます。 インストー

ルに SYSEXEC DD 用の RECFM=V を使用する場合は、RECFM=V データ セッ

トに SYSVIEW REXX ライブラリをコピーし変換します。 

コンパイルされた REXX EXEC は、RECFM=F データ セットから RECFM=V デー

タ セットに単純にコピーできません。 これらの EXEC も変換が必要です。 

CA SYSVIEW によって提供される 2 つの REXX ユーティリティ EXEC を使用し

て、SYSVIEW REXX EXEC をコピーおよび変換します。  

■ GSVUCFV1 - ISPF ライブラリ管理サービスを使用して、1 つ以上の REXX 

EXEC を RECFM=F データ セットから RECFM=V データ セットにコピーしま

す。 この EXEC は、GSVUCFV2 EXEC を呼び出して、コピーされたコンパイ

ル済みの REXX EXEC を変換することもできます。 

■ GSVUCFV2 - ISPF ライブラリ管理サービスを使用して、単一のコンパイル

済み REXX EXEC を RECFM=F データ セットから RECFM=V データ セット

に変換します。 

CA SYSVIEW によって SAMPLIB データ セット内で REXXFTOV ジョブが提供さ

れ、REXX EXEC がコピーおよび変換されます。 REXXFTOV SAMPLIB JCL メン

バ： 

1. GSVUCFV1 を呼び出して、RECFM=F データ セットから RECFM=V データ 

セットに REXX EXEC をすべてコピーします。 
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2. GSVUCFV2 を呼び出して、コピーされたコンパイル済みの REXX EXEC を

変換します。 

Dsn-System-REXXLIB= RECFM モジュール パラメータでは、変換された 

RECFM=V データ セットのデータ セット名を指定する必要があります。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BREX 

共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できます。 

セキュリティ： すべてのユーザにデータ セットに対する読み取りアクセス権

限が必要です。 

Dsn-System-SAMPLIB 

サンプル ライブラリのデータ セット名を指定します。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BSAM 

共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できます。 

セキュリティ： すべてのユーザにデータ セットへのアクセス権がありますが、

すべてのユーザにこの権限が必要ということではありません。 

Dsn-System-SECURITY 

セキュリティ ライブラリのデータ セット名を指定します。  

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BSEC 

共有： このデータ セットは CA SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステ

ム間で共有できます。 

セキュリティ： すべてのユーザにデータ セットに対する読み取りアクセス権

限が必要です。 管理者には更新アクセス権限が必要です。 

Dsn-System-TEMPLATE  

テンプレート ライブラリのデータ セット名を指定します。 

有効な値： 任意の有効なデータ セット名 

デフォルト： NOT.DEFINED.SYSVIEW.CNM4BTMP 

共有： このデータ セットは SYSVIEW の複数のインスタンスおよびシステム間

で共有できます。 
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セキュリティ： すべてのユーザにデータ セットに対する読み取りアクセス権

限が必要です。 

Dump-Destination 

CA SYSVIEW がダンプ データ セットを割り当てる際に使用する出力先を指

定します。 ダンプ データ セットを割り当てる際に値を指定します。そうしな

いと、送信先は使用されません。 ダンプを特定のユーザへ送るために、パ

ラメータ Dump-Remote-Userid でこのパラメータ オプションを使用します。 

有効な値： 任意の有効な送信先。 

デフォルト： なし 

Dump-Remote-Userid 

CA SYSVIEW がダンプ データ セットを割り当てる際に使用するリモート ユー

ザ ID を指定します。 ダンプ データ セットを割り当てる際に値を指定します。

そうしないと、リモート ユーザ ID は使用されません。 パラメータ 

Dump-Destination に対して値が指定されなかった場合も、このパラメータに

対して指定された値はすべて無視されます。 

有効な値： 任意の有効なユーザ ID。 

デフォルト： なし 

Dump-SYSOUT-Class 

CA SYSVIEW がダンプ データ セットを割り当てる際に使用する SYSOUT クラ

スを指定します。 ダンプ データ セットを割り当てる際に、ユーザ ID が使用

されます。 

有効な値： 任意の有効なクラス。 

デフォルト： A 

Exit-Module-Command 

コマンド EXIT モジュール名を指定します 

有効な値： 任意の有効なメンバ名。 

デフォルト： GSVXCMDX 

Exit-Module-SDSF 

SDSF コマンド EXIT モジュール名を指定します。 

有効な値： 任意の有効なメンバ名。 

デフォルト： GSVXSDSX 

JES-Name 
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（オプション）デフォルトの JES サブシステム名を指定します。 このオプション

のパラメータが指定されない場合、プライマリ JES サブシステムが使用されま

す。 セカンダリ JES2 サブシステムで CA SYSVIEW を使用するには、このパラ

メータにセカンダリ JES2 サブシステムのサブシステム名を指定する必要があ

ります。 

有効な値： 任意の有効な JES サブシステム名。 

デフォルト： なし 

Map-Member-System  

アセンブルされた z/OS 制御ブロック マップ メンバの名前を定義します。  

有効な値： マップ ライブラリにある任意の有効なメンバ名。 

デフォルト： GSVXMAPS 

Option-CICS 

CA SYSVIEW for CICS をアクティブにするかどうかを指定します。 

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Option-DATACOM 

CA SYSVIEW for DATACOM をアクティブにするかどうかを指定します。 

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Option-Event-Capture 

CA SYSVIEW Event Capture をアクティブにするかどうかを指定します。 

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Option-MVS 

CA SYSVIEW for MVS をアクティブにするかどうかを指定します。 

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Option-IMS 

CA SYSVIEW for IMS をアクティブにするかどうかを指定します。  

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 
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Option-TCPIP 

CA SYSVIEW for TCP/IP をアクティブにするかどうかを指定します。 

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Option-WebSphereMQ 

CA SYSVIEW for WebSphere MQ をアクティブにするかどうかを指定します。  

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Option-WilyAPM 

CA SYSVIEW for CA APM をアクティブにするかどうかを指定します。  

有効な値： Yes または No 

デフォルト： No 

Route-Code 

CA SYSVIEW が発行する可能性のあるすべての WTO および WTOR マクロ 

で使用するコンソール ルート コードを指定します。 このルート コードは 10 

進数として指定されます。 複数のルート コードが必要な場合、パラメータ 

Route-Code は複数回指定できます。 各指定に 1 つのルート コードが含ま

れます。  

例：  

Route-Code 2 

Route-Code 11 

有効な値： 1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、11、12、13、14、15、16 

デフォルト： 2、11 

Security-Validation 

セキュリティ確認および検証の実行方法を指定します。  

有効な値： 

■ USER - インターフェース CICS、VTAM およびローカル 3270 へのセッショ

ン ログオン時のユーザ ID およびパスワードを検証するために使用する 

System Authorization Facility（SAF）を指定します 。 TSO、ISPF および CA 

Roscoe など他のインターフェースについては、ユーザ ID のみが検証さ

れます。  
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■ GROUP - 使用する内部 SYSVIEW セキュリティ グループを決定するため

に使用する、外部セキュリティ製品のユーザ ID に割り当てられるグルー

プ名を指定します。 この GROUP オプションには USER オプション機能が

すべて含まれます。  

■ NO - CICS、VTAM またはローカル 3270 インターフェースへのログオン時

に、ユーザ ID 検証が実行されないことを指定します。 

デフォルト： USER 

SVC-Number 

CA SYSVIEW が使用するスーパーバイザ コール（SVC）番号を指定します。 

有効な値： 200 ～ 255 

デフォルト： なし  

SYSOUT-Class  

動的に割り当てられたファイル用のデフォルト SYSOUT クラスを指定します。  

有効な値： 任意の有効なクラス 

デフォルト： '*'  

TCP-SYSTCPD-Dsn  

システムの TCP/IP 構成ファイルの名前を指定します。 この名前は、HFS（階

層ファイル システム）パスとして指定できます。 

有効な値： 任意の有効なデータ セットまたはパス名 

デフォルト： VTAM.TCPIP.TCPIP.DATA 

TCP-SYSTCPD-Member 

TCP/IP データ セットから使用するメンバ名（ある場合）を指定します。 このパ

ラメータは、TCP-SYSTCPD-Dsn パラメータの中で指定されたデータ セットが 

PDS である場合のみ必要です。 

このメンバ パラメータは、システム シンボルの使用をサポートします。 

TCP-SYSTCPD-Member パラメータで指定できる文字列の最大長は 24 バイト

です。 文字列の 24 バイトを超える部分は切り捨てられます。 文字列内のシ

ンボルが解決される場合、最終的なメンバ名は TCP-SYSTCPD-Member 値の

最初の 8 バイトで構成されます。 文字列の 8 バイトを超える部分は切り捨て

られ、無視されます。  

有効な値： 任意の有効なメンバ名。 

デフォルト： なし  

User-Abend-Code 
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発行されたすべてのユーザ異常終了に使用する ABEND コードを指定しま

す。 ABEND の理由を識別するために、一意の理由コードが使用されます。  

有効な値： 0 から 4095 までの数 

デフォルト： 2999 

VTAM-Applid 

CA SYSVIEW VTAM インターフェースが使用する VTAM APPL 名を指定しま

す。 

<producgtname> VTAM インターフェースを開始する START コマンドの 

APPLID パラメータでこのパラメータをオーバーライドします。  

有効な値： 任意の有効なアプリケーション ID 名。 

デフォルト： なし 

VTAM-SPO-Applid 

CA SYSVIEW VTAM コマンドで使用されるデフォルトの VTAM APPL 名をオー

バーライドする値を指定します。 指定する値は 3 文字から 8 文字の長さで、

末尾が 2 桁の数値である必要があります。 

このパラメータの値を指定する場合は、sysview.CNM4BSAM データ セット内

の SYSVAPPL メンバで、対応する APPL 名を変更します。 

SYSVAPPL メンバ内で指定された最初の名前は、VTAM-SPO-Applid パラメー

タ値と一致します。 末尾の数値を 1 づつ増分することにより、追加の APPL 

名を指定できます。 末尾の数値は 00 からスタートする必要はありませんが、

使用されるのは開始値と連続している数値のみです。  

有効な値： 2 桁の数値で終了する、3 から 8 文字。 

デフォルト： なし  
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MVS 制御ブロック マップのアセンブル（INST0013） 

CA SYSVIEW の MAP コマンドを使用すると、仮想ストレージ内のあらゆるシステ

ムまたはユーザ定義の制御ブロックを表示することができます。 DSECT または制

御ブロック構造が、使用しているソフトウェア リリースのもので作成されるように、

制御ブロック マップをアセンブルしてください。 

制御ブロック マップのアセンブル方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0013 メンバを調べ、ジョブで参照さ

れているファイルがすべて正しいことを確認します。 

2. INST0013 メンバをサブミットします。  

ジョブが条件コード 0 で終了した場合は、制御ブロック マップは正常にアセンブ

ルされています。 
 

制御ブロック マップをアセンブルする際の保守に関する考慮事項 

システムに保守を適用する場合、以下を考慮してください。 

■ z/OS への保守の適用後、GSVXMAPS オブジェクトを再アセンブルする必要

があります。 

■ 以下が当てはまる場合は、SYSLIB 連結に SYS1.SMPMTS データ セットを含

めます。 

– 受理されないシステムに適用される保守がある。 

– 現在のシステムが保守で実行中である。 
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JES 構成名テーブルの更新 

JES parmlib メンバは、関連する JES 設定モジュールおよびマップ モジュール名

と同様に、CA SYSVIEW によって使用される JES サブシステムを指定するために

使用されます。 

CA SYSVIEW が使用される各システムの JES 設定モジュールを作成します。 

JES 構成名テーブルの更新方法 

1. sysview.CNM4BPRM データ セット内の JES parmlib メンバにアクセスします。 

JES parmlib メンバには JES 構成名テーブルが含まれます。 

2. 提供されたテーブルに適切な情報を入力して JES parmlib メンバ内の JES 

構成名テーブルを変更します。  

各カラムに指定されたテーブル エントリを以下の表に示します。 

 

キーワード カラム 説明 

SysName 01-08 z/OS システム名を定義します。 任意のシステム名と一致す

るようにするには、キーワード「ANY」を指定します。 

JES 10-17 JES サブシステム ID を定義します。 

Module 19-26 サブシステム用の JES 構成モジュール名を定義します。 

Maps 28-35 JES 制御ブロック マップ メンバを定義します。 
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JES 構成名テーブルの仕組み 

CA SYSVIEW はセッションの初期化時に、JES parmlib メンバを検索し、SysName 

カラムに一致する OS システム名を検出します。 JES サブシステムへの一致を検

出することで、JES 関連のコマンドへのアクセスが可能になります。  

マッチングは以下のように行われます。 

■ GEN モジュール中で指定された JESNAME パラメータの値が、JES カラムで

指定された JES サブシステム ID と比較されます。  

一致する場合、以下が行われます。 

1. Module カラムで指定された JES 構成モジュールがロードされます。  

2. その後、JES 構成モジュールにアセンブルされた JES 製品レベルおよび

サービス レベルが、JES サブシステムの製品レベルおよびサービス レベ

ルと比較されます。  

– 一致する場合、検索が完了します。  

– 一致しない場合、SysName カラムの別の一致するシステム名を探し

て検索が続行されます。 

■ JES parmlib メンバ全体を検索して、JES 製品レベルは一致するが、サービス 

レベルが一致しない場合。  

– 一致する JES 構成モジュールが使用され、サービス レベルが一致しな

いという警告メッセージが表示されます。 

– 保守が適用されています。 

– JES 構成モジュールを再アセンブルする必要があります。 

■ 一致する JES 構成モジュールが見つからない場合。 

– JES サービスの初期化が終了します。 

– JES 関連コマンドは使用できません。 

■ 任意のシステム名に一致する任意のシステム名を使用できますが、JES 構

成モジュールの製品レベルおよびサービス レベルは、実行中の JES サブシ

ステムと一致する必要があります。  

■ JES parmlib メンバのいずれのカラムでも、一般的なワイルドカードによるマッ

チングは実行されません。 
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JES 構成モジュールの命名規則 

以下に、JES バージョンまたは z/OS SMF ID のいずれかに基づいた、推奨される

命名規則を示します。 

■ JES バージョンに基づいたモジュールとマップの命名 

モジュール名： JESnvrrq 

マップ： MAPnvrrq 

n 

JES システムを指定します。 設定可能な値： 

■ JES2 の場合 2 

■ JES3 の場合 3 

v 

JES バージョンを指定します。 

rr 

JES リリースを指定します。 

q 

必要に応じて修飾子を指定します。 

■ z/OS SMF ID に基づいたモジュールとマップの命名 

モジュール： JESnsmf 

マップ： MAPnsmf 

n 

JES システムを指定します。 設定可能な値： 

■ JES2 の場合 2 

■ JES3 の場合 3 

smf 

z/OS の SMF ID （最大 4 文字）を指定します。 
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例： JES 構成名テーブルへのエントリの追加 

次の例では JES バージョンでの命名規則を使用しています。 
*....+....1....+....2....+....3....+....4....+....5....+....6....+....7 

*=====================================================================* 

*  System name SY01 is running JES2.                                  * 

*  The associated JES Configuration module is JES2111.                * 

*  The DSECT maps for JES2 have been assembled into member MAP2111.   * 

*=====================================================================* 

*SysName JES      Module   Maps                                        

*------- -------- -------- --------                                    

SY01     JES2     JES2111  MAP2111                                     

                                                                        

*=====================================================================* 

*  System name SY02 is running JES3.                                  * 

*  The associated JES Configuration module is JES3111.                * 

*  The DSECT maps for JES3 have been assembled into member MAP3111.   * 

*=====================================================================* 

*SysName JES      Module   Maps                                        

*------- -------- -------- --------                                    

SY02     JES3     JES3111  MAP3111                                     

                                                                        

*=====================================================================* 

*  This is a "Catch-All" entry that will match all system names       * 

*  running JES2.                                                      * 

*  The associated JES Configuration module is JES2109.                * 

*  The DSECT maps for JES2 have been assembled into member MAP2109.   * 

*=====================================================================* 

*SysName JES      Module   Maps                                        

*------- -------- -------- --------                                    

ANY      JES2     JES2109  MAP2109                                     

                                                                        

*=====================================================================* 

*  This is a "Catch-All" entry that will match all system names       * 

*  running JES3.                                                      * 

*  The associated JES Configuration module is JES3110.                * 

*  The DSECT maps for JES3 have been assembled into member MAP3110.   * 

*=====================================================================* 

*SysName JES      Module   Maps                                        

*------- -------- -------- --------                                    

ANY      JES3     JES3110  MAP3110 
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JES 構成モジュールのアセンブルおよびリンク（INST0020） 

JES 構成モジュールには、JES2 および JES3 の両方に関するリリース固有の情報

が含まれます。 この情報は JES データの取得に使用されます。 

CA SYSVIEW を使用している各システム用の JES 構成モジュールをアセンブルお

よびリンクする必要があります。 

システムの組み合わせ、および JES2 と JES3 のバージョンによっては、このジョブ

を複数回実行する必要がある場合があります。 適用された保守のレベルが異な

るシステムは、それぞれ別のバージョンと見なされます。 

JES 構成モジュールをアセンブルおよびリンクする方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0020 メンバを調べ、ジョブで参照さ

れているファイルがすべて正しいことを確認します。 

2. SET ステートメントを変更して、JES2 および JES3 の構成モジュールを作成し

ます。 

■ JES2 構成モジュールを作成するには、以下の SET ステートメントを変更

します。 

SET  JES=JES2 

SET  MODULE=JES2vrrq 

■ JES3 構成モジュールを作成するには、以下の SET ステートメントを変更

します。 

SET  JES=JES3 

SET  MODULE=JES3vrrq 

SET MODULE= ステートメントで指定された名前は、PARMLIB の JES メンバ

（JES 構成名テーブル）の中で指定された名前と一致する必要があります。 

3. INST0020 ジョブをサブミットします。 

INST0020 ジョブのすべての手順が条件コード 0 で終了した場合は、システ

ムによって JES 構成モジュールが正常にアセンブルおよびリンクされていま

す。  

注： 何らかのアセンブリ エラーが発生した場合は、http://ca.com/support で、

テクニカル サポートにお問い合わせください。 エラーのある行を表示するには、

ソースメンバの JOFFT マクロで LIST=YES を指定するようにしてください。 

重要： ターゲット システムと異なるオペレーティング システム レベルでこのジョ

ブを実行している場合は、SYSLIB 連結を変更してターゲット SYSRES へのボ

リューム リファレンスを追加する必要があります。 
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JES 構成モジュールをアセンブルおよびリンクする際の保守に関する考慮事項 

システム または CA SYSVIEW 製品に保守を適用する場合、以下を考慮してくだ

さい。 

■ JES （JES2 または JES3）に保守が適用された時、および CA SYSVIEW のリリー

スが新しくなった時には、常に JES 構成モジュールを再アセンブルする必要

があります。 

■ 以下が当てはまる場合は、SYSLIB 連結に SYS1.SMPMTS データ セットを含

めます。 

– 受理されないシステムに適用される保守がある。 

– 現在のシステムが保守で実行中である。 
 

JES 制御ブロック マップのアセンブル（INST0021） 

CA SYSVIEW の MAP コマンドを使用すると、仮想ストレージ内のあらゆるシステ

ムまたはユーザ定義の制御ブロックを表示することができます。 DSECT または制

御ブロック構造が、使用しているソフトウェア リリースのもので作成されるように、

制御ブロック マップをアセンブルしてください。 

制御ブロック マップのアセンブル方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0021 メンバを調べ、ジョブで参照さ

れているファイルがすべて正しいことを確認します。 

2. MAPIN および MAPOUT の値を設定します。 

■ JES2 マップ モジュールを作成するには、以下の SET ステートメントを変

更します。 

SET MAPIN=JES2MAPS 

SET MAPOUT=MAP2vrrq 

■ JES3 マップ モジュールを作成するには、以下の SET ステートメントを変

更します。 

SET MAPIN=JES3MAPS 

SET MAPOUT=MAP3vrrq 

SET MAPOUT= ステートメントで指定された名前は、PARMLIB の JES メンバ

（JES 構成名テーブル）の中で指定された名前と一致する必要があります。 

3. INST0021 メンバをサブミットします。  

ジョブが条件コード 0 で終了した場合は、制御ブロック マップは正常にアセ

ンブルされています。 
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制御ブロック マップをアセンブルする際の保守に関する考慮事項 

システムに保守を適用する場合、以下を考慮してください。 

■ JES （JES2 または JES3）に保守を適用した後には、JES マップ オブジェクトを

再アセンブルします。 

■ 以下が当てはまる場合は、SYSLIB 連結に SYS1.SMPMTS データ セットを含

めます。 

– 受理されないシステムに適用される保守がある。 

– 現在のシステムが保守で実行中である。 
 

Event Capture インデックス データ セットの初期化（INST0030） 

Event Capture インデックス データセットを初期化して、キャプチャしたイベント リ

ストのカタログを作成します。 Event Capture オプションが利用可能ではない場

合でも、Event Capture インデックスが使用されます。 イベント キャプチャを実行

し、診断用に CA に送信することができます。 

注： 前リリースのインデックス データをアップグレードおよび再利用する場合は、

この手順を省略して構いません。 

共有 DASD 上でデータ セットが割り当てられている場合は、共通または共有の

インデックス データ セットをすべてのシステムで使用することができます。 また、

各システムで個別のインデックス データ セットを使用することもできます。 このイ

ンデックス ファイルは VSAM KSDS （キー順次データ セット）として定義されます。 

個別のインデックス データ セットを使用する場合、インデックス データセットを

指定する高レベル修飾子にシステム名が含まれている必要があります。 システ

ム名は &SYSNAME シンボリック パラメータを使用して指定します。 

Event Capture インデックス データ セットの初期化方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0030 メンバを調べ、ジョブで参照さ

れているファイルがすべて正しいことを確認します。  

2. INST0030 メンバをサブミットします。  

ジョブが条件コード 0 で終了した場合は、Event Capture インデックス データ 

セットは正常に初期化されています。 
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IMOD データ セットの定義およびロード（INST0031 - INST00321） 

情報モジュール（IMOD）に使用されるソース メンバは、PDS データ セット 

sysview.CNM4BISR で配布されます。  IMOD ソース メンバは CA GSS IMODLIB 

VSAM データ セットにロードされ、コンパイルされます。 

以下の手順に従います。 

1. sysview.SAMPJCL データ セットの INST0031 および INST0032 メンバで、JCL 

を変更します。  

2. INST0031 ジョブをサブミットします。 

このジョブは IMOD VSAM データ セットを定義します。 

3. INST0032 ジョブをサブミットします。 

このジョブは以下機能を実行します。 

a. ソース IMOD REXX EXEC をソース IMOD PDS から VSAM IMOD データ 

セットにロードします。 

b. IMOD を VSAM データ セットにコンパイルします。 
 

ログ ストリームの定義（INST0040 - INST0046） 

注： アップグレードでの使用で、すでにログ ストリームが定義済みである場合は、

それらのログ ストリームを再利用できます。 

注： ログ ストリーム サイズの考慮事項の詳細については、「Administration 

Guide」を参照してください。 

以下のタイプの収集データをオンラインで表示できるようにするには、まずログ 

ストリームを定義する必要があります。 

■ 履歴オーディット イベント データ レコード 

■ 履歴プロット データ レコード 

■ 監視対象データ レコード 

■ 例外レコード 
 

注： INST0040 から INST0046 までの手順の実行に先だち、z/OS システム ロガー 

サービスがアクティブであり、LOGR ポリシーが定義済みである必要があります。 
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ログ ストリームの定義方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0040 から INST0046 までのメンバを

調べ、ジョブで参照されているファイルがすべて正しいことを確認します。 

2. 以下のサンプル定義で示されているようにログ ストリームを定義します。この 

JCL では、DASD のみのログ ストリームを定義し、ログ ストリームの特性を一

覧表示します。 

//INST004* JOB (09900000),'PROGRAMMER NAME', 

    REGION=0M, 

    MSGCLASS=A, 

    CLASS=A, 

    MSGLEVEL=(1,1) 

//DEFINE   EXEC  PGM=IXCMIAPU,REGION=0M 

//SYSPRINT DD SYSOUT=* 

//SYSIN    DD * 

DATA TYPE(LOGR) REPORT(NO) 
 

DEFINE LOGSTREAM 

    NAME(ssidrrm.taskname.type.smfi) 

    AUTODELETE(YES) 

    DASDONLY(YES) 

    DESCRIPTION(....16chars.....) 

    DIAG(NO) 

    EHLQ(LOGGER) 

    HIGHOFFLOAD(70) 

    LOWOFFLOAD(0) 

    LS_SIZE(1000) 

    MAXBUFSIZE(32767) 

    MODEL(NO) 

    OFFLOADRECALL(YES) 

    RETPD(7) 

    STG_SIZE(750) 
 

LIST LOGSTREAM 

    NAME(ssidrrm.taskname.type.smfi) 

    DETAIL(YES) 
 

3. 各システム上で必要な z/OS ログ ストリームを定義する適切なジョブをサブ

ミットします。 

ジョブが条件コード 0 で終了した後、ログ ストリームをオンラインで表示でき

ます。 レコードはこれらのログ ストリームに SMF 形式で書き込まれます。 
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ログ ストリームのガイドライン 

ログ ストリームの定義では、以下のガイドラインに従ってください。 

■ SMS がユーザのログ ストリーム データ セットを管理している。 

■ SMS データ クラスがデータ圧縮をサポートしている。 

■ ログ ストリームの命名規則を遵守します。 

注： アップグレードでの使用で、すでにログ ストリームが定義済みである場

合は、それらのログ ストリームを再利用できます。 
 

  

■ 利用可能なログ データ タイプを使用している。 

利用可能なログ データ タイプは、以下のとおりです。 

ADTT 

オーディット イベント レコードを示します。 

IMRS 

IMS 領域サマリ レコードを示します。 

IMTR 

IMS トランザクション レコードを示します。 

MQHR 

MQ の履歴リクエストを示します。 

PLOT 

履歴プロット レコードを示します。 
 

SMFD 

SMF データ レコードを示します。 

TRAN 

CICS の詳細トランザクション レコードを示します。 

TSUM 

CICS トランザクション サマリ レコードを示します。 

SYSD 

CICS システム間隔データ レコードを示します。 
 



CA MSM なしで設定する方法 

 

156  インストール ガイド 
 

XLOG 

すべてのコンポーネントの例外レコードを示します。 

注： 複数のログ データ タイプがログ ストリームを共有できますが、SMFD と 

TRAN のデータ タイプを含むログ ストリームを共有することはお勧めしませ

ん。 これらのログに書き込まれるデータ レコードのサイズは、他のタイプのロ

グに書き込まれるものよりも遙かに大きくなります。  
 

■ LOGSTREAM の説明の規則に従っている。 

LOGSTREAM の説明は 16 文字で、空白を含めることはできません。 
 

ログ ストリーム命名規則 

ログ ストリームの命名規則に従って、オンライン表示のためのログ ストリームを定

義します。  

以下の命名規則をお勧めします。この規則は 26 文字の制限に準じています。 

ssidrrm.taskname.type.smfi  

ssid 

SYSVIEW サブシステム ID を指定します 

rrm. 

リリース番号および区切り記号文字を指定します 
  

taskname. 

所有する SYSVIEW タスクおよび区切り記号文字を指定します 
 

type. 

ログ データ タイプ修飾子および区切り記号文字を指定します 

smfi 

SMF ID を指定します 
 

制限： 26 文字のログ ストリーム名。名前は SYSPLEX 全体で一意である必要があ

ります（SYSPLEX 全体で一意であるログ ストリーム名を提供するものであれば、ど

のような命名規則も容認されます）。 
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例： ログ ストリーム命名規則 

ログ ストリーム名として推奨する命名規則の例を以下の表に示します。 

 

Taskname.Type ログ ストリーム名 

AUDIT.ADTT GSVX130.AUDIT.ADTT.smfid 

IMSLOGR.IMRS GSVX130.IMSLOGR.IMRS.smfid 

IMSLOGR.IMTR GSVX130.IMSLOGR.IMTR.smfid 

MQSDATA.MQHR GSVX130.MQSDATA.MQHR.smfid 

SMFDATA.PLOT GSVX130.SYSDATA.PLOT.smfid 

SYSDATA.SMFD GSVX130.SMFDATA.SMFD.smfid 

SYSDATA.XLOG GSVX130.SMFDATA.XLOG.smfid 

CICSLOGR.TRAN GSVX130.CICSLOGR.TRAN.smfid 

CICSLOGR.TSUM GSVX130.CICSLOGR.TSUM.smfid 

CICSLOGR.SYSD GSVX130.CICSLOGR.SYSD.smfid 

CICSLOGR.XLOG GSVX130.CICSLOGR.XLOG.smfid 
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手順 1： オーディット イベント用のログ ストリームの定義（INST0040） 

この手順では、履歴オーディット イベント データ レコードを含めるログ ストリーム

のセットを定義します。 

各システムで定義されているオーディット イベント データ レコードそれぞれに対

して、固有のログ ストリームを作成する必要があります。 

履歴オーディット イベント データ レコード用ログ ストリームの定義方法 

1. この手順の後に示される例に従って、ログ ストリームを指定します。 

2. 定義されたログ ストリームの名前を以下の parmlib メンバ内で指定します。 

AUDIT 

LOGSTREAM-AUDIT-NAME   logstream.name 

オーディット ログ機能を使用しないか、またはログ ストリームが定義され

ていない場合は、以下のオプションを設定します。 

LOGSTREAM-AUDIT-NAME   NONE 

LGLOOKUP 

Sysname  Logname......LogStream-Name 

sysname  AUDIT        logstream.name 

3. INST0040 ジョブをサブミットします。 

履歴オーディット イベント データ レコード用のログ ストリームが定義され、ログ 

ストリームの内容がオンラインで表示できます。 
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例： DASD のみのオーディット ログ ストリームの定義 

この例では、履歴オーディット イベント データ レコードを収集するための、DASD 

のみのオーディット ログ ストリームを定義しています。  

DATA TYPE(LOGR) REPORT(NO) 

DEFINE LOGSTREAM 

       NAME(GSVX130.AUDIT.ADTT.smfi) 

       AUTODELETE(YES) 

       DASDONLY(YES) 

       DESCRIPTION(AUDIT_LOG) 

       DIAG(NO) 

       EHLQ(LOGGER) 

       HIGHOFFLOAD(70) 

       LOWOFFLOAD(0) 

       LS_SIZE(5000) 

       MAXBUFSIZE(32767) 

       MODEL(NO) 

       OFFLOADRECALL(YES) 
 

       RETPD(7) 

       STG_SIZE(3500) 
 

オーディット イベントのログ ストリームのオンライン表示 

オーディット イベント データ ロガーによって作成されたレコードを含むログ スト

リームを定義した後は、ログ ストリームをオンラインで表示することができます。  

ログ ストリームを表示するために以下のコマンドを使用します。 

AUDITLOG 

オーディット イベント データ収集ログを表示します。 

ログ ストリームが表示されます。 
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手順 2： 履歴プロット データ レコード用のログ ストリームの定義（INST0041） 

データ コレクタによって作成されたオンライン履歴プロット データ レコードを表

示するには、それらのレコードが含まれるログ ストリームを定義します。 

各システムで固有のログ ストリームを作成する必要があります。 

履歴プロット データ レコード用のログ ストリームの定義方法 

1. この手順の後に示される例に従って、ログ ストリームを指定します。 

2. 定義されたログ ストリームの名前を以下の parmlib メンバ内で指定します。 

SYSDATA 

LOGSTREAM-PLOTLOG-NAME   logstream.name 

プロット ログ機能を使用しないか、またはログ ストリームが定義されてい

ない場合は、以下のオプションを設定します。 

LOG-PLOT-RECORDS         NO 

LOGSTREAM-PLOTLOG-NAME   NONE 

LGLOOKUP 

Sysname  Logname......LogStream-Name 

sysname  PLOTLOG      logstream.name 

3. INST0041 ジョブをサブミットします。 

履歴プロット データ レコード用のログ ストリームが定義され、ログ ストリーム

の内容がオンラインで表示できます。 
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例： DASD のみのログ ストリームの定義 

この例では、履歴プロット イベント データ レコードを収集するための、DASD の

みのログ ストリームを定義しています。  

DATA TYPE(LOGR) REPORT(NO) 

DEFINE LOGSTREAM 

       NAME(GSVX130.SYSDATA.PLOT.smfi) 

       AUTODELETE(YES) 

       DASDONLY(YES) 

       DESCRIPTION(PLOT_LOG) 

       DIAG(NO) 

       EHLQ(LOGGER) 

       HIGHOFFLOAD(70) 

       LOWOFFLOAD(0) 

       LS_SIZE(1000) 

       MAXBUFSIZE(32767) 

       MODEL(NO) 

       OFFLOADRECALL(YES) 

       RETPD(30) 

       STG_SIZE(750) 
 

履歴プロット データ レコードのオンライン表示 

データ コレクタによって作成された履歴プロット データ レコードを含むログ スト

リームを定義した後は、ログ ストリームをオンラインで表示することができます。  

ログ ストリームを表示するために以下のコマンドを使用します。 

LGLOGS 

データ収集ログを表示します。 

PLOTLOG 

履歴プロット ログを表示します。 

ログ ストリームが表示されます。 
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手順 3： XLOG ログ ストリーム用のログ ストリームの定義（INST0042） 

この手順では、以下のデータ コレクタによって作成される例外レコードを含むロ

グ ストリームを定義します。  

■ IMS  

■ MVS  

■ TCP/IP  

■ WebSphere MQ 
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各システムで固有のログ ストリームを作成する必要があります。 

XLOG データ レコード用のログ ストリームの定義方法 

1. この手順の後に示される例に従って、ログ ストリームを指定します。 

2. この手順で定義されたログ ストリームの名前を以下の parmlib メンバ内で指

定します。 

SYSDATA:  

LOGSTREAM-XLOG-NAME     logstream.name  

例外レコードを使用しないか、またはログ ストリームが定義されていない

場合は、以下のオプションを設定します。  

LOG-XLOG-RECORDS       NO  

LOGSTREAM-XLOG-NAME    NONE  

LGLOOKUP:  

Sysname  Logname......LogStream-Name.. 

sysname  XLOG         logstream.name  

3. INST0042 ジョブをサブミットします。 

XLOG 状態例外レコード用のログ ストリームが定義されます。  

例： XLOG ログ ストリームの定義 

この例では、例外レコードを収集するための XLOG ログ ストリームを定義してい

ます。 

DATA TYPE(LOGR) REPORT(NO)   

DEFINE LOGSTREAM  

          NAME(GSVX130.SYSDATA.XLOG.smfi)   

          AUTODELETE(YES)  

          DASDONLY(YES)   

          DESCRIPTION(XLOG_LOG) 

          DIAG(NO) 

          EHLQ(LOGGER)  

          HIGHOFFLOAD(70)  

          LOWOFFLOAD(0) 

          LS_SIZE(1500) 

          MAXBUFSIZE(32767)  

          MODEL(NO) 

          OFFLOADRECALL(YES)  

          RETPD(14)  

          STG_SIZE(1000)  
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XLOG 状態例外データ レコードのオンライン表示 

XLOG 状態例外レコードを含むログ ストリームを定義した後は、収集したデータ

をオンラインで表示することができます。 

ログ ストリームを表示するために以下のコマンドを使用します。  

LGLOGS  

parmlib の LGLOOKUP メンバで指定されたデータ収集ログを表示します。 

XLOG  

すべての CA SYSVIEW コンポーネントについて、しきい値と状態例外レコー

ドを表示します。 
 

手順 4： （オプション） Event Capture Option でのログ ストリームの定義（INST0043） 

この手順は CA SYSVIEW Event Capture Option を実行している場合にのみ必要

です。 

SMFDATA タスクによって収集される SMF レコードを含めるログ ストリームを定義

します。 SMF データ収集は CA SYSVIEW Event Capture Option のコンポーネント

です。 

注： SMF Event Capture のセットアップの詳細については、「Administration 

Guide」の「Starting the Subtasks」の章参照してください。 

各システムで固有のログ ストリームを作成する必要があります。 
 

Event Capture Option でログ ストリームを定義する方法 

1. -この手順の後に示される、「例： DASDのみのログ ストリームの定義」に従っ

て、ログ ストリームを指定します。 

2. 定義されたログ ストリームの名前を以下の parmlib メンバ内で指定します。 

SMFDATA 

LOGSTREAM-SMFDATA-NAME    logstream.name 

SMF ログ機能を使用しないか、またはログ ストリームが定義されていな

い場合は、以下のオプションを設定します。 

LOGSTREAM-SMFDATA-NAME    NONE 

さらに、SMFDATA タスクを SYSVIEW parmlib メンバ内で開始しないよう

にしてください。 
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LGLOOKUP 

Sysname  Logname...... LogStream-Name 

sysname  SMFDATA       logstream.name 
 

3. INST0043 ジョブをサブミットします。 

Event Capture Option 用のログ ストリームが定義され、収集されたデータが

オンラインで表示できます。 
 

例： DASD のみのログ ストリームの定義 

DASD のみのログ ストリームの例を示します。 

DATA TYPE(LOGR) REPORT(NO) 

DEFINE LOGSTREAM 

          NAME(GSVX130.SMFDATA.SMFD.smfi) 

          AUTODELETE(YES) 

          DASDONLY(YES) 

          DESCRIPTION(SMF_LOG) 

          DIAG(NO) 

          EHLQ(LOGGER) 

          HIGHOFFLOAD(70) 

          LOWOFFLOAD(0) 

          LS_SIZE(15000) 

          MAXBUFSIZE(32767) 

          MODEL(NO) 

          OFFLOADRECALL(YES) 

          RETPD(5) 

          STG_SIZE(10000) 
 

Event Capture Option ログ ストリームのオンライン表示 

SMFDATA タスクによって収集された SMF レコードを含むログ ストリームを定義し

た後は、ログ ストリームをオンラインで表示することができます。  

ログ ストリームを表示するために以下のコマンドを使用します。 

LGLOGS 

データ収集ログを表示します 

SMFLOG 

SMF ログを表示します 

ログ ストリームが表示されます。 
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手順 5： （オプション）CICS オプション用のログ ストリーム セットの定義（INST0044） 

この手順は CA SYSVIEW Option for CICS を実行している場合にのみ必要です。 

この手順では、CICS データ コレクタによって作成されるレコードを含むログ スト

リームのセットを定義します。 

CICS データコレクタは、CA SYSVIEW のメイン アドレス空間内で実行される、指定

の CICS ロガーを使用してレコードをルーティングします。 複数の CICS ロガーを

定義できます。  

各システムで定義されている CICS ロガーそれぞれに対して、固有のログ スト

リームを作成する必要があります。 
 

CICS オプション用のログ ストリーム セットの定義方法 

1. この手順の後に示される例に従って、ログ ストリームを指定します。 ログ スト

リームは、1 個から 4 個まで定義できます。 

ログ ストリームには以下の命名規則をお勧めします。 

ssidrrm.cicslogr.TRAN.smfi 

ssidrrm.cicslogr.TSUM.smfi 

ssidrrm.cicslogr.SYSD.smfi 

ssidrrm.cicslogr.XLOG.smfi 

ssid 

CA SYSVIEW サブシステム ID を指定します。 

rrm 

リリース番号を指定します 

cicslogr 

CICS ロガーを指定します。 

smfi 

SMF ID を指定します 
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ログ データのタイプは以下通りです。 

TRAN 

CICS トランザクション ログを指定します。 

TSUM 

CICS トランザクション サマリを指定します。 

SYSD 

CICS システム データを指定します。 
 

XLOG 

CICS 例外ログを指定します。 
 

重要： 複数のログ データ タイプでログ ストリームを共有できます。 CICS トラ

ンザクション ログ レコードを含めるように定義されたログ ストリームの共有は

お勧めしません。 このログのデータ ボリュームは、他のログ タイプよりずっと

大きくなります。 
 

2. この手順で定義されたログ ストリームの名前を以下の parmlib メンバ内で指

定します。 

CICSLOGR 

CICS データ ロガー機能のデフォルト構成オプションを提供します。 

ログ ストリームを使用する予定がないか、まだ定義されていない場合は、

オプションの値を「NONE」に適宜設定してください。 

LOGSTREAM-CICSTRAN-NAME    NONE 

LOGSTREAM-CICSTSUM-NAME    NONE 

LOGSTREAM-CICSSYSD-NAME    NONE 

LOGSTREAM-CICSXLOG-NAME    NONE 
 

LGLOOKUP 

このメンバ内で定義されているログ名をログ ストリーム名と関連付けま

す。 

Sysname  Logname......... LogStream-Name 

Sysname  CICSLOGR.TRAN... logstream.name 

Sysname  CICSLOGR.TSUM... logstream.name 

Sysname  CICSLOGR.SYSD... logstream.name 

Sysname  CICSLOGR.XLOG... logstream.name 
 

3. INST0044 ジョブをサブミットします。 

CICS オプション用のログ ストリームが定義され、CA SYSVIEW が保持している

ログ ストリームの内容がオンラインで表示できます。 
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例： TRAN ログ ストリームの定義 

CICS トランザクション ログ ストリームの例を示します。 

DATA TYPE(LOGR) REPORT(NO) 

DEFINE LOGSTREAM 

          NAME(GSVX130.CICSLOGR.TRAN.smfi) 

          AUTODELETE(YES) 

          DASDONLY(YES) 

          DESCRIPTION(CICS_TRANLOG) 

          DIAG(NO) 

          EHLQ(LOGGER) 

          HIGHOFFLOAD(70) 

          LOWOFFLOAD(0) 

          LS_SIZE(20000) 

          MAXBUFSIZE(32767) 

          MODEL(NO) 

          OFFLOADRECALL(YES) 

          RETPD(5) 

          STG_SIZE(15000) 
 

例： TRANSUMM ログ ストリームの定義 

CICS トランザクション サマリ ログ ストリームの例を示します。 

DEFINE LOGSTREAM 

          NAME(GSVX130.CICSLOGR.TSUM.smfi) 

          AUTODELETE(YES) 

          DASDONLY(YES) 

          DESCRIPTION(CICS_TRANSUMM) 

          DIAG(NO) 

          EHLQ(LOGGER) 

          HIGHOFFLOAD(70) 

          LOWOFFLOAD(0) 

          LS_SIZE(1000) 

          MAXBUFSIZE(32767) 

          MODEL(NO) 

          OFFLOADRECALL(YES) 

          RETPD(30) 

          STG_SIZE(750) 
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例： SYSD ログ ストリームの定義 

CICS データ ログ ストリームの例を示します。 

DEFINE LOGSTREAM 

          NAME(GSVX130.CICSLOGR.SYSD.smfi) 

          AUTODELETE(YES) 

          DASDONLY(YES) 

          DESCRIPTION(CICS_SYSDATA) 

          DIAG(NO) 

          EHLQ(LOGGER) 

          HIGHOFFLOAD(70) 

          LOWOFFLOAD(0) 

          LS_SIZE(1000) 

          MAXBUFSIZE(32767) 

          MODEL(NO) 

          OFFLOADRECALL(YES) 

          RETPD(90) 

          STG_SIZE(750) 
 

例： XLOG ログ ストリームの定義 

CICS 例外ログ ストリームの例を示します。 

DEFINE LOGSTREAM 

          NAME(GSVX130.CICSLOGR.XLOG.smfi) 

          AUTODELETE(YES) 

          DASDONLY(YES) 

          DESCRIPTION(CICS_XLOG) 

          DIAG(NO) 

          EHLQ(LOGGER) 

          HIGHOFFLOAD(70) 

          LOWOFFLOAD(0) 

          LS_SIZE(1000) 

          MAXBUFSIZE(32767) 

          MODEL(NO) 

          OFFLOADRECALL(YES) 

          RETPD(30) 

          STG_SIZE(750) 
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CICS オプション用ログ ストリームのオンライン表示 

CICS データ コレクタによって作成されたレコードを含むログ ストリームを定義し

た後は、ログ ストリームをオンライン表示することができます。  

ログ ストリームを表示するために以下のコマンドを使用します。 

CSYSDATA 

CICS システム間隔分析を表示します 

CTRANLOG 

CICS トランザクション ログ サマリを表示します 

CTRANSUM 

CICS トランザクション間隔を表示します 

LGLOGS 

データ収集ログを表示します 

XLOG 

CICS 例外ログを表示します 

ログ ストリームが表示されます。 
 

手順 6： （オプション） IMS オプション用のログ ストリームの定義（INST0045） 

この手順は CA SYSVIEW Option for IMS を実行している場合にのみ必要です。 

この手順では、IMS トランザクション データ ロガーによって作成されるレコードを

含めるログ ストリームのセットを定義します。 

IMS トランザクション データ ロガーは、CA SYSVIEW メイン アドレス空間内で実行

されるタスクを通じてログ記録されるレコードを作成します。 複数の IMS ロガー

が実行されている場合、各ロガーはログを共有することも、専用に定義された特

定のログ ストリームを持つことも可能です。 

注： 複数のロガーおよびタイプでログ ストリームを共有できます。 ただし、IMS ト

ランザクション ログ レコードが含まれるログ ストリームの共有はお勧めしません。 

このログのデータ ボリュームは、他のログ タイプより大きくなります。 
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IMS オプション用のログ ストリームの定義方法 

1. この手順の後に示される例に従って、ログ ストリームを指定します。 

ログ ストリームには以下の命名規則をお勧めします。 

ssidrrm.IMSLOGR.IMRS.smfi 

ssidrrm.IMSLOGR.IMTR.smfi 

または 

ssidrrm.IMSssid.IMRS.smfi 

ssidrrm.IMSssid.IMTR.smfi 

ssid 

SYSVIEW サブシステム ID を指定します 

rrm 

リリース番号を指定します 
 

IMS 

IMS ロガー名を指定します 

ssid 

  IMS サブシステムを指定します 

IMRS 

IMS 領域サマリ レコードのログ データ タイプを指定します 

IMTR 

IMS トランザクションのログ データ タイプを指定します 
 

smfi 

SMF ID を指定します 

2. 定義されたログ ストリームの名前を以下の parmlib メンバ内で指定します。 

IMSLOGR 

IMS データ ロガー機能のデフォルト構成オプションを提供します。 

LOGSTREAM-IMSREGN-NAME   logstream.name 

LOGSTREAM-IMSTRAN-NAME   logstream.name 

ログ ストリームを使用する予定がないか、まだ定義されていない場合は、

オプションの値を「NONE」に適宜設定してください。 

LOGSTREAM-IMSREGN-NAME   NONE 

LOGSTREAM-IMSTRAN-NAME   NONE 
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LGLOOKUP 

このメンバ内で定義されているログ名をログ ストリーム名と関連付けま

す。 

Sysname  Logname......... LogStream-Name 

Sysname  IMSLOGR.IMRS     logstream.name 

Sysname  IMSLOGR.IMTR     logstream.name 

または 
Sysname  IMSssid.IMRS     logstream.name  

Sysname  IMSssid.IMTR     logstream.name  

3. INST0045 ジョブをサブミットします。 

IMS オプション用のログ ストリームが定義され、収集されたデータがオンライ

ンで表示できます。 
 

例： IMRS ログ ストリームの定義 

IMS 領域サマリ データ ストリーム ログの例を示します。 
DATA TYPE(LOGR) REPORT(NO) 

 

DEFINE LOGSTREAM 

          NAME(GSVX130.IMSLOGR.IMRS.smfi) 

          AUTODELETE(YES) 

          DASDONLY(YES) 

          DESCRIPTION(IMS_RSUMLOG) 

          DIAG(NO) 

          EHLQ(LOGGER) 

          HIGHOFFLOAD(70) 

          LOWOFFLOAD(0) 

          LS_SIZE(1000) 

          MAXBUFSIZE(32767) 

          MODEL(NO) 

          OFFLOADRECALL(YES) 

          RETPD(14) 

          STG_SIZE(750) 
 
 



CA MSM なしで設定する方法 

 

第 6 章： 製品の開始準備  173  
 

例： IMTR ログ ストリームの定義 

IMS トランザクション データ ログ ストリームの例を示します。 
DATA TYPE(LOGR) REPORT(NO) 

 

DEFINE LOGSTREAM 

          NAME(GSVX130.IMSLOGR.IMTR.smfi) 

          AUTODELETE(YES) 

          DASDONLY(YES) 

          DESCRIPTION(IMS_TRANLOG) 

          DIAG(NO) 

          EHLQ(LOGGER) 

          HIGHOFFLOAD(70) 

          LOWOFFLOAD(0) 

          LS_SIZE(5000) 

          MAXBUFSIZE(32767) 

          MODEL(NO) 

          OFFLOADRECALL(YES) 

          RETPD(5) 

          STG_SIZE(4000) 
 

IMS オプション用ログ ストリームのオンライン表示 

IMS データ ロガーによって作成されたレコードを含むログ ストリームを定義した

後は、ログ ストリームをオンラインで表示することができます。  

ログ ストリームを表示するために以下のコマンドを使用します。 

LGLOGS 

データ収集ログを表示します 

IMSRSLOG 

収集データをオンラインで表示します。 

IMSTLOG 

IMST ログを表示します。 

ログ ストリームが表示されます。 
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手順 7： （オプション）WebSphere MQ オプション用のログ ストリームの定義（INST0046） 

この手順は CA SYSVIEW Option for WebSphere MQ を実行している場合にのみ

必要です。 

この手順では、WebSphere MQ データ コレクタによって作成されるレコードを含

めるログ ストリームを定義します。 各システムで固有のログ ストリームを作成する

必要があります。 

WebSphere MQ オプション用のログ ストリームの定義方法 

1. この手順の後に示される例に従って、ログ ストリームを指定します。 

2. この手順で定義されたログ ストリームの名前を以下の parmlib メンバ内で指

定します。 

MQSDATA 

WebSphere MQ データ コレクタ機能のデフォルト構成オプションを提供

します。 

LOGSTREAM-MQSDATA-NAME   logstream.name 

ログ機能を使用しないか、またはログ ストリームが定義されていない場

合は、以下のオプションを設定します。 

LOGSTREAM-MQSDATA-NAME    NONE 

LGLOOKUP 

このメンバ内で定義されているログ名をログ ストリーム名と関連付けま

す。 

Sysname  Logname.......LogStream-Name 

Sysname  MQSDATA.MQHR  logstream.name 

3. INST0046 ジョブをサブミットします。 

WebSphere MQ オプション用のログ ストリームが定義され、収集されたデー

タがオンラインで表示できます。 
 



CA MSM なしで設定する方法 

 

第 6 章： 製品の開始準備  175  
 

例： MQHR ログ ストリームの定義 

MQ ログ ストリームの例を示します。 

//MQS      EXEC  PGM=IXCMIAPU,REGION=0M 

//SYSPRINT DD SYSOUT=* 

//SYSIN    DD * 

    DATA TYPE(LOGR) REPORT(NO) 

 

    DEFINE LOGSTREAM 

              NAME(GSVX130.MQSDATA.MQHR.smfi) 

              AUTODELETE(YES) 

              DASDONLY(YES) 

              DESCRIPTION(MQS_MQHR) 

              DIAG(NO) 

              EHLQ(LOGGER) 

              HIGHOFFLOAD(70) 

              LOWOFFLOAD(0) 

              LS_SIZE(1000) 

              MAXBUFSIZE(32767) 

              MODEL(NO) 

              OFFLOADRECALL(YES) 

              RETPD(5) 

              STG_SIZE(750) 
 

CA SYSVIEW Option for WebSphere MQ のログ ストリームのオンライン表示 

CA SYSVIEW Option for WebSphere MQ データコレクタ によって作成されたレ

コードを含むログ ストリームを定義した後は、ログ ストリームをオンラインで表示

することができます。  

ログ ストリームを表示するために以下のコマンドを使用します。 

LGLOGS 

データ収集ログを表示します。 

MQRLOG 

MQR ログを表示します。 

ログ ストリームが表示されます。 
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セキュリティ データ セットの変換（INST0050） 

CA SYSVIEW の初回インストール時は、この手順を省略してください。 CA 

SYSVIEW がすでにインストールされている場合は、この手順を実行して既存の

セキュリティ データ セットを本リリースの新しい形式に変換してください。  

セキュリティ データ セットの変換方法  

1. INST0050 メンバ 内の JCL を変更します。このメンバは sysview.SAMPJCL 

データ セット内にあります。  

2. SYSUT1 DD ステートメントを編集して既存のセキュリティ データ セットを指定

します。  

3. INST0050 ジョブをサブミットします。  

4. CA SYSVIEW 製品を初期化した後、すべての新しいコマンドおよびディスプ

レイのフィールドのセキュリティ許可を更新してください。  

注： 詳細については、「Security Guide」を参照してください。  

ジョブが条件コード 0 で終了した場合は、セキュリティ データ セットは、新し

い形式に正常に変換されています。 

重要： このジョブを実行して既存のセキュリティ ファイルを変換した場合、このリ

リースで導入された新しいコマンドについては、セキュリティ認可が FAILED と表

示されます。 
 

JCL ステートメント（INST0050） 

以下は、GSVXCNVS プログラム用の JCL 内の DD 名およびその説明です。 

STEPLIB 

新しい CA SYSVIEW ロード ライブラリを示します。  

SYSPRINT 

変換処理によって作成されたメッセージを表示します。  
 

SYSUT1 

前リリースの CA SYSVIEW で使用されていたセキュリティ データ セットを示し

ます。 このデータ セットは変換処理への入力用であり、変更はされません。  
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SYSUT2 

新しいリリースの CA SYSVIEW で使用されるセキュリティ データ セットを示し

ます。 このデータ セットは変換処理の出力結果であり、変更の対象になりま

す。 このデータ セット名は、GEN モジュールの SECDSN パラメータで指定さ

れたデータ セット名と一致する必要があります。このパラメータは、GEN モ

ジュールのアセンブルおよびリンク時に指定されています。 
 

条件コード 

INST0050 および INST0051 は既存のデータ セットを新しい形式に変換します。 

ジョブ INST0050 はセキュリティ データ セットを変換し、ジョブ INST0051 はプロ

ファイル データ セットを変換します。 以下はいずれかのジョブが返す条件コー

ドです。 

0 

変換処理が正常に完了しました。 

4 

初期作業領域用の GETMAIN が失敗しました。 ジョブの領域サイズを増や

してください。 
 

8 

GSVXCOMM モジュールをロードできませんでした。 ジョブのログを参照し、

ロードが失敗した理由を確認してください。 
 

12 

GSVXNUC モジュールをロードできませんでした。 ジョブのログを参照し、

ロードが失敗した理由を確認してください。 
 

16 

初期化処理中にエラーが発生しました。 SYSPRINT DD ステートメントの出力

結果を参照し、初期化が失敗した理由を確認してください。 
 

20 

SYSUT1 DD ステートメントの Open が失敗しました。 SYSUT1 DD ステートメント

が JCL 内で指定されていることを確認してください。 
 



CA MSM なしで設定する方法 

 

178  インストール ガイド 
 

24 

SYSPRINT DD ステートメントへの Write が失敗しました。 SYSPRINT DD ステー

トメントが JCL 内で指定されていることを確認してください。 

28 

プロファイル データ セットのリリースがサポートされていません。 SYSUT1 DD 

ステートメントで指定されたデータ セットは、サポートされなくなったリリース

用のものです。 テクニカル サポート（http://www.ca.com/jp/support/）にお

問い合わせください。 
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プロファイル データ セットの変換（INST0051） 

CA SYSVIEW がすでにインストールされている場合は、この手順を完了して既存

のプロファイル データ セットを新しい形式に変換します。 

CA SYSVIEW の初回インストール時は、この手順を省略してください。  

注： プロファイル変換処理中に、いずれかのユーザが CA SYSVIEW の新規リリー

スを使用している場合、そのユーザのプロファイルが変換されない場合がありま

す。 

プロファイル データ セットの変換方法 

1. INST0051 メンバ 内の JCL を変更します。このメンバは sysview.SAMPJCL 

データ セット内にあります。 

2. 前のリリースの SET OLD= パラメータで使用された既存のプロファイル データ 

セットを提供して、SYSUT1 DD ステートメントを編集します。 

SET NEW= パラメータには、この新規リリースで使用される新しいプロファイ

ル データ セットが入力されます。 この値は変更できます。 

例： データ セット変数名 

SET OLD='old.profile.dataset' 

SET NEW='new.profile.dataset' 

OLD 

変換する既存のプロファイルのデータ セット名を指定します。 

NEW 

新規リリースで配布された新しいプロファイル データ セットのデータ 

セット名を指定します。 

3. INST0051 メンバをサブミットします。  

このジョブでは、以下の 2 つの手順で、既存のプロファイル データ セットを

現在のリリースに変換します。  

a. 新規または出力プロファイル データ セットを配布プロファイルのメンバ

で初期化します。 

b. 前のリリースのプロファイル データ セットを新規プロファイル データ セッ

トに変換します。 

プロファイル データ セットが変換されます。 
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詳細情報 

JCL ステートメント（INST0051） (P. 180) 
 

 

JCL ステートメント（INST0051） 

以下は、GSVXPROC プログラム用の JCL 内の DD 名およびその説明です。 

STEPLIB 

新しい CA SYSVIEW ロード ライブラリを示します。  

SYSPRINT 

変換処理によって作成されたメッセージを表示します。  
 

SYSUT1 

前リリースの CA SYSVIEW で使用されていたプロファイル データ セットを示し

ます。 このデータ セットは変換処理への入力用であり、変更はされません。  
 

SYSUT2 

新しいリリースの CA SYSVIEW で使用されるプロファイル データ セットを示し

ます。 このデータ セットは変換処理の出力結果であり、変更の対象になりま

す。 GEN モジュールの PROFDSN パラメータ上で指定されたデータ セット名

と一致する必要があります。このパラメータは、GEN モジュールのアセンブ

ルおよびリンクの実行時に指定されています。 
 

条件コード 

INST0050 および INST0051 は既存のデータ セットを新しい形式に変換します。 

ジョブ INST0050 はセキュリティ データ セットを変換し、ジョブ INST0051 はプロ

ファイル データ セットを変換します。 以下はいずれかのジョブが返す条件コー

ドです。 

0 

変換処理が正常に完了しました。 

4 

初期作業領域用の GETMAIN が失敗しました。 ジョブの領域サイズを増や

してください。 
 

8 

GSVXCOMM モジュールをロードできませんでした。 ジョブのログを参照し、

ロードが失敗した理由を確認してください。 
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12 

GSVXNUC モジュールをロードできませんでした。 ジョブのログを参照し、

ロードが失敗した理由を確認してください。 
 

16 

初期化処理中にエラーが発生しました。 SYSPRINT DD ステートメントの出力

結果を参照し、初期化が失敗した理由を確認してください。 
 

20 

SYSUT1 DD ステートメントの Open が失敗しました。 SYSUT1 DD ステートメント

が JCL 内で指定されていることを確認してください。 
 

24 

SYSPRINT DD ステートメントへの Write が失敗しました。 SYSPRINT DD ステー

トメントが JCL 内で指定されていることを確認してください。 

28 

プロファイル データ セットのリリースがサポートされていません。 SYSUT1 DD 

ステートメントで指定されたデータ セットは、サポートされなくなったリリース

用のものです。 テクニカル サポート（http://www.ca.com/jp/support/）にお

問い合わせください。 
 

CICS テーブルの更新（INST0060） 

以下の手順を完了させて、CICS テーブルを更新します。 

■ 手順 1： プログラムおよびトランザクション エントリの定義 

■ 手順 2： PLTPI へのエントリの追加 

■ 手順 3： （オプション） PLTSD へのエントリの追加 

■ 手順 4： CICS データ コレクタの自動開始 
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手順 1： プログラム、トランザクション、およびライブラリ エントリの定義 

CICS テーブルを更新して、プログラムおよびトランザクション エントリを定義しま

す。  

プログラムおよびトランザクション エントリの定義を開始する前に、以下で指定さ

れている値が使用しているサイトの要件を満たしていることを確認してください。 

■ CICS システム定義ファイル ユーティリティ プログラム、DFHCSDUP へのス

テートメントの入力。 

sysview.CNM4BSAM (CICSCSD) 
 

■ SAMPLIB の CSDUTIL メンバで提供されるシステム定義ファイル ユーティリ

ティ プログラム用のサンプル JCL（「サンプル ライブラリへのインストール メン

バのコピー」手順を含んだ INST0110 の実行後）。  

プログラムおよびトランザクション エントリの定義方法 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0060 メンバをユーザのサイトの基

準に合わせて変更します。  

2. INST0060 メンバをサブミットします。  
 

ジョブが条件コード 0 で終了した場合は、以下の CICS トランザクションの定

義が完了しています。 

 

トランザクション 用途 

GSVS CICS データ コレクタを手動で開始します。  

このトランザクションは、CA SYSVIEW Option for CICS を必要とします。 

GSVT CICS データ コレクタを手動で終了します。 

このトランザクションは、CA SYSVIEW Option for CICS を必要とします。 

GSVI 機能リクエストへの内部トランザクションとしてこのトランザクションを使用する 

CICS データ コレクタを特定します。 このトランザクションを直接実行することは

できません。 GSVS トランザクションによって内部的に開始されます。  

このトランザクションは、CA SYSVIEW Option for CICS を必要とします。 

SYSV CA SYSVIEW オンライン インターフェースを特定します。  

このトランザクションは、CA SYSVIEW Option for CICS を必要としません。 

注： CICS システム定義ファイル ユーティリティ プログラムの詳細については、

IBM の 「CICS Resource Definition Guide」、または IBM の「CICS Operations and 

Utilities Guide」を参照してください。 
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CICS ダイナミック ライブラリ定義 

CICS TS 3.2 以降、CICS ではダイナミック ライブラリ定義が使用できます。ダイナ

ミック ライブラリ定義では、DD 名 DFHRPL へのロード ライブラリ データ セットの

動的な割り当ておよび連結が行われます。 

ユーザは CICS DFHCSDUP ユーティリティを使用して、CICS CSD ファイルへ定義

を動的に追加することができます。 

サンプル ライブラリ（CNM4BSAM）データ セットの CICSCSD メンバにある以下の

サンプル定義は、CA SYSVIEW loadlib データ セットを定義します。 

DEFINE LIBRARY(SYSVIEW) 

       RANKING(50) 

       CRITICAL(NO) 

       STATUS(ENABLED) 

       DSNAME01(sysview.CNM4BLOD) 

       GROUP(SYSVIEW) 

CA SYSVIEW では、CICS ジョブ ストリームへの JCL 更新は必要なくなりました。 ア

クティブな CICS 領域に対してインストールおよび保守を実行できます。  

データ セット割り当てはすべて動的に実行されます。 CA SYSVIEW loadlib 

（sysview.CNM4BLOD）は、STEPLIB またはリンク リストからアクセス可能である必

要があります。 loadlib がリンク リストにある場合は、JCL の変更は必要ありませ

ん。 
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手順 2： PLTPI へのエントリの追加 

PLTPI へエントリを追加し、CICS テーブルを更新します。  

PLTPI へのエントリの追加方法  

注： PLTPI テーブルを使用しない場合は、この手順は省略してください。 

1. 監視対象の各 CICS システムの PLTPI を変更します。 

2. PLTPI テーブルを使用している場合は、以下のエントリをテーブルに追加し

ます。 

DFHPLT TYPE=ENTRY,PROGRAM=GSVCGSVS 

エントリが PLTPI に追加されます。 

例： PLTPI （初期化）モジュール  

DFHPLT TYPE=INITIAL,SUFFIX=PI  

DFHPLT TYPE=ENTRY,PROGRAM=DFHDELIM  

DFHPLT TYPE=ENTRY,PROGRAM=GSVCGSVS  

DFHPLT TYPE=FINAL 

END   DFHPLTBA 
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手順 3： （オプション） PLTSD へのエントリの追加 

終了は、CICS PLTSD シャットダウン モジュール内の CA SYSVIEW for CICS 

GSVCGSVT 終了プログラムの配置によって制御されます。 

PLTSD への GSVCGSVT エントリの追加はオプションです。 デフォルトでは、CA 

SYSVIEW for CICS データ コレクタは、CICS 正常シャットダウンのステージ 2 の部

分で終了します。 

PLTSD へのエントリの追加方法 

PLTSD に追加するエントリのオプションを以下のサンプルに示します。 

■ ステージ 1 シャットダウンのリクエストの場合 

DFHDELIM エントリの前に GSVCGSVT を追加します。 

■ ステージ 2 シャットダウンのリクエストの場合 

DFHDELIM エントリの後に GSVCGSVT を追加します。 

選択されたエントリが、PLTSD に追加されます。 

例： PLT - ステージ 2 シャットダウン 

PRINT GEN 

DFHPLT TYPE=INITIAL,SUFFIX=SD 

DFHPLT TYPE=ENTRY,PROGRAM=DFHDELIM 

DFHPLT TYPE=ENTRY,PROGRAM=GSVCGSVT 

DFHPLT TYPE=FINAL 

END DFHPLTBA 
 

手順 4： CICS データ コレクタの自動開始 

CICS の初期化中に CICS データ コレクタを自動開始するには、デフォルトのシス

テム初期化テーブル（SIT）をオーバーライドするポスト初期化テーブルが必要で

す。 ポスト初期化テーブル名は DFHPLTxx です。xx は SIT の PLTPI パラメータで

指定されたサフィックスです。  

ポスト初期化の処理中に、CICS が DFHPLTPI テーブルを使用するようにするに

は、SIT で PLTPI=PI を指定します。 DFHPLTPI 用のコードは、SAMPLIB の CICSPLT 

メンバ で提供されています。 

注： 現在 PLTPI テーブルを使用していない場合でも、SIT のオーバーライドで 

PLTPI=PI を指定することで PLTPI テーブルを取得することができます。 
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CICS データ収集開始モード 

CA SYSVIEW for CICS データ コレクタは初期化中に構成情報を必要とします。 オ

リジナルまたは初期の構成定義は、さまざまな PARMLIB メンバに格納されてい

ます。 

CICS データ コレクタの終了中に、構成情報が保存されます。 構成情報は持続

的に維持されます。  

初期またはスタートアップ時の構成は、常に PARMLIB の CICSOPTS メンバから取

得されます。 
 

以下の開始モードを指定することができます。 

COLD 

PARMLIB のメンバから構成情報を取得します。 前のセッションからの構成

データはリストアされません。 

WARM 

永続データ ストアから構成情報を取得します。 前のセッションからの構成

データがリストアされます。 

オブジェクトが存在しない場合、データは関連する PARMLIB のメンバから取

得されます。 
 

開始モードの指定方法 

2 通りの方式を使用して、開始モードが指定できます。 以下のマトリクスを使用

すると、複数のメソッドを同時に使用した結果どのモードになるかを理解するの

に役立ちます。 

■ 以下の SIT パラメータを追加して、GSVCGSVS プログラム用の CICS System 

Initialization Table（SIT）の INITPARM を定義します。 

INITPARM=(GSVCGSVS='GSVI=tran,USERID=userid,START=start,SSID=ssid') 

tran 

初期プログラム GSVCGSVI で定義されたトランザクションを指定します。 

デフォルトでは、トランザクション ID は GSVI です。 アスタリスク（*）を指

定すると、トランザクション ID GSVI が使用されます。  

userid 

GSVI トランザクションに関連付けるユーザ ID を指定します。 アスタリスク

（*）を指定すると、トランザクション ID GSVI は特定のユーザ ID なしで開

始されます。 
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start 

CICS データ コレクタの開始タイプを指定します。  

有効な値は以下の通りです。 

■ アスタリスク（*） - WARM 開始モードを示します。 

■ WARM - WARM 開始モードを示します。 

■ COLD - COLD 開始モードを示します。 

ssid 

初期プログラム GSVCGSVI が接続するサブシステム ID を指定します。 

アスタリスク（*）を指定すると、モジュール GSVBSSID で定義されている

デフォルトのサブシステム ID が使用されます。 

■ 開始トランザクション GSVS へのパラメータとして、以下のように手動で開始

モードを入力します。 

構文： 

GSVS <START=mode> 

mode 

* | WARM | COLD 
 

開始モード マトリクス テーブル 

以下のテーブルでは、CICS SIT INITPARM および GSVS START= を使用して開始

モードを指定した場合、結果的にどの開始モードになるかを示します。 

CICS SIT INITPARM GSVS START= 開始モード 

none 

none 

none 

none 

none 

* 

COLD 

WARM 

WARM 

WARM 

COLD 

WARM 

* 

* 

* 

** 

none 

* 

COLD 

WARM 

WARM 

WARM 

COLD 

WARM 

COLD 

COLD 

COLD 

COLD 

none 

* 

COLD 

WARM 

COLD 

WARM 

COLD 

WARM 
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WARM 

WARM 

WARM 

WARM 

none 

*  

COLD 

WARM 

WARM 

WARM 

COLD 

WARM 
 

CICS オブジェクト メンバ のリンク エディット（INST0061） 

この手順では、CICS オブジェクト メンバのリンク エディットを実行し、CTRACE コマ

ンドによって表示される CICS 内部トレース テーブル エントリをフォーマットする

ために使用するロード モジュールを作成します。 

注： CICS の複数リリースを使用している場合は、その中で最新の CICS リリースを

使用しているライブラリを指定してください。 

CICS 内部トレース テーブル エントリをフォーマットする CICS オブジェクト メンバ

をリンク エディットする方法  

1. sysview.SAMPJCL データ セットの INST0061 メンバ内の SYSLIB DD ステートメ

ントを変更して、正しい CICS ライブラリを使用するようにします。  

サンプルの SYSLIB DD ステートメントは以下の通りです。 

//SYSLIB  DD DSN=cics.ADFHMOD 

2. INST0061 メンバをサブミットします。 

ジョブが条件コード 0 で終了した場合は、CICS オブジェクト メンバはリンク 

エディットされています。 
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CICS JCL の更新 

CICS データ コレクタおよびオンライン インターフェースを有効にするために、

CICS JCL を更新します。 サンプル JCL は sysview.SAMPJCL （CICSJCL）にあります。 

監視対象の各 CICS システムについてこの手順を実行します。 

CICS JCL の更新方法 

1. CICS ジョブストリーム DFHRPL および STEPLIB DD ステートメントに、以下のよ

うなロード ライブラリ用の DD ステートメントを追加します。 

//STEPLIB  DD   DSN=... 

//         DD   DSN=sysview.CNM4BLOD 

//DFHRPL   DD   DSN=... 

//         DD   DSN=sysview.CNM4BLOD 

注： 高レベル修飾子を CA SYSVIEW ロード ライブラリへ割り当てたものに置

き換えてください。 

2. STEPLIB DD 名、LPA または linklist によって、CNM4BLOD データ セットをアク

セス可能にします。 

CICS TS 3.2 以降、CICS では動的プログラム ライブラリ管理が提供されます。 

CNM4BLOD データ セットを CICS に動的に追加し、LIBRARY リソース定義を

使用してアクセス可能にすることができます。 これはデータ セット DFHRPL 

DD 名を追加する方法に変わるものです。 

これで監視対象の各 CICS システムについて、CICS JCL が更新されます。 
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動的なインストール ユーティリティを実行します（INST0100） 

動的インストール ユーティリティは、システムに一時的に CA SYSVIEW をインス

トールします。 

以下の手順に従います。 

1. sysview.SAMPJCL データ セット内の INST0100 メンバを確認します。  

2. INST0100 メンバをサブミットします。 

動的なインストール プログラムは、以下の条件コードを返します。 

0 

すべての機能が正常に実行されたことを示します。 

4 

事前に完了済みの機能があったため、機能がすべて実行されてはいな

いということを示します。 メッセージがないかどうかジョブ ログを確認しま

す。 

8 

エラーが発生したことを示します。 メッセージがないかどうかジョブ ログ

を確認します。 さらにサポート情報が必要な場合は、テクニカル サポー

ト（http://www.ca.com/jp/support/）にお問い合わせください。 
 

3. ジョブが条件コード 0 または 4 で終了していることを確認します。 

CA SYSVIEW がシステムに一時的にインストールされます。 
 

動的インストール ユーティリティの仕組み 

動的インストール ユーティリティは、システムに一時的に CA SYSVIEW をインス

トールします。 このユーティリティは以下のタスクを実行します。 

■ SYSLIB DD ステートメントに割り当てられたデータ セットを APF 許可します。 

スターティッド プロシージャ SYSVIEW で DD 名 STEPLIB に連結されたすべて

のデータ セットが APF 許可されていることを確認します。 

■ サブシステム名を追加します。 インストールの GSVIINST マクロの SUBSYS パ

ラメータはサブシステム名を指定します。 SUBSYS パラメータのデフォルト値

は GSVX です。  

■ インストールの GSVIINST マクロの SVC パラメータに指定された数値を使用し

て、CA SYSVIEW SVC を追加します。  

■ 必要な LPA モジュールをロードします。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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サンプル ライブラリへのインストール メンバのコピー（INST0110） 

インストール中に作成および使用されるジョブは、sysview.CNM4BSAM データ 

セットにコピーされます。 これらのジョブのうちのいずれかを今後実行する必要

がある場合は、オリジナルのインストール ジョブを壊したり、変更したりしてしまわ

ないように、SAMPLIB データ セットに置かれたコピーを使用してください。 

サンプル ライブラリへインストール メンバをコピーする方法 

1. sysview.CNM4BSAM データ セット内の INST0110 メンバを調べ、ジョブで参

照されているファイルがすべて正しいことを確認します。  

2. INST0110 メンバをサブミットします。  

ジョブが 条件コード 0 で終了した場合は、メンバはサンプル ライブラリに配

置されています。 
 

デフォルト SSID のアセンブルおよびリンク（USRM0001） 

システム PARMLIB のどのシステム環境設定オプション メンバを使用するか決定

するには、CA SYSVIEW にサブシステム識別子（SSID）が必要です。 ユーザが 

GSVX のデフォルト SSID を使用している場合、USERMOD は必要ありません。 

GSVX のデフォルト SSID を使用していない場合は、これらの手順を確認します。 

以下の手順に従います。 

1. USRM0001 内のサンプル JCL を確認します。 

2. メンバ USRM0001 をサブミットします。  

a. このサンプル JCL によって、SMP/E USERMOD を作成します。 

b. SMP/E USERMOD はデフォルトの SSID をアセンブルおよびリンクして、

ロード モジュール GSVBSSID へ格納します。  
 

製品の開始準備 

以下の手順が完了すると、SVC、サブシステム、および APF ロード ライブラリがイ

ンストールされます。IPL の完了後に、CA SYSVIEW がユーザのシステムにインス

トールされます。 
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ASID の増加（オプション） 

CA SYSVIEW のメイン アドレス空間が複数回停止し、ASID 再利用を使用してい

ない場合 

■ アドレス空間識別子（ASID）を使い果たす場合があります。 

■ 追加の ASID を取得するために、システムに対して IPL の実行が必要な場合

があります。  

システムの IPL を実行しなくてもいいようにするには、以下の手順を行って ASID 

の数を増加させます。 

以下の手順に従います。 

1. SYS1.PARMLIB のメンバ IEASYSxx 内の RSVNONR にアクセスします。 

2. RSVNONR のサイズを大きくして、IPL の実行中にシステム リンケージ イン

デックス（システム LX）を定義するアドレス空間の開始と停止の回数が収まる

ようにします。 

注： ASID を使い果たすと、アドレス空間作成の失敗を警告し、追加の ASID の取

得を促すメッセージが表示されます。 
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システム リンケージ インデックスおよび ASID 再利用 

システム リンケージ インデックス 

「ASN および LX 再利用」機能がインストールされている場合、リンケージ イ

ンデックスは再利用可能な System LX として予約されます。 

「ASN および LX 再利用」機能がインストールされている場合、再利用可能な 

System LX を予約できます。 SYSVIEW メイン アドレス空間が停止されると、シ

ステムで System LX を再利用できます。 

「ASN および LX 再利用」機能がインストールされていない場合、SYSVIEW メ

イン アドレス空間が停止されると、System LX は休止します。 SYSVIEW メイン 

アドレス空間が再起動されると、CA SYSVIEW は以前使用されていた System 

LX を再利用します。 

注： パラメータ NSYSLX は、予約する追加のリンケージ インデックス（LX）の数

を指定します。 ただし、製品は システム LX を再利用するので、この数を増

加させる必要はありません。 

再利用可能な ASID 

SYSVIEW メイン アドレス空間を終了すると、ASID が利用不能になる場合が

あります。 これは System LX が予約されていることが原因です。 以下がすべ

て真の場合、ASID を再利用できます。 

1. ASN および LX の再利用機能がインストールされている。 

2. REUSASID （YES）は DIAGxx SYS1.PARMLIB メンバ内に指定する必要があ

る。 

3. SYSVIEW メイン アドレス空間開始タスクは、REUSASID=YES パラメータを

使用して開始される必要がある。 

S SYSVIEW,REUSASID=YES 
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SVC および LPA モジュールのシステムへの追加（オプション） 

スーパーバイザー コール（SVC）およびリンク パック エリア（LPA）モジュールをシ

ステムに追加できます。 

注： この手順がオプションなのは、CA SYSVIEW の起動中に、動的インストール

によって SVC および LPA モジュールが追加されるためです。 

以下の手順に従います。 

1. SYS1.PARMLIB の IEASVCnn メンバで CA SYSVIEW SVC を定義します。 このエ

ントリでは、「INSTALL ジョブの変更および実行 (P. 63)」の手順で SVC パラ

メータに指定した値と同じ値を SVCPARM キーワードの後に指定します。  

例： IEASVCnn エントリの定義 

SVCPARM 238,REPLACE,TYPE(3),APF(NO),EPNAME(GSVXSVC) 

注： IEALPAnn で新しいエントリを作成する代わりに、GSVXSVC モジュールを

任意の既存の LPA ライブラリにコピーすることができます。 
 

2. SVC の場所を定義し、SYS1.PARMLIB の IEALPAnn メンバを更新することで 

LPA モジュールを定義します。  

注： sysview.CNM4BLOD データ セット全体を LPA に追加することはできませ

ん。 すべてのモジュールが再入可能であるわけではありません。 ライブラリ

がマスタ カタログ内にある必要があります。 

■ 以下のサンプル IEALPAnn エントリは、SVC の場所を定義します。 

INCLUDE LIBRARY(sysview.CNM4BLOD) 

        MODULES(GSVXSVC) 

■ 以下のサンプル IEALPAnn エントリは LPA モジュールを定義します。 

INCLUDE LIBRARY(sysview.CNM4BLOD) 

        MODULES(GSVXAAST,CAIXNM4$) 

注： SVC モジュール GSVXSVC は、CA SYSVIEW の複数のリリースをサ

ポート可能です。 SVC モジュールは利用可能な最新のリリースである必

要があります。  

SVC と LPA のモジュールがシステムに追加されます。 
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ロード ライブラリに対する APF 許可 

ロード ライブラリを許可して、利用可能にします。 

以下の手順に従います。 

SYS1.PARMLIB の PROGxx メンバに以下のコマンドを追加します。 

APF ADD DSNAME(sysview.CNM4BLOD) VOLUME(volume) 

PROGxx メンバへの DSNAME および VOLUME の追加後、ロード ライブラリが 

APF 認可されます。 ランタイム ロード ライブラリが SMS によって管理されている

場合は、ボリュームに 'xxxxxx' を使用します。 
 

LOGR EXIT および Linklist のセットアップ 

提供された LOGR サブシステム EXIT は、任意の z/OS ログ ストリームをバッチ プ

ログラムへの入力ファイルとして使用可能にします。 LOGR サブシステム EXIT は 

linklist データ セットに存在している必要があります。 

以下の手順に従います。 

■ データ セット sysview.CNM4BLOD を linklist に定義している場合は、他の手

順は必要ありません。  

■ データ セット sysview.CNM4BLOD を linklist に定義していない場合は、以下

のモジュールを既存の linklist データ セットにコピーします。 

– GSVXLGEX 

– GSVXLGXG （GSVXLGEX の別名） 

モジュールのコピー後、LOGR サブシステム EXIT が linklist データ セット内

に置かれます。 
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システム プロシージャ ライブラリへのスタートアップ手順の追加 

注： MSM を使用して CA SYSVIEW を設定している場合、システム プロシージャ

は設定中に指定されたライブラリにすでにコピーされています。 

スタートアップ プロシージャを更新し、システム プロシージャ ライブラリのうちの 

1 つへ追加します。 CA SYSVIEW メイン アドレス空間は、z/OS、JES2、CICS、IMS、

WebSphere MQ および TCP/IP のデータ収集を実行します。  

CICS と VTAM のインターフェースは、以下から開始できます。 

■ CA SYSVIEW ユーザ インターフェース アドレス空間。 

■ デフォルトのスタートアップ オプションが含まれる SYSVUSER パラメータ ライ

ブラリ メンバー。 
 

この手順に従って、スタートアップ プロシージャをシステム プロシージャ ライブ

ラリへ追加します。 

以下の手順に従います。 

1. PROC をデータ セット sysview.SAMPJCL からユーザのシステム プロシージャ 

ライブラリのいずれかにコピーします。  

SYSVIEW PROC メンバ 

CA SYSVIEW メイン サービス アドレス空間を開始するのに必要な JCL が

含まれています。 

MEM キーワードのデフォルト： SYSVIEW 

COMMNDxx Member Entry: COM='S SYSVIEW,REUSASID=YES' 
 

SYSVUSER PROC メンバ 

初期化中に開始されるデフォルトの CA SYSVIEW 機能およびタスクのリ

ストを提供します。 

MEM キーワードのデフォルト： SYSVUSER 

COMMNDxx メンバ エントリ： COM='S SYSVUSER' 
 

 

2. PROC ステートメントの MEM キーワードが、アドレス空間の初期化パラメータ

を含む sysview.CNM4BPRM データ セット内のメンバを参照するようにしま

す。 

注： CA SYSVIEW アドレス空間の詳細については、「Administration Guide」を

参照してください。 
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3. アドレス空間を開始する前に、初期化パラメータを確認します。 

4. IPL 実行時にアドレス空間を自動的に開始する場合は、SYS1.PARMLIB 内の 

COMMNDxx メンバに START コマンドを追加します。  

注： SYS1.PARMLIB 内の COMMNDxx メンバの詳細については、適切な IBM 

ガイドを参照してください。 

初期化（スタートアップ）プロシージャがシステム プロシージャ ライブラリに追加

されます。 
 

製品の起動 

CA SYSVIEW を使用するには、メイン アドレス空間を開始します。  

以下の手順に従います。 

1. CA LMP のコードが仕様に従って定義されていることを確認します。 

2. SYSVIEW を開始し、メイン サービス アドレス空間を初期化します。 

SYSVUSER を開始し、ユーザ アドレス空間を開始します。 

LMP コードが正しく定義され、これらのプロシージャが実行された後、メイン アド

レス空間が開始されます。 
 

インストール後の考慮事項 

インストールが終了し、CA SYSVIEW が開始したら、インストール検証プログラム

（IVP）を実行できます。 IVP を任意のタイミングで実行して、インストールの検証

を行うことも可能です。  

IVP では、以下のプログラムが提供されます。 

■ GSVCUTIL  

インストール パラメータの設定を確認する機能を提供します。 

■ GSVXBAT  

任意の有効な CA SYSVIEW コマンドをバッチで実行し、CA SYSVIEW のコン

ポーネントを実行できるようにします。 
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プログラム GSVCUTIL を使用したインストールの検証方法 

1. メンバ IVP00001 をサブミットします。 

出力される IVP レポートには、以下の機能に関するインストール設定が含ま

れます。 

– z/OS システム  

– サブシステム  

– スーパーバイザ コール（SVC）テーブル 

– APF（許可プログラム機能）リスト 

– SYSVIEW LMP キー 

2. レポートを確認し、設定を検証します。 
 

プログラム GSVXBAT を使用したインストールの検証方法 

1. メンバ IVP00002 をサブミットします。 

CA SYSVIEW コマンドの出力は SYSPRINT DD 名に返され、そこで設定を検証

できます。  

2. SYSPRINT 出力でメッセージを確認します。  

コマンドがデータを返すかどうかは、インストール済みのコンポーネントまた

はアクティブなコンポーネントによって決まります。 

たとえば、IMS が非アクティブである場合、IMSLIST コマンド表示は空です。 

注： サンプル ジョブについては、SAMPLIB の EXECBAT メンバを参照してくださ

い。 GSVXBAT プログラムの詳細については、「Administration Guide」を参照して

ください。 
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このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

製品システム設定オプション (P. 199) 

SYSVIEW サブシステム (P. 200) 

サーバ アドレス空間 (P. 200) 

テンプレート データ セット (P. 201) 

ユーザ異常終了および理由コード (P. 201) 

WTO コンソール メッセージ (P. 202) 

外部セキュリティ SAF EXIT (P. 204) 
MQSERIES Parmlib (P. 204) 

時間またはインターバルの値の形式 (P. 205) 
 

製品システム設定オプション 

GEN モジュールは、CA SYSVIEW の旧リリースで行われていたシステム環境設定

オプションの指定には使用されなくなりました。 

システム環境設定オプション メンバは、CA SYSVIEW の初期化中に設定オプショ

ンを設定するようになりました。 

以下のガイドラインを使用します。 

■ システム環境設定オプション メンバをシステム parmlib データ セットの連結

に入れます。 

SYS1.PARMLIB 

■ サブシステム ID を、z/OS システムまたは LPAR 内の CA SYSVIEW の各インス

タンスまたはインストールへ割り当てます。 

■ 4 文字の SYSVIEW サブシステム ID（SSID）を使用して、システム環境設定オ

プションシステム parmlib メンバを割り当てます。 

Member name = GSVXssid 
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SYSVIEW サブシステム 

CA SYSVIEW では、 MVS サブシステム エントリを定義する必要はなくなりました。 

また、MVS サブシステム エントリは使用されず、動的に作成されることもありませ

ん。 

SYSVIEW サブシステム ID によって、CA SYSVIEW の各インスタンスまたはインス

トールが関連付けられ、システム環境設定パラメータが定義または決定されるよ

うになりました。 

以下のガイドラインを使用します。 

■ 4 文字の SYSVIEW サブシステム ID を使用して、CA SYSVIEW の各インスタン

スまたは インストールと関連付けます。 このサブシステム ID によって、シス

テム環境設定パラメータを定義または決定します。 

デフォルトの SYSVIEW サブシステム ID は GSVX です。  

注： 同じシステム上で CA SYSVIEW の複数のインスタンスを使用しなければ、

GSVX のデフォルトを使用することをお勧めします。 

■ CA SYSVIEW の各呼び出し上で、パラメータとして SYSVIEW サブシステム ID 

を指定します。 呼び出しのタイプに応じて、パラメータの指定を変更するこ

とができます。 

■ ユーザ代替可能モジュール GSVBSSID を使用するのは、SYSVIEW の呼び出

し上でサブシステム ID がパラメータとして提供されない場合のみです。 

GSVBSSID にはデフォルトの SYSVIEW サブシステム名が含まれています。  
 

サーバ アドレス空間 

GSVXMAIN プログラム エイリアスは削除されました。 

旧リリースでで、サーバ アドレス空間に対して実行したプログラムは GSVXMAIN 

として指定されました。 GSVXMAIN はプログラム GSVXASCT のエイリアスでした。 

エイリアス GSVXMAIN は定義されなくなりました。 

以下の SYSVIEW スターティッド タスク プロシージャは、実行するプログラムとし

て GSVXASCT を指定します。 

SYSVIEW - メイン サービス アドレス空間 

SYSVUSER - ユーザ インターフェース アドレス空間 

SYSVAUX - 補助サービス アドレス空間 

SYSVIEW EXEC PGM=GSVXASCT 
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テンプレート データ セット 

新しいテンプレート データ セットが CA SYSVIEW 設定に追加されています。 CA 

SYSVIEW は、テンプレートまたはスケルトン情報が含まれるテンプレート メンバを

使用します。 

CA SYSVIEW の旧リリースで、以下の名前は parmlib データ セットのメンバでした。 

メンバはテンプレート データ セットに移動されました。 

メンバ MAILFOOT は名前が変更され、2 つのメンバへ分割されました。 

■ FOOTHTML - HTML メッセージのメール フッタ。 

■ FOOTTEXT - テキスト メッセージのメール フッタ。 

コマンド FTPCA に関連するメンバはテンプレート データ セットに移動されまし

た。 

■ FTPCAPOS 

■ FTPCAPRE 

■ FTPCASTD 

■ FTPCATRS 

■ FTPCAVAR 

■ FTPCAXMI 
 

ユーザ異常終了および理由コード 

旧リリースでは、CA SYSVIEW はさまざまなユーザ異常終了コードおよび理由

コードを使用して、ユーザに異常条件を通知しました。  

SYSVIEW では、共通のユーザ異常終了コード番号を使用するようになりました。 

理由コードには特定の異常終了理由が含まれます。 

System Configuration Options メンバ GSVXGSVX で以下のオプションを使用して、

ユーザ異常終了コード番号を指定します。 

オプション              値 

-----------------    ---------- 

ユーザ異常終了コード     2999 
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WTO コンソール メッセージ 

CA SYSVIEW は、WTO を使用してコンソールまたはジョブ ログへメッセージを書

き込みます。 ほとんどのメッセージは、事前定義済みメッセージ テンプレートに

挿入されるデータで、ランタイムに動的に作成されます。 ほとんどの場合、余分

なブランクは WTO によってログへのメッセージを書き込む前にメッセージから削

除されます。 

WTO の 1 行の最大メッセージ長は 126 文字です。 動的に作成されたメッセー

ジの長さの合計が 126 文字より大きい場合、複数行 WTO を使用してログに書

き込まれています。 

複数行 WTO は 1 行当たり 71 文字に制限されています。 元のメッセージ テキス

トは、メッセージ テキスト内のブランク文字に基づいている複数のメッセージ行

へ動的に分割されます。  

メッセージの以下の行が、複数行 WTO として書き込まれます。 

GSVC100W <type> <group> <metric> <rsce1> <rsce2> <oldstat> <newstat> V= <value> W= 

<warning> P= <problem> <ruletype> <elapsed> <jobname> <tran> <task#> <term> <user> 

Desc='<description>' 

WTO 発行タスクの識別子が、すべての GSVCnnn メッセージの先頭に挿入され

ます。 

GSVCnnnI (task) メッセージ テキスト 

task 

XDIS - CA SYSVIEW 外部データ インタフェース 

SDCS - CA SYSVIEW システム データ コレクタ 

SCHT - CA SYSVIEW スケジューラ 

LOGT - CA SYSVIEW メッセージ ログ記録 

TPPT - CA SYSVIEW トランザクション後処理 

GSVI - CA SYSVIEW for CICS 初期化トランザクション 

タスク - CICS トランザクション 

例： リリース 13.5 メッセージ  

以下の CA SYSVIEW リリース 13.5 サンプル メッセージにはタスク識別子が含ま

れます。 

GSVC101I (XDIS) USR1234 has issued a CANCEL for the transaction CEMT. 



WTO コンソール メッセージ 

 

第 7 章： データ移行の情報  203  
 

GSVC102I (XDIS) CANCEL Tran CEMT Task 124 WaitType ZCIOWAIT 

GSVC150W (GSVI) Function NORMAL_CANCEL Response 02 EXCEPTION 

CA SYSVIEW は、コンソールまたはジョブ ログへメッセージを書き込むために 

WTO のブランチ入力フォームの使用を開始しました。 そのため、発行済みの

メッセージに関連付けられているジョブ名は現在、メッセージを発行したジョブ

名ではなく、CONSOLE になっています。 この変更は、メッセージのジョブ名に焦

点を絞るあらゆる自動化に影響を及ぼします。 たとえば、CA OPS/MVS System 

State Manager (SSM) は、メッセージ変数 message variable msg.jobname を参

照する STATEMAN.RULES(SSMSYSV) にサンプル メッセージ ルールを配布しまし

た。 このサンプル ルールを更新して、メッセージ変数 msg.ojobname を使用し

ます。この変数には、メッセージの元のジョブ名が含まれています。 
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外部セキュリティ SAF EXIT 

SAF EXIT およびエントリに対して、以下の変更が行われました。 

■ サンプル SAF EXIT である SAFSECX および JSPLSECX はサポートされなくなり

ました。  

– エンティティ クラス名をコーディングする以外の変更を行わなかった場

合は、以下のタスクを実行します。 

内部セキュリティで、GLOBAL グループの External Security セクションで 

SAF Entity Class Name を指定します。 

– サンプル EXIT を変更した場合は、以下のタスクを実行します。 

SAF の前に、CNM4BSAM SMP/E ターゲット ライブラリ EXIT のメンバ 

SAFSAMPX で提供されている新規サンプル EXIT シェルを呼び出しま

す。 

■ エンティティ SV.SAF へのアクセスによって、 SAF がアクティブかどうか決定さ

れなくなりました。  

SAF がアクティブかどうか決定するには、RACROUTE REQUEST=STAT コール

を内部で実行します。 SAF が利用可能でない場合、アクセスが許可される

のは ADMIN グループのユーザのみです。 

■ SV.AET および SV.AETLIMIT エンティティは、アクセス テーブルの使用を決

定するためには確認されなくなりました。 

Access Entity Table Size によって、アクセス テーブルの使用が確認されるよ

うになりました。 Access Entity Table Size エンティティは、ユーザ内部セキュリ

ティ グループの External Security セクションにあります。 

■ SV.SCC エンティティは、ユーザ セッションの終了時に SAF 統計が WTO を実

行するかどうかを決定するために検証されなくなりました。  

SAF 統計は、ユーザ SESSION_LOGOFF 監査レコードに表示されるようになり

ました。 
 

MQSERIES Parmlib 

WebSphere MQ オプションが有効な場合、MQSERIES parmlib メンバで MQ 

Interface ロード ライブラリの名前の指定が必要になりました。 
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時間またはインターバルの値の形式 

r13.5 より前のリリースでは、時間またはインターバル値の形式は以下のとおりで

した。 

ddxhhym 

dd 

日数を示します。 

x 

日付区切り記号文字を指定します。 

hh 

時間を示します。 

y 

時間区切り記号文字を指定します。 

mm 

分数を示します。 

ユーザ プロファイルで指定された x 位置の日付区切り記号は削除され、常にス

ラッシュ（/）を使用するようになりました。 以下に例を示します。 

旧： 5.02:30 - 5 日、2 時間、30 分 

新： 5/02:30 - 5 日、2 時間、30 分 
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付録 A: CCS for z/OS コンポーネントの要件 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

FMID (P. 207) 
 

FMID 

このセクションでは、CA Common Services for z/OS コンポーネントおよびそれに

対応する FMID について説明します。これらは、CA SYSVIEW を使用して、さまざ

まな機能を実行するために必要になります。 すべての情報または最新の情報

については、「CA Common Services for z/OS 導入ガイド」の「システム要件」の章
のインストールの依存関係を参照してください。  

以下の 2 つの FMID セットが提供されます。 

■ FMID の最初のセットは、CCS for z/OS r11 Service Pack 8 をベースにしてい

ます。  

■ 2 番目のセットは CCS for z/OS r12 をベースにしています。 
 

CA LMP（ライセンス管理プログラム） 

CA SYSVIEW のベース製品ライセンスを検証するには、以下の CCS for z/OS コン

ポーネントが必要です。 

■ CCS for z/OS r11 SP8 をベースとする FMID 

 

FMID コンポーネント 

CS91000 CAIRIM 

■ CCS for z/OS r12 をベースとする FMIDs 

 

FMID コンポーネント 

CAS9C00 CAIRIM 

CBYS280 CA GSS 

CAW4C00 CAICCI （SSL を使用） 



FMID 
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■ CCS for z/OS r14 をベースとする FMID  

 

FMID コンポーネント 

CAS9E00 CAIRIM 
 

IBM Health Checker へのインターフェース 

IBM Health Checker に対する CA SYSVIEW のインターフェースでは、以下の CCS 

for z/OS コンポーネントが必要です。 

CCS for z/OS r11 SP8 および r12 をベースにした FMID：  

 

FMID コンポーネント 

CEF5C00 CA Health Checker Common Service 

注： 完了しておかなければならないその他のセットアップおよび設定の手順の

詳細については、「CCS for z/OS 管理ガイド」を参照してください。 
 

CA zIIP 有効化サービス 

CA zIIP 有効化サービスに対する CA SYSVIEW インターフェースでは、以下の 

CCS for z/OS コンポーネントが必要です。 

■ CCS for z/OS r11 SP8 をベースとする FMID 

 

FMID コンポーネント 

CS91000 CAIRIM 

注： CCS for z/OS r11には、PTF RO27636 が必要です。 

■ CCS for z/OS r12 をベースとする FMID 

 

FMID コンポーネント 

CAS9C00 CAIRIM 



FMID 
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注： CCS for z/OS r12には、PTF RO27110 が必要です。 

■ CCS for z/OS r14 をベースとする FMID 

 

FMID コンポーネント 

CAS9E00 CAIRIM 
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付録 B: インターフェース オプション 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

TSO および CA Roscoe/ETSO インターフェースのサポート (P. 211) 

ISPF インターフェースのサポート (P. 212) 

VTAM インターフェースのサポート (P. 214) 

CICS インターフェースのサポート (P. 215) 

コンソール インターフェースのサポート (P. 217) 

ローカル 3270 デバイス インターフェースのサポート (P. 219) 

バッチ インターフェースのサポート (P. 219) 
 

TSO および CA Roscoe/ETSO インターフェースのサポート 

TSO（タイムシェアリング オプション） および (CA Roscoe/ETSO（CA Roscoe/拡張タ

イムシェアリング オプション）インターフェースによって、TSO または CA 

Roscoe/ETSO 経由で CA SYSVIEW にアクセスできます。 

CA SYSVIEW TSO インターフェースまたは CA Roscoe/ETSO インターフェースを使

用でき、追加のインストール手順を実行する必要はありません。  

注： sysview.CNM4BLOD データ セットが linklist でない場合に、STEPLIB または 

JOBLIB の DD ステートメントを追加します。 これを追加することで、CA SYSVIEW 

へのアクセスに TSO インターフェースを使用できるようになります。 

CA SYSVIEW 用の TSO コマンド モジュールは SYSV という名前です。 
 

CA Roscoe/ETSO からの CA SYSVIEW へのアクセス 

CA Roscoe/ETSO インターフェースのインストール後は、CA Roscoe/ETSO から CA 

SYSVIEW にアクセスできます。  
 

以下の手順に従います。 

1. SYSV プログラム名のエントリを EPL （Eligible Program List）に追加します。 

MODESET 許可フラグ 

フラグを Y （yes）に設定すると、MODESET 許可フラグが設定されます。 
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コマンド プロセッサ フラグ 

フラグを CP （command processor）に設定すると、コマンド プロセッサ フ

ラグが設定されます。 
 

2. ROSCOE JCL 内の ETSOLIB DD ステートメントに、sysview.CNM4BLOD データ 

セットを追加します。 
 

3. CA Roscoe/ETSO コマンド ラインで以下を入力します。 

CALL SYSV 

CA SYSVIEW が CA Roscoe/ETSO 環境で開始されます。 

注： CA Roscoe/ETSO へのアプリケーション定義の詳細については、CA Roscoe 

のマニュアルを参照してください。 
 

ISPF インターフェースのサポート 

ISPF インターフェースを使用すると、ISPF 環境で CA SYSVIEW を実行して、ISPF 

の画面分割機能を利用することができます。 

ISPF サポートのインストールは、データ セット sysview.CNM4BISP から TSO ログ

オン PROC の適切な ISPF DD ステートメントへメンバをコピーすることで行いま

す。 

注： ISPF インターフェース サポートを再インストールする場合は、新規 ISPF パネ

ルおよび GSVXCMDS メンバもインストールします。 
 

ISPF サポートの永続的なインストール 

ISPF サポートを永続的にインストールして、ISPF の画面分割機能を使用すること

ができます。 
 

以下の手順に従います。 

1. データ セット sysview.CNM4BISP 内のメンバを、TSO ログオン PROC 内の 

ISPTLIB DD ステートメントで指定されているデータ セットにコピーします。  

注： 可能な限り、ユーザ定義のデータ セットを指定してください。 
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2. データ セット sysview.CNM4BISP から TSO ログオン PROCto 内の ISPPLIB DD 

ステートメントで指定されているデータ セットへ、以下のメンバをコピーしま

す。 

■ GSVX000M 

■ GSVX000J 

■ GSVX000D 
 

■ GSVX00KM 

■ GSVX000P 

■ GSVX00KP 

注： 可能な限り、ユーザ定義のデータ セットを指定してください。 
 

3. sysview.CNM4BISP （SAM@PRIM）メンバの SYSV または GSVX を含むステー

トメントを使用して、ISPF Primary Option Menu メンバ ISR@PRIM を更新しま

す。 ISR@PRIM メンバは、TSO ログオン PROC 内の ISPPLIB DD ステートメント

で指定されているデータ セット内にあります。 

CA SYSVIEW が ISPF のメイン メニューで選択オプションとして表示されます。 
 

注： sysview.CNM4BLOD データ セットが linklist でない場合に、STEPLIB または 

JOBLIB の DD ステートメントを追加します。 これを追加することで、CA SYSVIEW 

へのアクセスに ISPF インターフェースを使用できるようになります。 
 

ISPF サポートの動的なインストール 

ISPF サポートを動的にインストールして、ISPF 画面分割機能を使用することもで

きます。 

以下の手順に従います。 

1. データ セット sysview.CNM4BSAM の SYSVCLST メンバまたは  SYSVREXX メン

バを使用して、ISPF LIBDEF 機能へアクセスします。  

これらのメンバは ISPF LIBDEF 機能を使用します。 

2. CA SYSVIEW を呼び出すのに必要なパネル、テーブルおよびモジュールを

一時的に割り当てます。  

ISPF サポートの動的なインストールは完了しています。  
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VTAM インターフェースのサポート 

VTAM インターフェースを使用して、CA SYSVIEW を VTAM 環境で実行できます。 

IBM ACF/VTAM Programmed Operator Interface を使用することにより、VTAM コ

マンドを入力し、CA SYSVIEW 内で結果を見ることができます。 
 

VTAM サポートのインストール 

VTAM インターフェース サポートのインストール後、VTAM から CA SYSVIEW を使

用できます。 

以下の手順に従います。 

1.  データ セット sysview.CNM4BSAM から SYS1.VTAMLST データ セットへ、

SYSVAPPL メンバをコピーします。 

以下のサポートがデータ セット SYS1.VTAMLST から利用可能になりました。 

■ VTAM で CA SYSVIEW を使用する際に使用される APPLID。 

■ CA SYSVIEW VTAM コマンドが使用する APPL ステートメント。 
 

2. SYSVAPPL メンバの最初の APPL ステートメントで、ACBNAME パラメータを設

定します。 VTAM インターフェースをから CA SYSVIEW にログインする際に使

用する名前を選択します。 VTAM インターフェースを開始する際に、その名

前を使用します。 

CA SYSVIEW VTAM コマンドは残りの APPL ステートメント（SYSVPO03 から 

SYSVPO00 という名前の）を使用して、ACF/VTAM へコマンドをサブミットしま

す。 ユーザがコマンドを同時に使用できるように、4 つの APPL ステートメント

が提供されています。 この数を増やすには、追加した各 APPL について、

SYSVPOnn APPL 名の末尾の数値を 1 づつ増分して、APPL ステートメントを

追加します。 

3. SYS1.VTAMLST データ セット内の ATCCON メンバに SYSVAPPL 名を追加しま

す。 

VTAM が開始すると、SYSVAPPL メンバがアクティブになります。 
 

4.  データ セット sysview.CNM4BSAM 内の USSTAB メンバにある CA SYSVIEW 

USSTAB エントリを、インストール USSTAB メンバへ追加します。 

このエントリによって、CA SYSVIEW のログオン手順が簡略化されます。 

USSTAB エントリを使用しない場合は、完全 LOGON コマンドを使用して、

VTAM から CA SYSVIEW へログインします。 
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5. USSTAB メンバ内の CMD と DEFAULT のパラメータを、この手順の 2 番目で 

ACBNAME パラメータに使用した値に設定します。 
 

6. USSTAB テーブルをアセンブルし、VTAMLIB 連結内の適切なデータ セット

にそれを配置します。 

注： ユーザのサイトで適切な USSTAB がすでに利用可能である場合は、こ

の手順をスキップします。  

7. MODIFY TABLE コマンドを使用して、VTAM に USSTAB を再ロードします。 

CA SYSVIEW の変更がシステムに組み込まれます。 VTAM インターフェース 

サポートのインストールが完了しました。 

注： VTAM インターフェースの開始方法については、「Administration 

Guide」を参照してください。 
 

CICS インターフェースのサポート 

CICS インターフェース サポートによって、CICS セッションから CA SYSVIEW にログ

オンし、インターフェースをモニタおよびカスタマイズできます。 

CICS インターフェースでは、CICS データ収集オプションがアクティブである必要

はありません。 

注： CICS インターフェース サポートのインストール後、およびログオン前に、CA 

SYSVIEW ユーザ アドレス空間で CICS インターフェースを開始します。 CICS イン

ターフェースの開始方法および使用方法については、「Administration Guide」

を参照してください。 
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CICS ユーザ ID EXIT ルーチン 

以下で CICS ユーザ ID EXIT ルーチンについて説明します。 

■ ユーザ ID EXIT ルーチンは、CICS ユーザのユーザ ID を取得します。 この

ルーチンは、オンライン インターフェース に適切な CA SYSVIEW プロファイ

ル データ セット メンバーを提供します。 このユーザ ID は CA SYSVIEW セ

キュリティでも使用されます。 

■ CA SYSVIEW ロード ライブラリで配布されているデフォルト ユーザ ID EXIT は、

CA SYSVIEW にユーザ ID を渡しません。 そのため、CA SYSVIEW は、ユーザ 

ID の入力を促すメッセージをユーザに対して表示します。 

■ デフォルトの EXIT のソースは sysview.CNM4BSAM データ セットの 

GSVXCXT1 メンバに存在します。 ユーザがアセンブルを行う必要はありませ

ん。 
 

セキュリティ システムを使用するための EXIT の変更 

一部の CICS システムには独自の EXIT セキュリティ システムがあります。 EXIT を

変更して、セキュリティ システムの制御ブロックからユーザ ID を取得できます。  

以下の手順に従います。 

1. sysview.CNM4BSAM データ セットから GSVXCXT1 メンバを取得します。  

2. セキュリティ要件を満たすように GSVXCXT1 メンバを変更します。  

3. GSVXCXT1 メンバをアセンブルし、それを GSVXCXT1 という名前でデータ 

セット sysview.CNM4BLOD にリンクします。  

ユーザのセキュリティ システムが CA SYSVIEW に定義されます。 
 

CICS トランザクション終了 EXIT ルーチン 

以下で CICS トランザクション終了 EXIT ルーチンについて説明します。 

■ このルーチンは、CA SYSVIEW オンライン インターフェース トランザクション

の終了時に、別のトランザクションにコントロールを渡すことができます。 

■ デフォルトの EXIT のソースは、sysview.CNM4BSAM データ セット内の 

GSVXCXT2 メンバに存在します。 ユーザがアセンブルを行う必要はありませ

ん。 
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トランザクション終了 EXIT の変更 

トランザクション終了 EXIT を変更して、コントロールを渡すトランザクションを指定

することができます。 

以下の手順に従います。 

1. データ セット sysview.CNM4BSAM から GSVXCXT2 メンバを取得します。  

2. 必要に応じて GSVXCXT2 メンバを変更します。  

3. GSVXCXT2 メンバをアセンブルし、それを GSVXCXT2 という名前でデータ 

セット sysview.CNM4BLOD にリンクします。  

コントロールが、指定したトランザクションに渡されます。 
 

コンソール インターフェースのサポート 

CA SYSVIEW コンソール インターフェース によって、CA SYSVIEW コマンドとの通

信、コマンドの実行をコンソールから行うことができます。インターフェースは CA 

GSS 製品を使用して実装されます。 CA GSS は CA Common Services for z/OS と

共にインストールされる製品で、CA SYSVIEW のライセンシングに必要です。 
 

CA GSS が CA SYSVIEW と通信を行う仕組み 

CA GSS は提供されたアプリケーション プログラム インターフェイス GSVXAPIE を

使用して CA SYSVIEW と通信します。  

初期化処理中、CA GSS は以下のように通信を行います。 

■ CA SYSVIEW の長期実行セッションを開始するサーバを開始します。 デフォ

ルトのサーバ名は SYSVCONS です。 CA SYSVIEW に向けたコンソール コマ

ンドはすべてこのサーバ経由でルーティングされます。  

■ IMOD$SYSVIEWE_INIT を実行します。 この IMOD は CA SYSVIEW サービスを

開始します。  

終了処理中、CA GSS は IMOD$SYSVIEWE_TERM を実行します。 この IMOD は 

CA SYSVIEW サービスを終了します。 
 



コンソール インターフェースのサポート 

 

218  インストール ガイド 
 

コンソール インターフェースの有効化 

コンソール インターフェースを有効にするには、以下の条件を満たす必要があ

ります。 

■ CA SYSVIEW がインストールされている必要があります。 

■ CA GSS がインストールされアクティブである必要があります。  

■ CA GSS ランタイム パラメータ メンバ RUNPARM に、以下のステートメントが存

在している必要があります。  

COMMAND VERB SYSV IMOD SYSVIEW_CONSOLE 

PRODUCT SYSVIEWE 

ADDRESS SYSVIEWE GSVXAPIE 15 DETACH TYPE 0 

ISET    SYSVIEWE DSN sysview.CNM4BIMD SSID ISRV LOAD 

注： RUNPARM メンバは、上述のステートメントの一部またはすべてをすで

に含んでいる場合があります。 SAMPLIB メンバ GSS はこれらのステートメント

を含んでいます。 
 

コンソール インターフェースのカスタマイズ 

ユーザ サイトの要件を満たすように、コンソール インターフェースをカスタマイズ

できます。 

以下の手順に従います。 

1. IMOD SYSVIEW_CONSOLE 内の以下のオプションのいずれかまたはすべて

を選択します。 

■ すべての出力メッセージにプレフィックスを添付します。 

■ WTO ルート コードを指定します。 

■ WTO 記述子コードを指定します。 

■ メッセージの最大長を指定します。 

■ データ行の末尾を表示します。 

■ データ行の最大数を指定します。 

2. 各オプションをカスタマイズし保存します。 

これらの操作を完了すると、ユーザのコンソール インターフェースがカスタ

マイズされます。  
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ローカル 3270 デバイス インターフェースのサポート 

CA SYSVIEW ローカル 3270 デバイス インターフェースを使用すると、ローカルで

接続された任意の 3270 デバイスから専用モードで製品を実行できます。 

sysview.SAMPJCL データ セットの SYSVLCL PROC をシステム プロシージャ ライブ

ラリのいずれかにコピーして、インターフェースをインストールします。 

このインターフェースは以下の場合に使用します。 

■ TSO と VTAM がアクティブでない場合でも、CA SYSVIEW でセッションを開始

する場合。 

■ JES がアクティブでない場合。 

■ SYSVLCL PROC が SYS1.PROCLIB に配置され、プロシージャの開始時に 

SUB=MSTR を指定する場合。 

注： SYSVLCL ローカル 3270 デバイス インターフェース プロシージャの開始方法

については、「Administration Guide」を参照します。 
 

バッチ インターフェースのサポート 

バッチ インターフェースを使用すると、CA SYSVIEW でバッチ処理を実行すること

ができます。 バッチ インターフェースを使用するためのインストール プロシー

ジャは必要ありません。 

注： 詳細については、「Administration Guide」を参照してください。 
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